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 【一般会計】

（款）１．議会費　（項）１．議会費　（目）１．議会費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １３３

2 １３３
 ２． ○「いせ市議会だより」発行

　　市議会活動について市民に広報するため、「いせ市議
　会だより」を発行、各戸配付した。市議会定例会閉会日
　の翌々月1日に発行した。
　　年間発行　４回
○市議会放映
　　市議会活動について市民に広報するため、市議会本会
　議と予算・決算特別委員会をＣＡＴＶで録画放映した。
　会議があった日の翌日午後２時と午後７時からの２回放
　映。
　　本会議放映   　　　　　　　１日２回　延べ２３日
　　予算・決算特別委員会放映   １日２回　延べ　９日
○会議録検索システムインターネット配信
　　会議録をインターネットを通じて配信し、情報公開の
　充実を図った。

議会広報経費 ９，３５７

 １． 市議会各会派の市政に関する調査研究を推進し、議員活
動の充実を図るため、月額30,000円に会派構成議員数を乗
じた額を会派に対して交付した。
なお、必要経費を支出した後、残余がある会派からは､
当該残余額の返還を受けた。

政務調査費 ９，０７２

363,499

議 会 事 務 局

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

主　要　な　施　策　の　成　果

369,049 決 算 額 の 財 源 内 訳

363,499 一般財源

1 （款）1 議会費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）１．一般管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

58,072 8,495 15,930

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １３５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ふるさと未来づくり（地域内分権）を推進するため、研
修会や講演会を開催するなど啓発を行った。また、全小学
校区24箇所において地域住民と市長との意見交換会を開催
し、理解と協力を求めるとともに意見の収集に努めた。

地域内分権推進経
費

３７９

地域内分権推進課

 １． 平成18年度に策定した伊勢市行財政改革大綱実施計画の
進行管理を行い、行財政改革推進に取り組んだ。行財政改革推進事

業
１１４

2,112,407

行 政 経 営 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

電子入札システム
導入経費

６４，９５７
 １． 電子入札システムの構築

入札制度のより一層の透明化・公平化を図るとともに、
入札参加者の利便性の向上及び職員の事務処理の効率化・
迅速化を図るため、平成20年度からの本格稼動に向け、電
子入札システムを構築した。

2,213,756 決 算 額 の 財 源 内 訳

2,194,904 一般財源

管 財 契 約 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

2 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）４．人材育成推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

227

    （単位  千円）

決算書
       頁

１３７

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）６．広報広聴費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

１３９

１３９
 ２． 地域に根ざした行政情報番組「伊勢市テレビ広報『みて

きいて　伊勢』」（約30分）を制作し放送した。
行政情報だけでなく、市内の文化資産などを紹介する
「伊勢の文化探訪 ええとこ知っとこ」、市民活動セン
ターやセンター登録団体からの情報をお知らせする「市民
活動ニュース」や、市民が参加した行事やできごとを伝え
る「まちの話題」を放送した。
また、特別番組として、「まちづくり市民会議設立総
会」の模様を放送した。

ＣＡＴＶ広報いせ
放送事業

１６，０４１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 「広報いせ」（毎月１日発行）と「伊勢市おしらせ版」
（毎月15日発行）を定期的に発行し、市政の方針や事業計
画の概要、市の行事予定等を広く市民に広報し、理解と協
力を求めるとともに、市民参画意識の高揚に努めた。

広報いせ発行事業 １６，９７３

41,790 一般財源

41,790

広 報 広 聴 課

43,507 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 伊勢市職員としての意識の向上及び必要な知識の習得を
図るため、一般研修を行った。また、職員の職務遂行能力
を高めるために、専門研修等に派遣した。
（１）実施実績
　①一般研修（人材育成カレッジ除く）
　　研修数１７回　　受講者数　　　８２６名
　②一般研修（人材育成カレッジ）
　　研修数８１回　　受講者数　１，４３８名
　③派遣研修
　　研修数４５回　　受講者数　　　　８３名
（２）研修評価（受講者自身による評価）
　①業務向上度
　　　研修全体　５４．３％
　　　一般研修　５１．５％
　　　派遣研修　９１．２％
　②意識向上度
　　　研修全体　５３．９％
　　　一般研修　５１．１％
　　　派遣研修　９１．２％

職員研修事業 ２，３３２

2,332 一般財源

2,105

職 員 課

2,445 決 算 額 の 財 源 内 訳

3 （款）2 総務費



決算書
       頁

１３９

4 １３９

5 １３９

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）８．電算事務管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

17,249 16,215

    （単位  千円）

決算書
       頁

１３９

１３９

１３９
 ３． システムの脆弱性に対するセキュリティ向上のため、

ウィルス対策ソフトを更新し、スパムメール対策用の専用
装置を設置した。また、サポートを終了したOSが使用され
ていた庁内クライアントパソコンの更新を行った。

ＩＴセキュリティ
対策事業

１６，６７４

 ２． 全庁で利用する財務会計・文書総合管理・グループウェ
ア等のシステムの賃貸借及び保守管理を行い、職員間の情
報共有及び事務効率の向上を図った。

行政情報システム
管理経費

６９，３３４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 住民基本台帳、税、国保、及び福祉サービス等の基幹シ
ステムである総合住民情報システムの賃貸借、保守管理、
及び各業務に係る計算処理や帳票出力処理等の業務を委託
し、事務の迅速化と効率化を図った。

住民情報システム
管理経費

２３３，４８３

330,547 一般財源

297,083

電算システム課

333,967 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ５． 市民からの多様な相談に対応するため、法律・行政・交
通事故・多重債務などの市民相談を実施した。
法律相談については、毎週月曜日に実施し、利用者は
356人（１日平均6.8人）であった。

各種相談事業 ２，２８４

 ４． 新たな財源の確保を目的に平成20年4月に開始するホー
ムページ広告への対応や、ホームページ研究会で検討した
トップページのリニューアルなどを実施するため、システ
ム改修を行った。

ホームページ広告
事業

２，１４９

 ３． ケーブルテレビの加入促進を目的に、新たにケーブルテ
レビに加入する市民に、ケーブルテレビ加入促進補助金を
交付した。
　交付金額
　　宅内工事費　4,280,000円（個人　5,000円×856件）

ケーブルテレビ加
入促進事業補助金

４，２８０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

4 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）９．企画費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

１３９

2 １４１
 ２． ・情報誌「ＲｉｖｅｒＶｏｉｃｅ宮川」の発行

　（流域市町全戸配布）
・宮川流域子ども川サミットの開催
・宮川流域いっせいチェックの実施
・流域案内人養成講座の開催

宮川流域連携事業
負担金

７００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ■「みんなのまちの計画（総合計画）」の策定
伊勢市まちづくり市民会議において、伊勢市を構成する
多様な主体の共通の目標とする「みんなのまちの計画」を
策定した。
≪市民会議　分科会の開催≫
分野別に分科会を設置し、検討を行った。
　①自治と行政のしくみ（開催23回：延べ参加者291人）
　②人権・教育・文化（開催16回：延べ参加者181人）
　③環境（開催14回：延べ参加者163人）
　④生活・健康・福祉（開催15回：延べ参加者204人）
　⑤防災・防犯（開催12回：延べ参加者158人）
　⑥産業（開催11回：延べ参加者116人）
≪「みんなのまちの計画」文章案についての意見募集≫
公共施設、スーパーマーケットなどに概要版及び意見募
集箱を設置し、意見募集を行った。
　　　期　間：平成19年8月1日～平成19年8月24日
　　　提出数：11件
≪「みんなのまちの計画」策定のためのアンケート≫
計画に定める指標の現状の値を把握するため、市民を対
象としたアンケート調査を行った。
　　　期　間：平成19年10月29日～平成19年11月20日
　　　対象者：市内在住の15歳以上の方から無作為抽出
　　　　　　　4,000名（1,000名×４種類）
　　　調査票：  　「生活・健康・福祉」
　　　　　　　　　「防災・防犯＋交流都市基盤」
　　　　　　　　　「人権・教育・文化＋環境」
　　　　　　　　　「自治と行政のしくみ＋産業」
　　　回収率：40.1％（回収数　1,604通）

総合計画策定事業
経費

５，８５８

8,009 一般財源

8,009

行 政 経 営 課

12,335 決 算 額 の 財 源 内 訳

5 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）10．市史編さん事業推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４１

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）11．男女共同参画推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

304

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４１

１４１
 ２． 伊勢市男女共同参画都市宣言の理念を広く市民に周知す

るとともに、男女共同参画社会の実現をめざした取組を
行った。なお、企画運営については、公募市民１０人で組
織する「男女共同参画れいんぼう伊勢」と協働で行った。
（１）パートナーの日の啓発事業
　①開催日　平成19年7月26日、8月1日
　　場　所　御薗町ショッピングセンター、
            外宮ゆかたまつり会場
　　内　容　啓発用ティッシュの配布
　②開催日　平成19年8月25日
　　場　所　ハートプラザみその　多目的ホール
　　内　容　村尾信尚講演会＆トークライブ
　　入場者数　３００人
（２）市民ワークショップの開催
　開催日　平成19年11月21日、11月28日、12月6日
　場　所　一色町公民館、徳川山公民館、
          二見町光の街コミュニティセンター
　参加者数　延べ６６人
（３）男の料理教室
　開催日　平成19年6月30日、12月2日
　場　所　ハートプラザみその　栄養指導室
　参加者数　延べ３２人
（４）「明日から役立つ生活講座」の開催
　開催日　平成19年10月6日
　場　所　伊勢市役所４-５会議室
　参加者数　２７人
（５）山田亮講演会＆人形劇・工作
　開催日　平成20年3月22日
　場　所　ハートプラザみその　保健会議室・教養娯楽室
　参加者数　５３人

男女共同参画推進
都市事業

１，１００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 592 男女共同参画ついて情報の伝達と女性の諸問題に関して
広く市民に啓発するため、公募市民５人の企画編集による
情報紙を９月と３月の２回、市内各戸に配布した。

情報紙発行事業 ５９２

1,717 一般財源

1,413

市民参画交流課

1,836 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 各専門部会の編集方針や調査計画に基づき、委員等によ
り史料調査、民俗聴き取り調査等を行い、市史編さんに向
けての作業を推進した。

市史編さん事業 ２９，９３４

29,934

総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

40,630 決 算 額 の 財 源 内 訳

29,934 一般財源

6 （款）2 総務費



決算書
       頁

１４１

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）16．基金管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

675 2,907,000 100,612

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １４５

１４５
 ２． 今一色地域振興のために寄附をうけた、寄附金を原資と

して積み立てを行った。
平成２０年度の今一色地区コミュニティセンター新築事
業に財源充当を予定している。

ふるさと創生基金 ５０，０００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 新市「伊勢市」の一体感の醸成に資する事業に要する経
費等に充てることを目的にH19.1に設置した地域振興基金
について、H18に引き続き30億6千万円の積立を行い、33億
6千万円の基金造成を行った。
・合併特例債を財源とした基金造成限度額　33億6千万円
　　　　　　　　　　　積立額　　　　　　起債額
　　平成18年度　 　3億　　　円　　　 2億8500万円
　　平成19年度　　30億6000万円　　　29億 700万円
　　　　計　　　　33億6000万円　　　31億9200万円

地域振興基金 ３，０６０，０００

3,178,729 一般財源

170,442

財 政 課

3,178,861 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ３． 男女共同参画に関する会議や研修会に参加し、最新事例
等の情報交換を図った。男女共同参画推進

一般経費
２５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

7 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）18．財産管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

15,565 1,176

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １４５

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４５

合 併 調 整 室

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 　○施設改修工事
　 (1)早修幼稚園改修工事
　　　市史編さん係の移転に伴い、早修幼稚園の改修を
　　行った。
　（2）二見総合支所改修工事
　　　上下水道部の移転に伴い、二見総合支所３階及び
　　二見総合支所２階の改修工事を行った。
　（3）御園総合支所改修工事
　　　産業部の移転に伴い、御薗総合支所の１階の一部
　　改修を行った。
　 (4)伊勢志摩観光コンベンション機構電話設備移転工事
　　　伊勢志摩観光コンベンション機構の二見生涯学習セ
　　ンターへの移転に伴い電話設備の移設工事を行った。

庁舎等整備経費 ２８，４３６

 １． （１）伊勢市戦災復興記念会館解体工事
施設が老朽化しているため、このまま使用を続けるには
補強工事等を含めた設備工事が必要となる。原状のままで
は有効利用することが困難なため、解体工事を実施した。
（２）電算室改修工事
電子入札システム等が導入されるため、電算システム課
サーバー室を増室すると共に、空調機器の整備、サーバー
用電源の増設工事を実施した。また、サーバー室への入室
については、セキュリティを強化するため、静脈認証装置
の設置工事を実施した。
（３）東庁舎１階身体障がい者用トイレ改修工事
東庁舎１階身体障がい者用トイレを、人工肛門・人工膀
胱を持った身体障がい者及び乳幼児連れの来庁者が利用で
きる多目的トイレに改修工事を実施した。
（４）戦災復興記念会館跡駐車場整備工事
福祉健康センター駐車場が満車状態になることが多いた
め、同センター公用車駐車場として舗装、区画整備を実施
した。
（５）本庁舎侵入警戒監視システム設置工事
執務時間外の警備員による巡視時間外において、庁舎内
の異状を早期発見し、事故の発生を未然に防止するためシ
ステムの設置を実施した。

庁舎等整備経費 ３２，５０８

205,566

管 財 契 約 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

237,258 決 算 額 の 財 源 内 訳

222,307 一般財源

8 （款）2 総務費



    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １４５

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １４５

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）20．市民交流推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

750 55,100

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４７

１４７

１４７

１４９
 ４． 市内に活動拠点を置く地域グループや活動団体が行う、

元気で活気溢れる地域づくりを支援した。
　申請団体数２１団体、交付決定団体数１６団体

活性化活動事業補
助金

１，５７６

 ３． 市と自治会が協働して地域社会の活性化を図るため、自
治会が各地域において主体的に取り組む事業に対して、補
助金を交付した。
　申請・交付決定団体は、１１８自治会

元気なまちづくり
協働事業補助金

６，９４４

 ２． （財）自治総合センタ－からの助成金を財源とし、コ
ミュニティ組織である自治会に補助金を交付した。
　交付決定団体は２７自治会（当初分２７自治会)

コミュニティ助成
事業補助金

５５，１００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． いせ市民活動センターを指定管理者制度の導入により、
特定非営利活動法人いせコンビニネットに管理運営を委託
している。
【指定管理委託料】
第１期　平成16年7月1日～平成17年3月31日
　　　　　　　　 　　　委託契約料　　７，８２８千円
第２期　平成17年4月1日～平成21年3月31日
　　　　　　　　 　　　委託契約料　４８，２０２千円
　　　うち 平成19年度　委託契約料　１１，９９８千円

市民活動促進事業 １６，１１０

138,174 一般財源

82,324

市民参画交流課

138,980 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． （１）御薗総合支所防犯カメラ設置工事
　 庁舎の出入口３箇所にカメラを設置し防犯・盗難防止
　 等の警備体制の強化を図った。
（概要）　天井直付ドーム型カメラ　　３台
　　　　　同上用電源、レコーダー、
　　　　　モニター、ＡＶラック設置　１組

庁舎等整備経費 １，１５５

御薗総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市有地一筆毎の所在、利用状況等を掌握するため、ま
た、財産台帳（土地台帳）の整備を行うための基礎資料を
作成するため、現地調査を行った。
（概要）　市有地調査業務
　　西豊浜町、東豊浜町、磯町、樫原町ほか
　　調査対象筆数　１，３６４筆
　　調査対象面積　４１．０９ｈａ

市有地調査経費 ８，３５６

用 地 課

9 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）21．自治区振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４９

区長謝礼事業 １４９

振興助成金事業 １４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １４９

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）22．国際交流事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,998

    （単位  千円）

決算書
       頁

１４９

１４９
 ２． 伊勢市在住の中学３年生１３人をオーストラリア・ゴー

ルドコースト市へ派遣し、ホームステイや現地学校での語
学研修・交流授業等を体験することで、外国の生活や文化
の違い等を学び、国際的な視野を広めた。

豪州中学生交流事
業

５，９５２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 伊勢市国際交流協会を通じ、国際交流の趣旨普及、情報
提供、講演会・交流会の開催、ボランティア活動の推進に
努めた。また他団体とも協力し、国際交流のまちづくりを
推進した。

国際交流推進事業 ７７８

6,730 一般財源

3,732

市民参画交流課

6,924 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 自治会が地域社会の活性化をめざし自主的に取り組む活
動を支援するため、集会所施設の備品購入、電気使用料に
対して補助を行った。
　・備品購入　　　　　　　　 １件　 ２１０千円
　・電気使用料（1/2補助）　２５件　 ８２４千円

自治区振興事業 １，０３４

小俣総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． 地域における自治活動を支援・推進するため市内171自
治会に助成金を交付した。２６，６８７

 ２． 市内171自治会の活動について、行政委員等その候補者
推薦業務等、依頼事項に対する謝礼を交付した。７，１２０

 １． 市行政における住民との相互連絡等の特定事務を行った。
（1） 市の広報紙等の配付（月１回）
（2） おしらせ版等の配布（月１回）
（3） その他市長が特に必要と認める職務
平成19年3月31日現在の世帯数で報酬額を算定
最多世帯数　一之木地区　　1,332世帯
最少世帯数　明野第六地区　 　 9世帯
　　　　　　平均世帯数　　　301世帯

地区連絡員事業 ９９，４０８

135,678

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

136,167 決 算 額 の 財 源 内 訳

135,678 一般財源

10 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）23．コミュニティセンター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,600 61,116

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １５１

１５１

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）25．防犯活動推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １５１
 １． 「伊勢市防犯活動の推進に関する条例」の目的を達成す

るために、地域安全活動を推進した。
○地域安全講習会の開催
　　各自治会・老人会を対象に地域安全講習会を精力的
　に開催して、防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の啓
　発に努めた。平成１９年度の講習会開催状況は、次の
　とおりである。
　　平成１９年度　１２回　４４３名参加
○全国地域安全運動期間中の啓発活動
・地域安全展の開催
　 　伊勢おおまつり会場内に「地域安全展」のコーナー
　を設けて、幼児から高齢者を対象に防犯・暴力団排除意
　識の高揚に努めた。
　　共　催　伊勢度会地区生活安全協会
　　　　　　伊勢市防犯推進協議会
　　日　時　平成１９年１０月１４日(日)
　　内　容　・ 似顔絵
　　　　　　・ 白バイと記念撮影
　　　　　　・ 「いかのおすし」チラシと子ども用
　　　　　　　グッズのセットの配布
　　　　　　・ 防犯機器等の展示
　　　　　　・ その他啓発用品の配布

防犯啓発事業 ３，５４３

34,127

危 機 管 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

36,400 決 算 額 の 財 源 内 訳

34,127 一般財源

 ２． 四郷地区コミュニティセンター等複合施設建築工事に伴
う地質調査業務委託及び、設計業務委託を行った。四郷地区コミュニ

ティセンター新築
事業

３，８４４

 １． 地域のコミュニティ活動や生涯学習の場として活用で
き、地域から要望の強かった津波に対する避難施設として
の機能を兼ね備えた大湊地区コミュニティセンターの整備
を行った。

大湊地区コミュニ
ティセンター新築
事業

６０，６３８

5,862

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

95,338 決 算 額 の 財 源 内 訳

70,578 一般財源

11 （款）2 総務費



決算書
       頁

2 １５３

（款）２．総務費　（項）１．総務管理費　（目）26．交通対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

31,360 58,715

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５３

１５３

１５３

１５３

１５３

１５３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５．

 ６． 伊勢市の交通現況を抜本的に見直し、交通のあり方や課
題を整理し、生活者の利便性向上や来訪者の交通アクセス
の向上など人々を迎え住民にとってもやさしい交通システ
ムの構築に向けた対応方策の検討を行った。

交通システム構築
事業

４，６２０

市民の身近な交通手段である路線バスを廃止させない
様、運行業者の損失分を市が負担することにより、路線バ
スの運行を維持した。

路線バス運行維持
事業

１２，２６７

 ４． 公共交通サービスの地域格差の是正や、交通弱者への交
通手段の提供など、公共交通サービスの充実を図るため、
公共交通の不便な地域を中心に９つの路線（ルート）でコ
ミュニティバスを運行した。

コミュニティバス
運行事業

９０，２４５

 ３． 交通安全活動推進団体への補助金交付により、各団体の
活動の充実を図り、交通事故のない地域社会の実現に寄与
した。

交通安全活動推進
補助金

１，５００

 ２． 駅周辺の自転車等の整理撤去を行い、美観の確保及び駐
輪場利用者の利便性の確保を図った。放置自転車対策事

業
２，０２３

 １． （１）伊勢市交通安全都市推進協議会により、児童をはじ
　　めとする市民の交通安全意識の高揚を図った。
　①伊勢市児童交通安全図画ポスター展の協力
　②夜光反射材等の啓発物品の購入配布
（２）伊勢・度会地区交通安全対策協議会により、広域的
　　な見地から交通事故のない社会づくりを図った。
　①交通安全教室の開催
　②シルバー・サポート隊活動

交通安全啓発事業 ３，２００

44,266

交 通 政 策 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

153,818 決 算 額 の 財 源 内 訳

134,341 一般財源

 ２． 20,369 夜間の犯罪を防止し、安全な市民生活の確保を図るた
め、自治会が実施する防犯灯の整備に対して補助金及び助
成金を交付した。
  ・防犯灯新設　　　６３地区（１５６箇所）
　・防犯灯修繕　　１２６地区
　・防犯灯電気代　１４７地区

防犯灯設置等補助
金

２０，３６９

12 （款）2 総務費



決算書
       頁

１５３

１５３

（款）２．総務費　（項）２．地域振興費　（目）１．振興開発費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

72,500

    （単位  千円）

決算書
       頁

企業立地推進事業 １５５

１５５

１５５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． 地域の活性化を目的とし、「サン・サポート・スクエア
伊勢」を、より魅力のある企業誘致用地とするため、基盤
整備事業を実施した。

まつり博跡地企業
誘致基盤整備事業

７７，３７３

 ２． 伊勢市工場等誘致奨励条例に基づき、奨励金を交付し
た。
　奨励金実績　８０６，３００円（１件）

工場等誘致奨励事
業

８０６

 １． 産業の振興、雇用の創出を図るべく、企業立地に向け、
誘致活動や、情報収集などを実施した。６９９

6,491

企 業 誘 致 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

177,315 決 算 額 の 財 源 内 訳

78,991 一般財源

 ８． 三重県交通災害共済条例により交通事故による災害を受
けた者を救済するため、三重県からの委任事務として、加
入及び見舞金給付に関する事務を行った。
（１）加入者数　　　　　３７，９４５人
（２）見舞金給付件数　　　　　２０５件
（３）見舞金給付額　　１１，０７０千円

三重県交通災害共
済事業

１５，４３４

 ７． 平成１７年８月に発足した「伊勢地域観光交通対策協議
会」で、伊勢地域周辺における交通渋滞を解消するための
検討会を開催し、観光交通対策を行った。
（１）パーク＆バスライド
　　　サンアリーナ臨時駐車場～外宮・内宮間にシャトル
　　バスを運行させ、正月時期における外宮・内宮周辺の
　　交通渋滞の解消・緩和を図った。
（２）初参り交通対策
　　　外宮・内宮・二見周辺の初参り交通対策として、来
　　訪者交通の円滑な移動を図るため、看板の設置、警備
　　員による車両誘導や臨時駐車場の運営を行った。
（３）ゴールデンウィーク交通対策
　　　ゴールデンウィーク期間中の内宮周辺交通対策とし
　　て、看板の設置、警備員による車両誘導、臨時駐車場
　　の運営を行った。
（４）その他
　　　土日祝日の内宮周辺交通渋滞対策として、宇治浦田
　　交差点に警備員を配置し、車両誘導を行った。
　　　また、３連休等の混雑期には、看板の設置、警備員
　　による車両誘導、臨時駐車場の運営を行った。

伊勢地域観光交通
対策推進事業

５，０００

13 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）２．地域振興費　（目）２．朝熊山麓開発事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

472

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５５

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５５

（款）２．総務費　（項）２．地域振興費　（目）３．辺地対策事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

43,000 11,703

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． この事業は、矢持町における携帯電話の利用を携帯電話
事業者３社と市との共同施工により、携帯電話基地局を設
置し、利用可能とすることにより地域住民の生命・財産を
守り、併せて地域振興を図るものである。

携帯電話基地局設
置事業

８，４７３

55,063 一般財源

360

商 工 労 政 課

134,453 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 朝熊山麓公園施設用地内の清掃、除草、ゴミ箱回収、ト
イレの清掃、芝刈について、地元及びシルバー人材セン
ターへの委託により実施したほか、法令に基づいた浄化槽
の維持管理、公園の環境維持と整備を行った。

朝熊山麓公園施設
維持管理経費

３４，０７８

39,077 一般財源

38,605

維 持 課

施設整備事業 ４，９９９
 １． 朝熊山麓公園の利用者に快適なスポーツ及びレクリエー

ションの場を提供するために、多目的芝生広場の排水施設
の整備を行い、公園設備の充実を進めた。また、冬桜の植
栽計画に基づき植栽整備を行った。
（概要）
　　・多目的芝生広場排水施設布設工事
　　　　排水管（φ１００）１１３ｍ
　　　　集水管（φ２８）　５５３ｍ
　　・花木植栽整備工事（冬桜７５本植栽）
（全体事業）
　　事業費　　　　　６２８，５４０千円
　　事業着手年度　　平成７年度

39,793 決 算 額 の 財 源 内 訳

14 （款）2 総務費



    （単位  千円）

決算書
       頁

１５５

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 矢持町地内に消防団車庫施設を含む消防施設建設事業の
遂行のため用地を取得し、防災資機材庫及び避難所を併設
した防災拠点としての消防団車庫を新築した。
　建築工事　　３０，４５０千円　木造平屋建　151.46㎡
　用地買収　　　１，９３０千円　321.64㎡
　設計変更　　　　　４９９千円

消防施設等整備事
業

３２，９３６

消 防 本 部

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 近年、横輪町・矢持町地域は過疎化が大きな問題となっ
ているが、これらの地域の貴重な自然・歴史・文化が途絶
えてしまうことのないよう｢自然と共生する、平家ゆかり
の郷『一宇郷』を理念とし、都市住民との交流施設の整備
を行い、地域の振興を図った。
事業内容
　【横輪地区】
    ○平成18年度からの繰越分
　　　  環境保全林登山道整備　　Ｌ＝1,806ｍ
　　　　遊歩道整備　　　　　　　Ｌ＝212.4ｍ
　　　　遊歩道階段設置　　　　　1基
　　　　用地買収・補償　　　　　一式
　【矢持地区】
　　〇平成18年度からの繰越分
　　　　山道整備　　　　　　　　Ｌ＝2,713ｍ
　　　　看板設置　　　　　　　　1基

全体事業
　事業費　　186,724千円
　事業概要
　【横輪地区】
　　　　宮山整備　　　　　　　　Ａ＝　1.5ha
        管理施設整備　　　　　  Ａ＝2,267㎡
　　　　おせん淵整備　　　　　　Ｌ＝　212.4ｍ
　　　　横輪環境保全林整備　　　Ｌ＝1,806ｍ
　【矢持地区】
　　　　山道整備　　　　　　　　Ｌ＝5,513ｍ
　　　　サイン整備　　　　　　  一式
事業期間　　平成16年度～平成19年度

横輪・矢持地区活
性化事業

１３，６５４

農 林 課

15 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）３．徴税費　（目）２．賦課徴収費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

723

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １５９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１５９

１５９
 ２． 高額滞納者等の整理困難事案を三重地方税管理回収機構

へ移管し、徴収率の向上を図った。
　　移管件数　６０件　移管総額５１，４６７，３６９円
　　　負担金　１７，３３６，０００円
　　　　内訳：均等割額１００，０００円
　　　　　　　処理件数割額１７０，０００円×６０件
　　　      　徴収実績割額７，０３６，０００円
　　　　    　（前々年度徴収実績の１０％）
口座振替の推進を図るため、金融機関報奨金制度を設
け、金融機関に新規の口座振替に対し、報奨金を支払っ
た。（１５０円／件）
　　実績　１，７５０件　２６２，５００円

徴収管理一般経費 ３４，３８５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 納税者の利便性・サービスの向上、納付機会の拡大を図
るために軽自動車税のコンビニ収納を実施した。
　コンビニ収納　８，５３９件
　納付額　　　　　　４３，７８３，４００円
　　収納代行業者手数料　　５２４，６２６円
　　電話回線使用料　　　　　６２，８１０円

コンビニ収納経費 ５８７

収 税 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 適正・公平な課税のため、また次回評価替えに向けての
準備作業のため、以下の業務を行い、その経費を支出し
た。
○土地鑑定評価業務　　　　３１，７３６千円
平成２１年度評価替えに活用するための、不動産鑑定評
価の実施。
○土地鑑定評価時点修正業務　５，１０３千円
平成１８年評価替え時に決定した鑑定評価額を、１９年
度に引き続き地価下落等に伴う変動を反映させ現状に則し
た価格とするための時点修正。
○固定資産土地評価及び地番図家屋図修正業務
　　　　　　　　　　　　　３１，７８４千円
土地分合筆や、家屋新増築及び滅失等に伴う地番図・家
屋図データの更新と固定資産評価システムへの取り込み。
○家屋評価システム運用保守　　　１８９千円
家屋評価システムの安定稼動維持のためのソフトウェア
保守委託。
○固定資産評価システム保守　　　　８２千円
固定資産評価システムの安定稼動維持のための機器保守
委託。

固定資産評価シス
テム経費

６８，８９４

119,309

課 税 課

決 算 額 の 財 源 内 訳120,736

120,032 一般財源

16 （款）2 総務費



（款）２．総務費　（項）７．監査委員費　（目）１．監査委員費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １６５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 随時監査として工事監査を２件実施した。監査の執行に
あたっては、専門知識を有する外部に委託したことによ
り、監査手法の向上を図った。

工事等技術調査委
託経費

５６

30,677 一般財源

30,677

監査委員事務局

30,718 決 算 額 の 財 源 内 訳

17 （款）2 総務費



（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）１．社会福祉総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

50,896 357,372 23,458

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １６９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １６７

１６７

１６７

4 １６７

5 １６９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １６７
 １． 地域の高齢者や市民に対し、各種の相談業務や健康増進

事業及び教養娯楽等のための便宜を図り、明るく生きがい
のある生活支援の場として貸し出し施設の維持管理を行っ
た。

老人福祉センター
等管理事業

８，１３３

二見総合支所 福祉健康課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５． 婦人相談員を設置し、女性の福祉全般にわたる人権尊重
と生活の安全と自立を支援し、女性の福祉向上を図った。
　（平成１９年度実績）
　　相談件数　実人員７３人　延べ２１７件

婦人相談員設置事
業

２，１８５

 ４． 老朽化により不具合が生じていた中央監視装置の更新工
事を実施し、安全で快適な利用の提供に努めた。
　中央監視装置（空調ＥＴＣ）取替　一式

福祉健康センター
施設維持補修事業

７，２９８

 ３． 地域にふさわしい福祉サービスを推進していくため、伊
勢市社会福祉協議会が実施する事業に対し補助し、相談事
業の充実や社会福祉施設との連携、民生委員・市民ボラン
ティアなど様々な人々が交流して住民が共に支え合う地域
社会づくりを図った。

ふれあいのまちづ
くり事業補助金

４，９７５

 ２． 各地区民生委員・児童委員の研修活動及び地域住民にお
ける要保護者や老人・母子家庭・身体障がい者などの生活
実態を把握するとともに、適切な相談・助言・指導などの
福祉活動を行った。

民生委員協議会補
助金

１１，２７６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ボランティア活動事業を推進するため、伊勢市社会福祉
協議会が実施するボランティアコーディネーターの配置等
福祉ボランティア育成事業に対し支援し、地域住民の福祉
ニーズに応じたボランティア団体活動への支援、育成の拡
充を図った。

福祉ボランティア
育成事業負担金

７，８４４

生 活 支 援 課

 １． 高額療養費の支給を受けるまでの間、支払に必要な資金
を貸付けることにより、当該世帯の生活の安定を図った。
・貸付件数　２３件

高額療養費資金貸
付事業

１，４８８

869,475

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,314,862 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,301,201 一般財源

18 （款）3 民生費



    （単位  千円）

決算書
       頁

１６７

１６７

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １６７

１６７

（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）２．障害者福祉費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

59,098 57,906 1,968

    （単位  千円）

決算書
       頁

１６９
 １． １．障害者地域生活相談支援事業

障がいのある人、その保護者、介護者などからの相談に
応じ、情報提供等や地域で自立して生活が送れるように必
要な援助を行うため、高柳商店街に設置されている障害者
相談支援センターの運営を社会福祉法人へ委託し、訪問、
来所、電話等により相談を受け付け、福祉サービスに関す
る情報提供、ケースマネジメント等を実施した。
　・委託先　　社会福祉法人　三重済美学院
　・委託期間　平成19年4月1日から平成20年3月31日
２．障がい者体育祭開催事業
障がいのある人の社会参加等を図るため、障害者体育祭
実行委員会に事務局として参加し、開催を支援した。
　・日時　　　平成19年9月22日（土）
　・場所　　　県営サンアリーナ
　・参加人数　380人
　（障がい者・家族　267人、ボランティア等　113人）

障害者地域生活支
援事業

１３，６３９

130,915

障 が い 福 祉 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

255,434 決 算 額 の 財 源 内 訳

249,887 一般財源

 ２． ハートプラザみその浄化槽切替工事
公共下水道の接続による不要となる浄化槽を防災施設貯
水槽としての利用をすることを目的とした改修工事を行っ
た。
  排水設備接続工事　　　　L=5.7m  304,500円
　浄化槽切替工事　　　 　 一式　3,701,250円
　浄化槽設備清掃業務委託　一式　1,537,200円

ハートプラザみそ
の等整備事業

６，５８７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 地域の福祉活動、健康増進、文化・教養の高揚など市民
の活動拠点施設として利用された。
　　　　　　　年間利用者延人数　４９，３４１人

ハートプラザみそ
の等管理事業

２３，７８２

御薗総合支所 福祉健康課

 ２． 小俣管内を６地区に分け各々に保健福祉会館を設置し、
地域の老人をはじめとする住民の健康増進・教養の向上及
びレクリエーション等の場とした。

保健福祉会館管理
事業

１２，３０３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 地域の老人をはじめとする住民の教養の向上及びレクリ
エーション等を行うコミュニティの場として設置された施
設で、小俣町商工会、度会教育会館とで合同会館の施設維
持管理にあたった。

老人福祉センター
等管理事業

３，８６９

小俣総合支所 福祉健康課

19 （款）3 民生費



決算書
       頁

１６９

１６９

１６９

１６９

１６９

１６９

１６９

１６９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ９． 障がい児障害福祉サービスの利用について、給付費の支
給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付費の支給を
行った。

障害児介護給付事
業

２４，１１７

 ８． １．小規模授産所運営委託料
在宅で心身に障がいのある人の社会的自立と社会参加の
促進を図るため、小規模作業所の運営を行い、福祉の増進
を図った。
２．小規模授産所入所負担金
市外の小規模作業所へ通所する障がいのある人につい
て、その入所経費を設置する市町へ負担することにより福
祉の増進を図った。
３．障害者小規模作業所運営事業費補助金
民営の小規模作業所に対して、運営事業費を助成するこ
とで運営基盤を安定させ、在宅で精神に障がいのある人の
社会参加促進及び自立更生を図った。

障害者小規模作業
所対策事業

７５，６６０

 ７． 通所訓練施設等通所者の障害者自立支援法に基づく利用
者負担金の一部を助成することで、福祉サービスの利用を
促進し、障害者福祉の推進を図った。

障害者通所等支援
事業

４，４０３

 ６． 自立支援法への移行における激変緩和措置として、事業
所等の費用負担の削減等を図った。
　・通所サービス利用促進事業
　・グループホーム等緊急整備事業
　・視覚障害者等情報支援緊急基盤整備事業

障害者自立支援対
策臨時特例交付金
特別対策事業

３１，３９９

 ５． 在宅で重度の障がいのある人などに対し、その重度障が
いによって生じる負担軽減を図るため、特別障害者手当等
を支給した。

障害者手当等給付
事業

５８，３５０

 ４． １．障害者週間啓発事業
１２月３日～９日にわたる「障害者週間」の意義を広く
市民に啓発し、ノーマライゼーションの理念を普及するた
め、街頭啓発と作品展示を実施した。
２．ふれあい交流事業
陶芸教室を実施することにより、障がいのある方とそう
でない方の交流を深め、相互の理解を深めた。

障害者啓発事業 ４６６

 ３． 1,850 障害者福祉施策の推進を図るため、障害者基本法及び障
害者自立支援法に基づく新たな障害者保健福祉計画を策定
するに先立ち、障がいのある方やその家族の意向及びサー
ビス需要の調査を実施した。

障害者保健福祉計
画策定事業

１，８５０

 ２． １．障害程度区分認定審査会対策事業
障害者自立支援法に基づき、障害福祉サービスの支給決
定に必要な認定調査員による訪問調査等を実施した。
また、障害者自立支援法及び伊勢市障害者介護給付費等
の支給に関する審査会条例に基づき、伊勢市介護給付費等
の支給に関する審査会を通じ、障害程度区分認定等に係る
審査業務を行った。
　（１）調査件数　　　　１０６件
　（２）審査会判定件数　１００件
２．障害者自立更生事業補助金
市内の障害者団体に対し、その活動経費を助成し、会員
の自立更生を図った。
　（１）助成団体　　１１団体
　（２）補助金額　　１，６１１，０００円

障害者福祉運営対
策経費

４０，００３

20 （款）3 民生費



（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）３．身体障害者福祉費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

148,908 75,729 30,247

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７１

１７１

１７１
 ３． １．日常生活用具給付事業

在宅の重度心身障がい者（児）等に対し、特殊ベッド、
入浴補助用具等を給付することなどにより、日常生活の安
定を図った。
  　給付件数　　　　　　　　１，７９５件
  　福祉電話基本料負担　　　　　　　１回線
２．重度心身障害者住宅改造補助金
重度心身障がい者（児）のいる世帯を対象に、当該障が
い者の在宅生活を維持するための住宅改造に補助金を交付
し、住宅環境の整備を図った。
　　補助件数　　　　　　　　　　　２件

身体障害者生活環
境等整備事業

２３，６３８

 ２． １．重度障害者タクシー料金助成
在宅の重度障がい者に対し、タクシー料金を助成するこ
とにより、社会的活動への参加促進と経済的負担の軽減を
図った。
　　乗車回数    ７，４２９回
２．重度身体障害者リフトタクシー助成事業
下肢、体幹機能の障がいがあり車いすを利用する方を対
象に、リフト付タクシーの利用料金を助成し、社会的活動
への参加促進と経済的負担の軽減を図った。
  　 乗車回数 　    １０１回

障害者外出支援事
業

５，７３３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． １．手話通訳設置事業
手話通訳者を窓口に設置することにより、コミュニケー
ションがスムーズになり、聴覚障がいのある人の社会参加
の促進を図った。
　　窓口対応件数（４月～３月）　　２０２件
２．手話通訳者派遣事業
意思疎通を図ることに支障がある人とその他の人の意思
疎通を仲介するために手話通訳者を派遣することにより、
聴覚障がいのある人の社会参加の向上を図った。
　　通訳者派遣件数（４月～３月）　１１８件
３．手話通訳者養成事業
手話通訳のできる人を増加することにより、手話通訳者
派遣事業の充実を図った。
　　手話通訳者養成講座基本課程
　　　　　　　　　（７月～１月）　１０名受講
４．手話奉仕員養成事業
手話のできる人を増やしていくことにより、手話通訳者
の増員及び手話通訳者派遣事業の充実を図った。
　　手話奉仕員養成講座入門課程
　　　　　　　　　（７月～１２月）２３名受講
５．手話通訳者養成講座指導者養成助成事業
手話通訳者養成のための指導者を増やすことにより、手
話通訳者養成事業の充実を図った。
　　実践課程（広島会場）　　聴覚障がい者２名受講
６．要約筆記者派遣事業
要約筆記者を派遣することにより、難聴者・聴覚障がい
者の社会参加の向上を図った。
　　筆記者派遣件数（４月～３月）　　３５件

身体障害者情報保
障事業

５，６７３

362,545 一般財源

107,661

障 が い 福 祉 課

385,761 決 算 額 の 財 源 内 訳

21 （款）3 民生費



決算書
       頁

１７１

１７１

１７１

１７１

１７１

（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）４．知的障害者福祉費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

240,297 124,680 1,673

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． １．知的障害者生活ホーム入所者措置費
就職もしくは、小規模授産所に通所している知的障がい
者に、生活の場を提供し、自立生活の向上を図った。
　　実利用人数　          ３人
　　入居延べ利用月数　  １２月
２．職親措置費
知的障がい者を、事業の経営者のもとで自活に必要な生
活指導及び技能習得訓練等を行い、雇用の促進と職場にお
ける定着性を高めた。
　　委託者数　　　　　　　６人

知的障害者生活環
境等整備事業

３，６８６

106,205

障 が い 福 祉 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

483,674 決 算 額 の 財 源 内 訳

472,855 一般財源

 ８． 6,377 身体障がい者障害福祉サービスの利用について、訓練等
給付費の支給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付
費の支給を行った。

身体障害者訓練等
給付事業

６，３７７

 ７． 身体障がい者障害福祉サービスの利用について、介護給
付費の支給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付費
の支給を行った。

身体障害者介護給
付事業

２０１，７７７

 ６． 身体障がい者の障がいを軽減したり取り除くなど、身体
障がい者の更生に必要な医療費の軽減を図った。
　　診療延べ件数　　　　　　３６９件

身体障害者医療給
付事業

２３，８２７

 ５． 失われた身体機能を補うための補装具の交付及び修理を
行い、日常生活や社会生活の向上を図った。
　　交付及び修理延べ件数　２７０件
　　（内訳　交付１８８件　修理８２件）

補装具費支給事業 １９，７３３

 ４． １．身体障害者デイサービス事業
在宅生活を送る身体障がい者が社会適応訓練や創作活動
等を行うデイサービス事業の運営を社会福祉協議会へ委託
した。
（１）重度身体障害者デイサービス運営費（くじら）
　　実利用人数　　　  ２０人
　　利用回数　　２，５００回　給食　２，３９４回
　　入浴　　　 　　 ３２７回
（２）身体障害者福祉センターデイサービス運営費
　　（パソコン教室等）
　　実利用人数　６４人　　利用回数　１，１４１回
２．身体障害者福祉センター運営委託事業
身体障害者福祉センターを利用する障がいのある人の利
便性の向上や、社会参加を促進するため、身体障害者福祉
センターの運営を委託した。

身体障害者福祉運
営対策経費

７５，７８７

22 （款）3 民生費



決算書
       頁

2 １７３

１７３

（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）５．精神障害者福祉費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

6,777 3,738

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １７３

１７３

（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）６．医療支給費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

228,297

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７３

１７３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 身体障害者手帳の１級から４級または療育手帳Ａ１から
Ｂ１の市民で、受給資格のある方に対して医療費を助成し
た。
１ 医療費等の助成 　　　　　　　２１３，４１７千円
（１）延人数                      １７，２３１人
（２）延件数                      ４３，２９１件
２ 証明書料の助成 　　　　　　　　　７，９９０千円
　　　　　　　　　　　　（うち郵送料　　４７９）
（１）延件数　　　　　　　　　　　３７,５５２件

 ２． 老人保健法による医療を受けている、身体障害者手帳の
１級から４級または療育手帳Ａ１からＢ１の市民で、受給
資格のある方に対して医療費を助成した。
１ 医療費等の助成　　　　　　　 １６６，１６５千円
（１）延人数　　　　　　　　　  　２１，６５５人
（２）延件数　　　　　　　　　  　５８，１８３件

６５歳以上心身障
害者医療費支給事
業

１６６，１６５

心身障害者医療費
支給事業

２２１，４０７

393,735

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

633,549 決 算 額 の 財 源 内 訳

622,032 一般財源

 ２． 小規模作業所等に通所する精神に障がいのある人に対し
て通所旅費を助成することにより、社会参加の促進と生活
意欲の向上を図った。

精神障害者訓練等
給付事業

２，４９５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 精神障がい者障害福祉サービスの利用について、介護給
付費の支給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付費
の支給を行った。

精神障害者介護給
付事業

１３，８３２

16,358 一般財源

5,843

障 が い 福 祉 課

19,942 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ３． 知的障がい者障害福祉サービスの利用について、訓練等
給付費の支給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付
費の支給を行った。

知的障害者訓練等
給付事業

４，８７５

 ２． 知的障がい者障害福祉サービスの利用について、介護給
付費の支給を希望・申請した人に対し、支給決定し給付費
の支給を行った。

知的障害者介護給
付事業

４６４，２９２

23 （款）3 民生費



決算書
       頁

3 １７３

１７３

１７３

（款）３．民生費　（項）１．社会福祉費　（目）８．心身障害児通園施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

372 10,436

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７５

１７５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． おおぞら児童園の施設を維持管理し、通園児の安全かつ
快適な施設利用を図った。おおぞら児童園管

理事業
２，５４９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 障がいをもつ児童に通園による機能回復訓練・言語訓
練・音楽療養・療育指導等を行い、その育成を図った。
　発達療育　　　　延べ　１，０８１人
　言語訓練　　　　延べ　　　１７８人
　感覚運動遊び　　延べ　１，０８９人
　相談　　　　　　延べ　　　　９４人

おおぞら児童園運
営事業

１０，６６０

36,153 一般財源

25,345

こ ど も 課

36,449 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ５． かつて２０歳未満の者を扶養していた、配偶者と死別
し、現在婚姻状態にない６０歳以上７０歳未満の女性で、
受給資格のある方に対して医療費の一部を助成した。
１ 医療費等の助成　　　　　　　　　　　　 １８千円
（１）延人数　　　　　　　　　　　　　　　　４人
（２）延件数　　　　　　　　　　　　　　　　４件
２ 証明書料の助成 　　　　　　　　　　　　　１千円
（１）延件数　　　　　　　　　　　　　　　　４件

寡婦医療費支給事
業

１９

 ４． 母（父）子家庭の親及び子、または父母のいない子で、
受給資格のある方に対して医療費を助成した。
１ 医療費等の助成 　　　　　　　　６７，０６６千円
（１）延人数　　　　　　　　　　　１４，３８８人
（２）延件数　　　　　　　　　　　２７，０６７件
２ 証明書料の助成 　　　　　　　　　５，１８３千円
（１）延件数　　　　　　　　　　　２５，９１５件

一人親家庭等医療
費支給事業

７２，２４９

 ３． 義務教育就学前までの乳幼児で、受給資格のある方に対
して医療費（４歳以上は入院の医療費のみ。）を助成し
た。
１ 医療費等の助成 　　　　　　　１１２，２６６千円
（１）延人数　　　　　　　　　　　２８，２２１人
（２）延件数　　　　　　　　　　　５７，１２２件
２ 証明書料の助成 　　　　　　　　１０，９８９千円
（１）延件数　　　　　　　　　　　５４，９４７件

乳幼児医療費支給
事業

１２３，２５５

24 （款）3 民生費



（款）３．民生費　（項）２．老人福祉費　（目）１．老人福祉推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

13,572 6,823 94,895

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １７７

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １７５

１７５

１７５

4 １７７

１７７

6 １７７
 ６． 伊勢市老人クラブ連合会及び各地区老人クラブの社会奉

仕活動や健康増進等に対して、補助金を交付し、生きがい
の場としてのクラブ活動を充実させた。また、伊勢市老人
クラブ連合会が行う健康づくり事業に対し助成を行った。
　　単位老人クラブ助成金　　　　　　８，６０６千円
    単位老人クラブ重点配分予算分　　　　１６７千円
　　伊勢市老人クラブ連合会助成金　　３，３８９千円
　　健康づくり事業　　　　　　　　　　　４８０千円

老人クラブ補助金 １２，６４２

 ５． ７５歳以上の高齢者を対象に、市内全線有効の寿バス乗
車券（１００円×４０枚の回数券）を交付し、定期バス乗
車運賃の助成を行い、高齢者の外出を容易にして孤立感の
解消に努めるとともに、移動に伴う経済的な負担の軽減を
図った。
　　交付者数　　９，１５６人

老人乗合バス運賃
助成事業

１８，１６７

 ４． ６５歳以上の虚弱なひとり暮らし高齢者等に対し緊急通
報装置の貸与を行うことにより、緊急事態発生時に迅速か
つ適切に対処できる体制を整備し、ひとり暮らし高齢者等
の日常生活の安全確保を図った。

緊急通報体制等整
備事業

１４，８１０

 ３． ６５歳以上のねたきり及び下肢の不自由な高齢者で、一
般の交通機関を利用することが困難な者に対し、移送用車
両（リフト付タクシー等）の利用を支援し、高齢者の福祉
の増進を図った。

外出支援サービス
事業

４，６３５

 ２． 在宅の高齢者や要介護高齢者の介護者に対し在宅介護に
関する総合的な相談に応じるとともに、当該高齢者及びそ
の介護者のニーズに対応した保健福祉サービスが総合的に
受けられるよう、関係機関との連絡調整を行った。

在宅介護支援事業 ６，３０２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 在宅の高齢者で、介護保険で「自立」と認定された高齢
者、又は自立とみなされる虚弱な高齢者を対象に、デイ
サービスセンター等への通所により、教養講座・日常動作
訓練・趣味創作活動等のサービスを提供することにより、
社会的孤立感の解消・心身機能の維持を図るとともに、要
介護状態への進行の予防を図った。

生きがい活動支援
通所事業

１０，１２５

長 寿 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 介護保険事業計画の配置構想を実現するために行う高齢
者福祉施設と地域との共生事業に対して補助を行った。
　　　補助件数　１件

老人福祉施設等建
設補助金

３，０００

介 護 保 険 課

2,582,995

2,733,665 決 算 額 の 財 源 内 訳

2,698,285 一般財源

25 （款）3 民生費



決算書
       頁

１７７

8 １７７

9 １７９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １７７

（款）３．民生費　（項）３．児童福祉費　（目）１．児童福祉総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

22,951 27,663 14,182

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １７９

2 １７９

3 １７９

１７９
 ４． 病気回復期にある児童を集団保育が困難である間、専用

スペースで預かることにより保護者の子育てと就業の両立
支援を行った。
　　延べ利用人数　　２６７人

乳幼児健康支援一
時預り事業

９，２５７

 ３． 出産、病気等の緊急一時的な理由があるとき、児童養護
施設で児童を保護し、経済的理由等で一時的に保護が必要
となった母子を母子生活支援施設で保護するため、３施設
にと委託契約を締結し、事業を実施した。
　　延べ利用日数　　　２２日

子育て支援短期利
用事業

１５２

 ２． 福祉事務所内に家庭児童相談室を設置し、家庭相談員
（常勤嘱託）を配置して、家庭における児童養育に関する
種々の問題についての相談・指導を行った。
　　平成19年度相談受理件数：174件

家庭相談員設置事
業

２，０８２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 過疎地域の利便を図り、児童送迎に対する地域格差を解
消するため、社会福祉法人一宇郷福祉会みどり保育園の送
迎バス運行経費の一部を負担した。

児童送迎バス負担
金

２，０００

310,283 一般財源

245,487

こ ど も 課

316,721 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 地域住民で組織する各保健福祉会館運営委員会（６館）
において計画する事業の実施、及び保健福祉会館を会場
に、高齢者を対象とした健康体操教室を開催した。

保健福祉会館運営
事業

３，３２４

小俣総合支所 福祉健康課

 ９． 在宅の高齢者等の健康の保持及び福祉の増進を図るた
め、宅老施設の整備を行った大湊町振興会に対して、その
整備に係る経費について補助金を交付した。

宅老施設整備補助
金

２，０００

 ８． 　おおむね６５歳以上の高齢者で、居宅において養護を受
けることが困難な者を、養護老人ホームへ入所措置した。
　　延べ措置人員　　養護老人ホーム　　１，５７２人

老人ホーム入所措
置事業

２２３，０９６

 ７． 市内に在住する７７歳、８８歳、９９歳の高齢者に対
し、敬老と長寿を祝福し、感謝の意を表するため敬老金を
贈呈した。
　　７７歳　　 ５,０００円　１,４１０人
　　８８歳　 １０,０００円　　 ４１５人
　　９９歳　 １０,０００円　     ３３人

敬老金支給事業 １１，６９５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

26 （款）3 民生費



決算書
       頁

5 １７９

１７９

１７９

１７９

１７９

１７９

１７９

12 １７９

１７９

14 １７９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 14． 日曜・祝日等に保育を行う民間保育所に対して、その事
業経費を補助した。
　　民間保育所　　１箇所

休日保育事業補助
金

８１９

 13． 障がいをもつ児童を受け入れている保育所で、基準を超
えて保育士配置に必要な経費及び運営の健全化を図るため
の経費を補助した。
　　民間保育所　　７箇所
　　対象児童　（中度）４人
　　　　　　　（重度）６人

障害児保育事業補
助金

１０，０６４

 12． 保育所を基点とした地域住民の主体的な子育て支援の促
進を図るための事業を実施する民間保育所に対し活動にか
かる経費を補助した。
　　民間保育所　　１４箇所

地域活動事業補助
金

３，４３３

 11． 37,858 通常の保育時間を超えて長時間保育（９時間以上）を実
施している保育所に対して、職員の加配及び処遇改善を図
るために要する経費を補助した。
　　民間保育所　　１３箇所
　　　うち国交付金対象（１１時間以上）４箇所

延長保育促進事業
補助金

３７，８５８

 10． ０・１歳児にゆとりのある保育を実施することにより、
児童の心身の発育発達を一層促すため、延長保育、休日保
育、一時保育等特別保育事業を実施し、０・１歳児が定員
の１割以上入所している保育所で、基準を超えて配置する
保育士に必要な経費を補助した。
　　民間保育所　　５箇所
　　対象児童　　　延べ１，２０２人

低年齢児保育推進
事業補助金

５，６７３

 ９． 公立保育所職員と民間保育所職員の給与の格差等を是正
するため、民間保育所に対し補助した。
　　民間保育所　　１４箇所

一般保育事業補助
金

４６，６７３

 ８． 放課後児童クラブの開設に伴い、その活動に要する遊
具、図書及びロッカー等を整備するための経費を助成する
ことにより、放課後児童クラブの円滑な運営と児童の健全
育成の向上を図った。
　　対象箇所数　　１箇所

放課後児童クラブ
設備整備補助金

３００

 ７． 25,407 昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年児童等に対
し、放課後の遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を
図った。
　　毎月初日の平均利用児童数　２４０人

放課後児童対策事
業

２５，４０７

 ６． 　伊勢市次世代育成支援対策推進協議会の開催を行った。
　　第１回開催　平成19年11月22日
　　第２回開催　平成20年２月25日

次世代育成支援対
策事業

１２０

 ５． 児童福祉の向上と、保護者の仕事と家庭の両立支援を目
的として、会員相互の信頼と了解の上で、一時的に児童を
預かる会員組織である「いせファミリー・サポート・セン
ター」の運営の充実を図った。
　年度末会員数　４２６人　　活動件数　２，６２９件

ファミリーサポー
トセンター事業

７，５１２

27 （款）3 民生費



決算書
       頁

１７９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７９

（款）３．民生費　（項）３．児童福祉費　（目）２．児童措置費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

681,100 385,166 255,920

    （単位  千円）

決算書
       頁

１７９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 916,885 12歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童を監護
し、かつ定められた所得以下である者に児童手当を支給
し、児童の健全育成を図った。
  ・被用者児童手当　　　　　　    ２２９，８１５千円
　・非被用者児童手当　　　　        ６６，１６０千円
　・特例給付児童手当　　　　　　　　  ３，６４５千円
　・被用者小学校修了前特例給付 　 ４６１，２７５千円
　・非被用者小学校修了前特例給付  １５５，９９０千円

児童手当支給事業 ９１６，８８５

1,848,964 一般財源

526,778

こ ど も 課

1,862,834 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年児童等に対
し、放課後の遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を
図った。
　　　　　毎月初日の平均登録児童数　　８０人

放課後児童対策事
業

１０，１７３

御薗総合支所 福祉健康課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年児童等に対
し、放課後の遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を
図った。
　　２館　毎月初日の平均登録児童数　１１８人

放課後児童対策事
業

１４，３１４

小俣総合支所 福祉健康課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年児童等に対
し、放課後の遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を
図った。
　　　　　毎月初日の平均登録児童数　　９３人

放課後児童対策事
業

１１，６９８

二見総合支所 福祉健康課

 15． 児童虐待の未然防止及び早期発見・早期対応をめざし、
「伊勢市児童虐待防止ネットワーク会議」を設置して関係
機関の連携強化を図った。また、市民への意識啓発活動を
行った。
　　個別ケース検討会議　６５回（対象児童数３９人）

児童虐待防止事業 １９

28 （款）3 民生費



決算書
       頁

2 １８１

１８１

（款）３．民生費　（項）３．児童福祉費　（目）３．父母子福祉費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

169,343

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １８１

１８１

１８１

１８１
 ４． 父親と生計を同じくしていない児童を養育している母子

家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図
るために、受給者に対し児童扶養手当を支給した。
  　受給者数　１，０５２人　全額支給停止者　１５８人
　　　　　　　　　　　　　　（平成20年３月31日現在）

児童扶養手当支給
事業

５０９，５３３

 ３． 雇用保険制度の教育訓練講座を受講した母子家庭の母に
対し、講座終了後に、受講料の一部を助成した。
　　助成件数　３件

自立支援教育訓練
給付金事業

１３８

 ２． 母子家庭及び寡婦の生活の安定と向上を図るため、団体
が実施する母子家庭の生活支援及び自立支援等の事業の費
用を補助を行った。
　　補助団体数　１件

母子福祉事業補助
金

２２８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 母子自立支援員を設置し、母子家庭等及び寡婦の相談に
応じ、その自立に必要な情報提供及び指導を行うとともに
母子寡婦福祉資金貸付に係る業務を行った。
　相談件数　２８０件　　貸付利用件数　１１件

母子自立支援員事
業

２，０９８

512,297 一般財源

342,954

こ ど も 課

514,566 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ３． 　民間保育所運営費を支弁した。
（国庫負担金基準による）
　　民間保育所　１４箇所
　　延べ児童数　１４，７３１人

民間保育所児童保
育事業

９２２，６６４

決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． ○母子生活支援施設入所経費
１８歳未満の児童を持つ母子世帯であって、その児童の
福祉にかける母子を入所措置し、社会の共同生活に適応で
きるよう生活指導及び自立への支援を行った。
　　利用世帯及び入所期間
　　３世帯　平成19年４月～平成20年３月
○助産施設入所経費
保健上助けが必要であるにもかかわらず、経済的理由に
より入院助産を受けることができない妊産婦を入所措置
し、保健の向上を図った。
　　利用件数　１件

児童入所施設措置
事業

９，４１５

事 業 名

29 （款）3 民生費



（款）３．民生費　（項）３．児童福祉費　（目）４．児童福祉施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,058 21,716 322,978

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８１

１８１

１８１

4 １８１

１８１

１８１

１８１

延長保育促進事業 １８１

１８１

１８１
 10． 日曜日、祝日等の保護者の就労等により、家庭で子ども

の保育が困難な場合に、保護者の子育てと仕事の両立を支
援するため、休日保育を行った。
　　市立保育所　１箇所

休日保育事業 ３，０２７

 ９． 対象児童が６人以上または定員の２０％以上入所する保
育所で、保育士を加配し、指導計画の作成や家庭訪問を実
施するなどにより家庭に対する指導を行った。
　　市立保育所　２箇所

家庭支援推進保育
事業

８，９８４

 ８． 　１１時間を超えて長時間の保育を実施した。
　　市立保育所　２箇所９，５６２

 ７． 　産休等職員の代替職員を配置した。
　　代替職員　６人産休等代替職員経

費
２，７３４

 ６． 障がいをもつ児童の入所する保育所に保育士を加配し
た。
　　市立保育所　１２箇所
　　対象児童　　（中度）　１８人
　　　　　　　　（重度）　２０人

障害児保育事業 ６４，６１５

 ５． 子育て家庭の交流の場の提供、子育てに関する講座の開
催、育児不安についての相談指導、子育てサークル支援な
どを行った。
　　子育て支援センターきらら館、明倫保育所

地域子育て支援セ
ンター事業

２９，５８２

 ４． 公立保育所全施設において、地域住民が主体的に子育て
に関われるようにし、多世代の交流を促進した。
　市立保育所　　１３箇所

保育所地域活動事
業

２，３５０

 ３． 延長保育、休日保育、一時保育等特別保育事業を実施
し、定員もしくは入所児童数のいずれか多い方の１割以上
０・１歳児が入所している保育所において０・１歳児に対
して国の基準を超えて保育士を配置した。
　　市立保育所　　２箇所・対象児童　延べ１，２０２人

低年齢児保育推進
事業

４，１９１

 ２． 公立保育所の入所児童の健全な育成と円滑な保育所運営
を図った。
　　市立保育所　　１４箇所・延べ　１７，９４２人

入所児童処遇経費 １３８，５８９

 １． 　正規職員の不足を臨時職員等で補った。
　　・嘱託保育士　８６人　・嘱託看護師　１１人
　　・臨時調理員　　８人　・臨時業務員　２０人
　　・パート保育士　５人

臨時保育士等経費 ２４２，０５１

1,169,899

こ ど も 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,539,568 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,516,651 一般財源

30 （款）3 民生費



決算書
       頁

１８１

１８１

１８１

１８３

１８３

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８１

2 １８１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 保護者の傷病・入院、災害・事故、育児疲れの解消等の
ために、保育所に入所していない児童の一時的な保育を
行った。
　　小俣子育て支援センター

一時保育促進事業 ２，２８０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 子育て家庭の交流の場の提供、子育てに関する講座の開
催、育児不安についての相談指導、子育てサークル支援な
どを行った。
　　小俣子育て支援センター

地域子育て支援セ
ンター事業

９，１９６

小俣総合支所 福祉健康課

 15． 保護者が安心して児童を預けられるよう、施設整備を行
い、安全かつ快適な環境の整備を図った。
　　浜郷保育所遊具設置工事
　　大世古保育所照明設備改修工事
　　明倫保育所空調設備改修工事
　　高城保育園空調設備改修工事
　　さくらぎ保育所ほか調理室床改修工事

市立保育所施設整
備事業

１０，８６９

 14． 保護者が安心して児童を預けられるよう、施設を運営管
理し、安全かつ快適な環境の整備を図った。
　　市立保育所　１４箇所

市立保育所管理運
営経費

５４，３４１

 13． 市立保育所職員の資質向上を図るため、各種研修を受講
した。
　　三重県保育総合研修会
　　東海北陸研究大会
　　中部地区幼児教育研修会
　　北信越・東海地区保育所主任保育士研修会

研修等参加経費 １１５

 12． 保護者が安心して児童を預けられるよう、施設を維持補
修し、安全かつ快適な環境の整備を図った。
　　市立保育所　１４箇所

市立保育所施設維
持補修経費

７，６６４

 11． 保護者の傷病・入院、災害・事故、育児疲れの解消等の
ために、保育所に入所していない児童の一時的な保育を
行った。
　　市立保育所　１箇所

一時保育促進事業 ４，２６２

31 （款）3 民生費



（款）３．民生費　（項）３．児童福祉費　（目）５．児童館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

11,290

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８３

１８３

１８３

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８３

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 児童の健全育成や交流の場として、児童館教室の開催、
遊び場の提供を行った。
   年間利用延人数　６,１５７人

児童館管理運営事
業

２，４１３

御薗総合支所 福祉健康課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 地域の子どもたちに健全で楽しい遊びを提供し、さまざ
まな活動を通じて異なる年齢の子どもたちの間での仲間意
識を育て交流の輪を広げるための居場所をつくった。
　　２館　年間利用延人数　　　６，７８２人

児童館管理運営事
業

１４，５０８

小俣総合支所 福祉健康課

 ３． 民設民営の児童館（明照児童館）に来館する児童に、遊
びや運動等を指導する等して、児童の健全育成を図るた
め、児童館運営が円滑に行われるよう助成した。
　　対象施設数　　　　１館
　　年間利用延人数　　１８，１２７人

民間児童館運営事
業補助金

１０，２６１

 ２． 市営の児童センターを利用する児童に遊びや運動等の指
導を行い、児童の健全育成を推進した。
　　対象施設数　　　　２館（あさま・黒瀬）
　　年間利用延人数　　９，４９０人

地域児童館管理運
営事業

１８，９５０

 １． 公設民営の児童館（中央児童センター）を利用する児童
に、適切な遊び、助言指導等を与え、児童の健全育成を図
る。
　　対象施設数　　　　１館
　　年間利用延人数　　２２，９６４人

児童館管理運営事
業

７，５０４

42,346

こ ど も 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

54,041 決 算 額 の 財 源 内 訳

53,636 一般財源

32 （款）3 民生費



（款）３．民生費　（項）５．人権政策費　（目）１．人権施策管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

27,151

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 伊勢市人権施策推進協議会の事業として、人権尊重の理
念に関する市民相互の理解を深めるため、市内小中学校の
児童生徒を対象とした人権尊重啓発ポスター募集事業や人
権セミナーの開催など、市民の人権意識の高揚に努めた。

人権施策推進事業 １，０５８

81,135 一般財源

53,984

人 権 政 策 課

83,043 決 算 額 の 財 源 内 訳

33 （款）3 民生費



（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）１．保健衛生総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

46,313 50,156 13,400 10,733

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １８９

１８９

3 １８９

１８９

防疫事業一般経費 １８９

１８９

１８９

１８９

9 １８９
 ９． 地域レベルでの地球温暖化対策としてのCo2排出抑制や

エネルギーの安定供給を図るため、新エネルギー導入促進
のためのビジョンを策定した。

地域新エネルギー
ビジョン策定推進
事業

６，１０３

 ８． 三重県合併処理浄化槽普及促進協議会において、国・県
に対する陳情、請願、合併処理浄化槽の普及啓発や情報交
換などを行った。

合併処理浄化槽普
及推進一般経費

２２０

 ７． 公共用水域の汚濁防止、生活環境の保全及び公衆衛生の
向上を図るため、小型合併処理浄化槽設置者に対し補助
し、合併処理浄化槽の普及を図った。
　公共下水道認可区域外　３８４基　１４５，４９０千円
　公共下水道認可区域内　　５４基　　　６，７２８千円

合併処理浄化槽設
置整備事業補助金

１５２，２１８

 ６． 伊勢市環境基本計画の進捗状況等について審議するとと
もに、新たな課題や社会情勢等の動向を考慮の上で、環境
保全について提言いただいた。

環境審議会経費 １４２

 ５． 煙霧消毒機を希望自治会へ貸出す等により、市民の生活
衛生を守った。３，１０３

 ４． 狂犬病予防法に基づき、獣医師会と協力して、畜犬登録
受付と狂犬病予防注射を行った。
　畜犬登録件数　　　　　　　　　７３９頭
　狂犬病予防注射受付件数　　５，８２２頭

狂犬病予防事業 ６１３

 ３． 各家庭における生活排水対策の啓発活動の推進により、
市民の生活排水対策意識の高揚と公共用水域の水質保全を
図った。

生活排水対策啓発
事業

８００

 ２． １市２町で構成する伊勢広域環境組合クリーンセンター
でし尿等の適正処理を行った。
共通経費　２，３８５千円(平等割10％加入事務数割90％)
運営経費　１９１，２２５千円（実績割100％）
建設経費　２２，４１７千円（平等割10％人口割90％）
公債費　　２，０５０千円（元利補給金）

伊勢広域環境組合
負担金（し尿）

２１８，０７７

 １． １市３町で構成する伊勢広域環境組合斎場で火葬業務を
行った。
　共通経費　４７５千円（平等割10％加入事務数割90％）
　運営経費　３８，１０２千円（実績割100％）

伊勢広域環境組合
負担金（斎場）

３８，５７７

509,696

環 境 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

641,408 決 算 額 の 財 源 内 訳

630,298 一般財源

34 （款）4 衛生費



決算書
       頁

１８９

１８９

１８９

１８９

１８９

１９１

16 １９１

    （単位  千円）

決算書
       頁

１８９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

施 策 の 成 果

 １． 地域住民の福祉の充実及び向上を目的に、平成17年４月
１日から営業を開始した。また、平成19年4月1日からは民
間のノウハウを生かすために指定管理者制度を導入し管理
運営を行い、毎月４回程度のかわり湯を実施し、利用拡大
に努め、市民の憩いの場として多くの方に利用していただ
いた。
　平成１９年度利用者数　　５５，０９３人

離宮の湯管理運営
事業

８，６９３

小俣総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

 16． 市内４箇所に設置している小型風力発電の保守点検を実
施した。小型風力発電管理

経費
３０５

 15． 環境問題に対する意識啓発のため、また、環境に関する
市民の理解と協力を得るため、各種イベントを開催した。
　６月２３日　映画「不都合な真実」上映会
　　　　　　　開催場所　伊勢市生涯学習センター
１０月２１日　環境リサイクルフェア
　　　　　　　開催場所　朝熊町県営サンアリーナ
　　　　　　　主催　伊勢市ごみ問題市民会議
　　　　　　　　　　伊勢市生活排水対策活動推進協議会
　　　　　　　　　　伊勢市（環境課・資源循環課）

環境リサイクル
フェア等開催事業

１，００７

 14． 犬猫の適正飼育を図るため、市の要綱に基づき不妊手術
費の一部助成を行った。
　平成１９年度補助件数　　犬２１５匹　猫３２５匹

犬猫不妊手術費等
補助金

１，７７６

 13． 市民の公衆衛生の確保を図るため、市内公衆浴場１０件
に対する支援策として、母の日・父の日・敬老の日におけ
る集客用の物品を提供した。

衛生一般経費 ３３４

 12． 伊勢市放置自動車の発生の防止及び適正処理に関する条
例に基づき、市道、公園等の放置自動車を適正に処分し
た。
　平成１９年度処分台数　５台

放置自動車対策経
費

７０

 11． 上水道施設のない高麗広地区での良質で安全な飲料水確
保のため、自家用井戸や浄水施設等設置者に対し補助金を
交付した。
　平成１９年度補助件数　３件

高麗広地区飲料水
浄化施設等設置補
助金

７１９

 10． 新エネルギーの導入促進および普及啓発のため、家庭用
新エネルギーシステム設備設置者に対し補助金を交付し
た。
　平成１９年度実績　　太陽光発電設備　　　　　 ５件
　太陽光発電設備＋CO2冷媒ヒートポンプ給湯器　１７件

家庭用新エネル
ギー普及推進事業

３，３２４

35 （款）4 衛生費



（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）２．保健センター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

319 319 27,359

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９１

１９１

１９１

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９１

（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）３．予防費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,698

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 全ての定期予防接種を県内の登録医療機関で実施し、対
象者に接種を行った。また、未接種者に対し勧奨通知を送
付し、接種率の向上を図った。

予防接種事業 １５７，９２４

157,924 一般財源

154,226

健 康 課

158,085 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 住民の健康づくり、地域福祉の拠点として、平成１７年
４月に開館した小俣保健センターの管理、運営に係る経費
を計上し執行した。

小俣保健センター
管理事業

９，８３８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

小俣総合支所 福祉健康課

 ３． 生涯を健康で暮らせるような「健康文化都市」をめざ
し、健康づくり指針に基づき生活習慣病予防を中心に健康
づくり活動を推進した。また、健康文化週間及び健康の日
の制定、健康づくりアドバイザー養成講座、重点事業への
取組みとしてウォーキング大会等を実施した。

健康文化都市推進
事業

１，４２８

 ２． 病院群輪番制は、一次救急医療体制に併せ、市内の２病
院（市立伊勢総合病院、山田赤十字病院）が、輪番制によ
り、休日及び夜間における重症救急患者の受け入れに対応
する二次救急体制を確保するためのものであり、この補助
金はその運営費を補助するものである。
平成１９年度は１８，８３９人の受け入れがあり、市民
の安心・安全確保に大きく貢献した。

病院群輪番制病院
運営費補助金

３１，１１６

 １． 休日・夜間応急診療所への医師派遣調整及び救急医療知
識の普及啓発並びに情報提供業務を伊勢地区医師会に委託
し、休日及び毎夜間における一次救急医療体制の確保を図
るとともに、救急医療体制を確保するため、市民に救急業
務に関する正しい理解と知識を深めてもらうよう周知に努
めた。
また、突然の心停止時に早期に対応できるよう、救命措
置に必要なＡＥＤ（自動体外式除細動器）を市の主要１８
施設に設置するとともに、市民が参加するイベントなど、
一時的に必要なときに活用できるよう貸出用も配備した。

一次救急医療事業 ４，３３４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

672,197 一般財源

644,200

健 康 課

676,307 決 算 額 の 財 源 内 訳

36 （款）4 衛生費



（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）４．成人保健推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

88,535 79,568 2,007

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９３

１９３

１９３

4 １９３

１９３

（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）５．母子保健推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

502 367 367

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９３

１９３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． １歳６か月児健康診査等により、言語発達等に観察が必
要な親子に対し、育児支援・助言を行い、健全育成を図る
とともに、子育てに悩みを持つ保護者のネットワークづく
りに努めた。９２８人の参加があった。

発達支援教室事業 １，８９１

 １． 妊婦及びその配偶者に対し、妊娠・分娩・子育てに関す
る知識の普及、夫の育児参加、親同士の仲間づくりを目的
に開催した。夫婦参加の沐浴実習、妊婦模擬体験、絵本の
読み聞かせ体験などを実施し、健全な母性育成と子育て支
援を図った。２７３人の参加があった。

子育て支援教室事
業

４９５

53,952 一般財源

52,716

健 康 課

56,618 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ５． 保健師等が家庭訪問を行い、本人及びその家族
７４５人に対し、生活習慣病の予防や介護予防、保健サー
ビスと医療・福祉等のサービスの調整を図った。

訪問指導事業 １，００２

 ４． ４０歳以上の市民を対象に、血圧測定、検尿をはじめ、
個別の健康相談、栄養相談、たばこ相談を行い、疾病の早
期発見及び健康の増進に努めた。
　延べ２０５回、１,３５８人の相談を行った。

成人健康相談事業 １，０７３

 ３． ４０歳～５０歳及び５５歳、６０歳、６５歳、７０歳の
市民を対象に、市内及び度会郡内の実施歯科医院で歯周疾
患の検診を実施した。
２，０８５人が受診し、歯周疾患の早期発見、早期治療
に寄与し、８０２０運動を推進した。

歯周疾患検診事業 ５，６７０

 ２． 市内の医療機関、保健センター及び地域において、胃・
子宮・大腸・乳・前立腺及び肺がん検診を実施した。日本
人の死因第１位であるがん（悪性新生物）を早期発見し、
早期治療につながるよう努めた。

がん検診事業 ２０２，０７４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ４０歳以上の市民を対象に市内実施医療機関において、
基本健康診査・骨粗しょう症検査・肝炎ウイルス検診の
他、伊勢市独自で実施している腹部エコー検査を実施し、
心臓病、脳卒中などの生活習慣病と高齢者の心身機能の低
下を早期発見し、市民の健康増進に努めた。

基本健康診査事業 ３００，２２９

512,886 一般財源

342,776

健 康 課

520,592 決 算 額 の 財 源 内 訳

37 （款）4 衛生費



決算書
       頁

１９３

１９３

１９３

１９３

7 １９３

（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）６．墓地費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,401

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９５

１９５

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

施 策 の 成 果

 １． 市が管理する小俣若山墓地・納骨堂の維持管理を行い、
墓地環境の保全と管理及び使用者の利便を図った。市営墓地管理一般

経費
１，１７５

小俣総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

 ２． 共同墓地内の環境衛生の改善を図るため、自治会等が行
う共同墓地整備事業に対し、費用の一部を補助した。
　平成１９年度補助実績　１２箇所

共同墓地整備事業
補助金

１０，９１８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市が管理する大世古墓地及び大湊墓地について、管理及
び清掃等の墓地環境の整備を図った。市営墓地管理一般

経費
２，５１６

14,609 一般財源

11,208

環 境 課

14,722 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ７． 医師が必要と認めた不妊治療を受けた夫婦に対し、不妊
治療費に要する費用の一部助成（費用の２分の１で年間
１０万円を限度とし通算５回まで）を行った。
一般不妊治療４９件、特定不妊治療３２件に助成を行っ
た。

不妊治療費助成事
業

５，３９８

 ６． 妊娠中に２回（前期、後期）及び乳児期に２回（４ヶ
月、１０ヶ月）計４回、県下の医療機関に委託して、健康
診査を実施した。妊婦は延べ２，１７５人、乳児は延べ
２，０２７人受診した。このことにより、妊婦・乳児の異
常の早期発見と健康の保持増進を図った。

妊婦・乳児健康診
査事業

２８，３８８

 ５． 新生児をはじめ乳幼児、妊産婦のいる家庭を訪問し、相
談に応じることにより、それぞれが持っている不安、悩み
の解消、異常の早期発見に努めた。新生児８６６人、乳幼
児３５１人、妊産婦９１１人の訪問を実施した。

新生児等訪問指導
事業

８８６

 ４． 乳幼児を持つ保護者を対象に、育児上の悩みや離乳食な
どについて適切なアドバイスを行い、自信を持って育児が
できるように援助を行った。保健センターや地域で開催
し、延べ３，７３８人の参加があった。

子育て相談事業 ５９５

 ３． １歳６か月児健康診査から３歳児健康診査までの２年間
に、むし歯が急速に増加するため、むし歯予防の教室を開
催した。
・むし歯バイバイ教室２４回　８６２人
　（中央保健センター１２回，小俣保健センター１２回）
・３歳児フッ化物塗布２４回　６６６人
　（中央保健センター１２回，小俣保健センター１２回）

幼児歯科保健事業 ３，５２７

38 （款）4 衛生費



（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）７．診療所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

68,050

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９５

１９５

（款）４．衛生費　（項）１．保健衛生費　（目）８．公害対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

調査事業 １９５

（款）４．衛生費　（項）２．清掃費　（目）１．清掃総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

32,367

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ４市町で構成する伊勢広域環境組合にて、ごみの適正処
理を行った。
　○構成市町村（４市町）
　　　伊勢市、明和町、玉城町、度会町
  ○負担金内訳
    　共通経費　　　　 　　５，８０９千円
      運営経費　　　　 ４６５，６８９千円
    　建設経費　　　　 ２８１，７９６千円
    　公債費　　　　　 ２８８，０２１千円
　　　清掃事業所分担金　　 　　５０６千円

伊勢広域環境組合
負担金（ごみ）

１，０４１，８２１

1,123,741 一般財源

1,091,374

資 源 循 環 課

1,124,866 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 公害防止、環境保全を図るため、水質・騒音・振動・悪
臭等の調査を行い、結果を広報等で周知した。４，２３１

4,231

環 境 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

4,272 決 算 額 の 財 源 内 訳

4,231 一般財源

 ２． 休日・夜間応急診療所を開設し、休日における診療の不
安を軽減し、市民の健康管理を図った。歯科診療所運営事

業
６，２３８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 休日・夜間応急診療所（内科・小児科）を開設し、夜間
や休日における診療の不安を軽減し、市民の健康管理を
図った。

医科診療所運営事
業

６５，６６５

71,903 一般財源

3,853

健 康 課

81,681 決 算 額 の 財 源 内 訳

39 （款）4 衛生費



決算書
       頁

１９７

１９７

１９７

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９７

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 小俣町地域において「まちをきれいにする一斉運動」
を、午前８時から１時間程度、各自治区を中心にポイ捨て
されたゴミを一掃するため、また、地球環境美化の一環と
して落ちているゴミを拾うことによって、ゴミを捨てな
い・汚さない心を確認しあう日として実施をした。
　第１回　日　　時　平成１９年９月２日（日）
　　　　　　　　　　（大雨洪水警報発令により中止）
　第２回　日　　時　平成２０年３月２日（日）
　　　　　実施場所　小俣町内一円
　　　　　対　　象　伊勢市小俣町内に住む市民
　　　　　参 加 者　２，３８３名

きれいなまちづく
り推進事業

１７

小俣総合支所 生活環境課

施 策 の 成 果

 １． 不法投棄物のパトロール、撤去業務、マップの作成等の
業務を(社)伊勢市シルバー人材センターへ委託し、不法投
棄の監視及び回収を行った。

不法投棄防止対策
推進事業

５８７

二見総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

 ４． 不法投棄パトロ－ル、警告看板等による不法投棄防止及
び不法投棄された廃棄物の撤去、適正処理を行った。ま
た、不法投棄に対して広域的に取り組むため、６市町で構
成する伊勢地域不法投棄防止対策連絡会へ参加した。
（連絡会概要）
　○名称　伊勢地域不法投棄防止対策連絡会
　　　　　構成市町
　　　　　６市町（会員）　   伊勢市､玉城町､南伊勢町
     　　　　　　　　　　    度会町､大紀町､明和町

不法投棄防止対策
推進事業

１，５６２

 ３． ごみの散乱防止及び良好な生活環境の確保、並びに美化
意識の高揚を図ることを目的にごみ集積所の補助事業を
行った。
　○交付申請自治会数　　　　３１自治会
  ○補助金交付基数　　　　　９２基
　○補助金交付額　　１１，４２６千円
　○補助率　　　利用世帯数に応じて補助金限度額の設定

廃棄物集積所設置
補助金

１１，４２６

 ２． 伊勢市ごみ問題市民会議に、ごみ問題及びごみ減量・資
源化対策活動の業務委託を行い、啓発活動を推進した。
（概要）
　○名称　伊勢市ごみ問題市民会議
　○構成　委員３０名
　　　　　参与６名
　　　　  顧問１名
　○設立　平成１８年５月１６日
　○内容　本部事業
　　　　　　・伊勢市環境リサイクルフェアの開催
　　　　　減量、資源化事業
　　　　　　・ごみ分別、減量の指導、啓発の実施
　　　　　環境美化事業
　　　　　　・早朝清掃等の実施

きれいなまちづく
り推進事業

７００

40 （款）4 衛生費



    （単位  千円）

決算書
       頁

１９７

（款）４．衛生費　（項）２．清掃費　（目）２．資源循環推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,384 55,679

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量及び資源化を推進するため、可燃ごみ等の指
定ごみ袋制を実施した。
　○目的
　　１．可燃ごみへの資源物の混入の防止、ごみの減量と
　　　　分別・資源化の推進
　　２．危険物の混入によるごみ収集時やごみ処理施設で
　　　　の事故防止
　　３．日常生活からのごみと事業活動から生じるごみと
　　　　の区別化
　○対象ごみ
　　  可燃ごみ
       ペットボトル（御薗町のみ）
　○指定袋種類　４種類
　　【可燃ごみ】
　　　　３種類（大袋４５㍑、中袋３０㍑、小袋１５㍑）
　　【ペットボトル】
　　　　１種類（大袋４５㍑）
　○材質等
　　【材質】高密度ポリエチレン製、充填剤入
　　　　　　　（消石灰系複合物５％以上）
　　【色】　　乳白色半透明
　○販売方法　「伊勢市指定ごみ袋販売店」にて販売
　　　（平成２０年３月３１日現在、
　　　　　　　　　　　販売店登録数約３５０店舗)
　○販売価格　 希望小売価格制度にて販売
　　　　　　　 市の提示する希望小売価格
　　【可燃ごみ】
　　　大袋７０円、中袋５０円、小袋３５円（税別）
　　【ペットボトル】
　　　大袋（御薗町のみ配布）無料

指定袋制度運営事
業

５５，６７９

97,161 一般財源

40,098

資 源 循 環 課

99,274 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ポイ捨ての禁止やごみの減量化及び資源化に対する住民
の意識と地域の連帯感を高め、実践活動を促進するため、
各自治会を中心に一斉清掃を実施した。
　日　　時　　　平成１９年５月２７日（日）
　実施場所　　　御薗町内一円
　対　　象　　　伊勢市御薗町内に住む市民
　参 加 者　　　約７００名

きれいなまちづく
り推進事業

８８

御薗総合支所 生活環境課

41 （款）4 衛生費



決算書
       頁

１９７

１９７

１９７

１９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５． 資源物の分別回収の充実に伴い、家庭から生じた資源物
の保管困難な状況を解消し、ごみの減量・資源化を更に推
進するために、明倫、神社及び厚生資源回収ステーション
を建設した。また、地元自治会による地域集団回収モデル
事業として管理運営及び一部資源物の自主売払いなど、管
理運営形態の新しい取り組みを進めるため上区（西豊浜
町）と辻久留台団地へ地域資源回収ステーションを設置し
た。
　○設置場所
　　・明倫資源回収ステ－ション
　　　（尾上町２１９）
　　・神社資源回収ステ－ション
　　　（神社港４２０－６）
　　・厚生資源回収ステ－ション
　　　（八日市場町１７－３０）
　　・上区地域資源回収ステーション
　　　（西豊浜町４４－２）
　　・辻久留台地域資源回収ステーション
　　　（辻久留町５４２－９）

資源回収ステー
ション推進事業

１１，７２８

 ４． 生ごみの自家処理を促進し、ごみの減量化を図ることを
目的に、ごみ減量化容器を購入し、設置した者に対し補助
金を交付した｡
  ○交付申請件数　　　 　 １７１件
  ○補助金交付基数　　　　１７３基
  ○交付金額　　 　 　４，３８５千円
  ○補助率　　　　　購入額の１／２、３０千円を限度

ごみ減量化容器設
置補助金

４，３８５

 ３． 自治会、ＰＴＡ等再生資源の回収事業を行う団体に対し
て回収量に応じ奨励金を交付し、ごみの減量・資源化を
図った。
　○再生資源回収事業奨励金
　　・登録団体数　　　　　１５３団体
　　・交付団体数          １２６団体
　　・交付金額　　　１６，６３８千円
　　・回収量　　　　　２，７６７ｔ
　　　（内訳）紙類２，６７５ｔ、布類３４ｔ、
　　　　　　　缶類５８ｔ、びん１２，８２７本
　　　　　※１ｋｇ当たり６円の奨励金
　　　　　　 びんについては、１本当たり３円の奨励金

再生資源回収推進
事業

１６，６３８

 ２． ごみの減量及び資源化を図るため、資源化推進事業とし
て津村団地自治会に生ごみ処理機を貸与し、地域住民によ
る生ごみ資源化の実証実験を行っている。
　○生ごみ資源化実験事業
　　・生ごみ投入量　　３,６６８ｋｇ
　　・取出し堆肥量　　　 ６５３ｋｇ
　　・堆肥化率         １７．８１％
　　・減量化率　　　　 ８２．１９％

ごみ減量・資源化
推進事業

３２４

42 （款）4 衛生費



（款）４．衛生費　（項）２．清掃費　（目）３．じん芥処理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

700 14,607

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９９

１９９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 １９９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ
の他の色）､紙類（新聞・雑誌類・段ボ－ル・紙パック・
紙製容器包装）、布類、ペットボトル、プラスチック製容
器包装、ガラス類、陶磁器類、アルミ缶、廃食用油、乾電
池及び蛍光管の分別回収を行った。
　○ステ－ション設置状況
　・資源回収ステ－ション　　　３４箇所

再資源分別回収事
業

１，０３５

二見総合支所 生活環境課

 ２． ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ
の他の色）､紙類（新聞・雑誌類・段ボ－ル・紙パッ
ク）、綿製品、ペットボトル、プラスチック製容器包装、
ガラス類、陶磁器類、乾電池及び蛍光管の分別回収を行っ
た。
　○ステ－ション設置状況
　・資源回収ステ－ション　　　    約９５０箇所
　・ガラス類･陶磁器類回収場所　   約４００箇所
　・資源拠点回収ステ－ション　　　　　１２箇所
　（内訳）伊勢中央、宇治、船江、城田、中島、佐八、
　　　　　北浜、宮本、沼木、大湊、東豊浜、いせトピア
また、資源びんの収集について、下水道の整備等に伴う
一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置法により定
めた合理化事業計画（旧伊勢地区）に基づき、市内の２業
者に平成１９年７月から収集運搬業務の委託を実施した。

再資源分別回収事
業

４７，５５８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 清掃事業所は昭和５０年に建設後、３０年以上が経過し
ており、内装、空調、照明等が著しく老朽化している。安
全衛生上支障があるため年次的に改修・修繕等を行ってい
る。平成１９年度については、車庫の改修及びガス湯沸器
の取替修繕を行った。
　○改修箇所
　・車庫　７箇所（車庫棟　柱）
　・ガス湯沸器　１箇所（２階事務所）

清掃事業所改修事
業

７３２

清 掃 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、市民か
ら搬入されたガレキ類（ブロック、レンガ、瓦、コンク
リート）を適正に処理を行い、環境保全の推進を行ってい
る。廃止部分の跡地利用にあたり地質構成ならびに廃棄物
の状況を把握するとともに地下水調査用の観測井を設置し
た。
 ○年間搬入量　　５７４，８００ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

９，８７９

911,805 一般財源

896,498

資 源 循 環 課

916,508 決 算 額 の 財 源 内 訳

43 （款）4 衛生費



決算書
       頁

2 １９９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９９

１９９

3 １９９

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９９

2 １９９
 ２． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ

類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て後
に覆土を行い、環境保全の推進と適正な処理を行った。
　○年間搬入量　　３７，４４０ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

３５５

施 策 の 成 果

ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ
の他の色）、紙類（新聞・雑誌類・段ボール・紙パッ
ク）、布類、ペットボトル、プラスチック製容器包装､ガ
ラス類、陶磁器類、乾電池及び蛍光管の分別回収を行っ
た。
○ステ－ション設置状況
・資源物回収ステ－ション　　　１３箇所
・資源ビン、ガラス類、陶磁器類集積所
　　　　　　　　　　　　　　　２８箇所

再資源分別回収事
業

７，０１３

御薗総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

 １． 7,013

 ３． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ
類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て後
に覆土を行い、環境保全の推進と適正な処理及びを廃棄物
投棄場浸出水処理施設の維持管理を行い、投棄場の環境保
全を行った。
また、旧廃棄物投棄場内の投棄物の分別処理を行い将来
にわたり清潔で快適な生活環境づくりと、この用地を有効
利用をしていくため、廃棄物を掘り起こし資源のリサイク
ル化を促進するため、トロンメルによるゴミ分別処理等を
行った。
【平成１９年度実績】
　　○年間搬入量　　３１２，２４０ｋｇ
　　○トロンメルによるゴミ分別処理
　　　　　処理量　　５３１．３８６ｍ3

廃棄物投棄場管理
一般事業

１０，７０７

 ２． 使用不能に近い車輌から、毎年計画的に買い替えを行い
収集業務の効率を上げ市民サービスの向上を図った。じん芥収集車購入

事業
１，１６１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ
の他の色）、紙類（新聞・雑誌類・段ボール・紙パッ
ク）、布類、ペットボトル、プラスチック製容器包装､ガ
ラス類、陶磁器類、アルミ・スチール缶、乾電池及び蛍光
管の分別回収を行った。
　○ステーション設置状況
　　・資源物拠点集積所　　　６０箇所

再資源分別回収事
業

１４，２１４

小俣総合支所 生活環境課

 ２． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ
類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て施
設の環境保全の推進と適正な処理を行った。
　○年間搬入量　　　　２，２５０ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

３８０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

44 （款）4 衛生費



（款）５．労働費　（項）１．労働諸費　（目）１．労働諸費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

13,121 2,680 73,258

    （単位  千円）

決算書
       頁

１９９

2 ２０１

２０１

２０１

２０１

２０１

２０１

２０１
 ８． やすらぎ公園プールを管理運営し、勤労者の福祉の増進

と体力の向上に寄与した。やすらぎ公園プー
ル管理運営事業

９，６０９

 ７． 伊勢市労働福祉会館を管理運営し、労働者の福利増進及
び市民の文化向上に寄与した。労働福祉会館管理

運営事業
８，３６０

 ６． 勤労者を対象とした趣味づくり、健康づくり講座を開催
することで、心身の健康保持、体力増強及び教養文化の向
上に寄与するとともに、趣味づくり教室作品発表会を開催
し、サンライフ伊勢の趣味づくり教室の活動を広く市民に
周知・啓発した。
　また、平成１８年９月より指定管理者制度に移行した。

サンライフ管理運
営事業

６，５５４

 ５． シルバー人材センターの会員が、高齢者・障害者及びそ
の家族に対し、「伊勢市軽度生活援助事業」等の高齢者生
活援助サービスを提供するにあたり、事業内容を検討する
専門職員が必要となるため、これに係る人件費及び研修
費・連絡調整などの経費補助を行った。

高齢者生活援助
サービス事業費補
助金

２，５００

 ４． 高齢化社会が急速に進むなかで、多様化する高年齢者の
就業ニーズに対応するため、臨時的、短期的な就業及び生
き甲斐対策の一環として設立した（社）伊勢市シルバー人
材センターの管理運営に対して補助を行った。

高年齢者労働能力
活用事業費補助金

１９，７３０

 ３． （社）伊勢志摩労働者福祉協議会等と共催して、'０７
勤労者ゆとりフェスティバルを１０月２１日に県営サンア
リーナを会場に開催した。
当日は、市内の事業所の勤労者とその家族を中心に
約２５，０００人が参加し、ゆとりと豊かさの実感できる
場、さらには家族ふれあいの場を提供した。

勤労者ふれあい事
業

１，５００

 ２． （社）伊勢・鳥羽・度会中小企業勤労者福祉サービスセ
ンターに対し、管理運営費の補助を行った。
この団体は、中小規模の事業所単独では実施が困難な福
利厚生事業を提供することを目的として、平成１１年４月
に事業を開始した。主な事業は、慶弔給付などを行う生活
安定事業、健康診断の斡旋・補助を行う健康維持増進事
業、旅行やスポーツ大会の開催・提携施設の割引利用あっ
せん・各種チケットあっせんを行う余暇活動事業、教養文
化講座の開催及び参加補助を行う自己啓発事業である。

中小企業勤労者福
祉サービスセン
ター補助金

２９，０８４

 １． カウンセリング事業を開催し、若年求職者に対する各種
情報提供や相談業務を行い、早期就職の支援に努めた。若年求職者等支援

事業
４９８

52,253

商 工 労 政 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

143,953 決 算 額 の 財 源 内 訳

141,312 一般財源

45 （款）5 労働費



決算書
       頁

２０１

２０１
 10． 市内に居住する勤労者とその扶養親族の教育資金につい

て、東海労働金庫の貸付を利用した場合、その利子の軽減
を実施することで、勤労者の負担を緩和し、教育の充実を
図った。利子軽減の財源は、市から東海労働金庫に預けた
預金を原資とし、その運用益を充てている。

勤労者教育資金貸
付金

１０，０００

 ９． 市内に居住又は県内事業所に勤務する勤労者が市内に自
己が居住する住宅を新築・増改築及び購入する時に、東海
労働金庫の住宅貸付を利用した場合、その利子の軽減を実
施することで、勤労者の負担を緩和し、持家の促進を図っ
た。利子軽減の財源は、市から東海労働金庫に預けた預金
を原資とし、その運用益を充てている。

勤労者持家促進資
金貸付金

５３，０００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

46 （款）5 労働費



（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）２．農業総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

615

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２０３

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）３．農業振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,734 26

    （単位  千円）

決算書
       頁

２０３

２０３

２０３

２０３

２０３

２０３
 ６． 農業の担い手不足が深刻になる中で、より多くの意欲あ

る人材の発掘が必要であるため、セミナー及び農業技術習
得講座を開催し、定年退職者等で野菜作りに興味がある方
が、野菜栽培への理解を深める一助とした。

農業やってみませ
んか事業

３０８

 ５． 担い手の不足が深刻化し、就農の促進や農業後継者の育
成が重要となってきているため、農業高校生徒が講師をす
る農業体験を開催することにより、就農について考える機
会を提供し、若者の就農促進の一助とした。

親子農業体験事業 ２２８

 ４． 自治会、ボランティア等により遊休農地へ農作物、景観
作物等の種を蒔き、地域農業の振興や美しい景観をつくる
ことを奨め、地域農業の活性化や農村環境（景観）の保全
につなげ、遊休農地の活用を図った。

遊休農地活用事業 ６８３

 ３． 地域農業の担い手として活躍が期待できる認定農業者を
支援するため、県と共に、その経営規模拡大等のため借り
入れた資金の利子補給を行った。

農業近代化資金等
利子補給補助金

９４１

 ２． 優れた農業経営体を目指して、農業経営の改善を計画的
に進めようとする農業者が作成した農業経営改善計画を認
定し、この改善計画の推進を支援した。
　認定農業者件数　　100件（平成20年3月末現在）

農業経営基盤強化
促進事業

２５４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 次代の担い手育成確保に資するため、小学生を対象とし
た田植え・稲刈り等を体験する農業体験学習会を開催し
た。
　東大淀小学校ほか４校　参加人数　延べ785人

若い農業者育成確
保推進事業

５００

20,648 一般財源

18,888

農 林 課

23,708 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 農業災害補償法の規定に基づく農業共済事業を効率的･
安定的に運営するため、伊勢地域農業共済事務組合の運営
経費の一部を構成７市町で財政負担した。

伊勢地域農業共済
事務組合負担金

３４，１５０

219,274

農 林 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

219,918 決 算 額 の 財 源 内 訳

219,889 一般財源
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決算書
       頁

２０３

２０３

２０３

10 ２０３

２０３

２０３

２０３

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）４．農業用施設管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

245 45,156

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２０５

２０５
 ２． 農業の持続的発展、多面的機能の健全な発揮を図るた

め、農家･非農家で構成された組織による農地･農業用水等
を保全向上させる共同活動に対し、国･県と共に支援を
行った。

農地・水・環境保
全向上対策事業

９，８３２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 指定管理者により伊勢市二見地域農産物等活用型総合交
流促進施設の管理運営を行った。
・指定管理者    二見しょうぶロマンの森維持管理組合
・開館日数      313日
・来客人数 　　 246,292人

二見しょうぶロマ
ンの森維持管理経
費

５１，４０４

73,461 一般財源

28,060

農 林 課

74,260 決 算 額 の 財 源 内 訳

 13． 新鮮で安全な農作物を消費者に提供し、消費者との交流
による中心市街地の活性化及び地域農業の振興へ繋げるた
め、中心市街地に産直市施設を設立し、農業団体等による
地元農産物の販売を支援した。

産直市支援事業 １，１９７

 12． 生産者が行う先進的･又は地域の特色ある農産物づくり
を支援し、地域農業の活性化を図った。
　･支援先　(有)お伊勢さん
　･支援額　250,000円

特色ある農産物づ
くり支援事業

２５０

 11． 米を中心とした日本型食生活の普及・定着を推進するた
め、地元食材使用の料理講習会を開催した。また、学校給
食記念日に地元農産物を提供し、地産地消を啓発した。

地産地消推進事業 ９２８

 10． 生産者、消費者、農産物の流通・加工・販売関係者、行
政の代表によって組織する「伊勢市の食と農を考える会」
において、資源循環型農業･地産地消の店認定制度等につ
いて検討した。

伊勢市の食と農を
考える会経費

２３９

 ９． 農業振興地域整備計画の適正な運用を図るため、農業諸
情勢の変化、地域の土地利用の動向を踏まえ、地域の活性
化に向けた適切で有効な土地利用との調整を図り、農用地
の見直しを行った。

農業振興地域整備
促進経費

１５２

 ８． 米穀の需給と価格の安定を図るため、地域水田農業ビ
ジョンの実現に向け、生産調整実施状況の確認等を伊勢市
水田農業推進協議会へ委託し、事業を推進した。

生産調整推進対策
事業

７，５７７

 ７． 休耕田を利用して、県道玉川小俣線から県営大仏山公園
までの市道湯田２２号線の両側に景観形成作物を栽培し、
農地の維持促進に努めるとともに景観の向上に寄与した。
　・栽培面積　約１ｈa

農地維持促進経費 ２，１７７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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決算書
       頁

3 ２０５

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）５．畜産業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２０５

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）６．農地費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,307 145,100

    （単位  千円）

決算書
       頁

２０５

2 ２０５

3 ２０５
 ３． 県営ため池等整備事業負担金

　実施場所　一色町大切戸地区
　事業内容　施設土工（旧体取壊）一式、仮設工一式
　事業期間　平成14年度～平成20年度
　事 業 費  88,200千円（工事費84,000 事務費4,200）
  負担区分　工事費　国55%　県37%　市8%
　　　　　　事務費　国50%　県25%　市25%
　　　　　　 →伊勢市負担額　7,350,000円

県営ため池整備事
業負担金

７，３５０

 ２． 国営で造成した土地改良施設（頭首工、揚水機、用水路
等）に対する国の助成制度で、多面的機能の発揮及び高度
化に対応した適切な管理体制整備のため、宮川用水受益市
町１市４町が負担することにより管理強化を図った。

管理体制整備強化
支援事業補助金

３，０８６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 52,950 土地改良区等の実施する事業に対して市の基準による補
助金を交付し、農業農村の基盤整備や農業経営の安定を
図った。
   交付団体数・・・10団体

土地改良事業補助
金

５２，９５０

232,885 一般財源

85,478

農 林 課

234,199 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 食肉の安全を確保するため、三重県松阪食肉公社施設の
維持管理対策に要する経費を、主要株主により支援を行っ
た。

松阪食肉公社施設
維持管理対策補助
金

３，４１２

3,580 一般財源

3,580

農 林 課

3,581 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ３． 横輪地区活性化事業で整備した伊勢市都市農山村交流促
進施設について、指定管理者制度による施設の管理運営を
行い、地域住民と都市住民が集い触れ合う交流の場として
地域の活性化を図った。

伊勢市都市農山村
交流促進施設維持
管理経費

１，９２６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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決算書
       頁

２０７

２０７

２０７
 ６． 県営ふるさと農道整備事業負担金

○二見町松下地区
　事業内容  道路工Ｌ＝370ｍ、用地買収・補償一式
  事業期間  平成10年度～平成24年度
  事 業 費  282,800千円(工事費280,000 事務費2,800)
  負担区分   工事費　県 65% 市町村 35%
　　　　　　 事務費　県 50% 市町村 50%
　　　　　　　→伊勢市負担額　99,400,000円
○御薗地区
　事業内容  用地測量・設計一式、用地買収・補償一式
　　　　　　歩道工Ｌ＝184ｍ
  事業期間  平成5年度～平成21年度
  事 業 費  40,400千円(工事費40,000 事務費400)
  負担区分   工事費　県 65% 市町村 35%
　　　　　　 事務費　県 50% 市町村 50%
　　　　　　　→伊勢市負担額　14,200,000円

県営ふるさと農道
整備事業負担金

１１３，６００

県営経営体育成基盤整備事業負担金
 実施場所　 有田地区
 事業内容   幹線用水路Ｌ＝1,098.1ｍ
　　　　　　支線用水路Ｌ＝3,405.2ｍ
　　　　　　農道Ｌ＝1,131ｍ
 事業期間   平成17年度～平成22年度
 事 業 費  325,500千円(工事費310,000 事務費15,500)
 負担区分 ・幹線
　　　　　　工事費 国50% 県27.5% 市町12.5% 地元10%
　　　　　　　→受益面積割　伊勢市1.688%
　　　　　　事務費 国50% 県25% 市町15% 地元10%
　　　　　　　→受益面積割　伊勢市2.025%
　　　　　・支線(宮川左岸第一土地改良区）
　　　　　　工事費 国50% 県27.5% 市町4.5% 地元18%
　　　　　　　→受益面積割　伊勢市0.054%
　　　　　　事務費 国50% 県25% 市町5% 地元18%
　　　　　　　→受益面積割　伊勢市0.06％
　　　　　・支線(小俣町土地改良区)
　　　　　　工事費 国50% 県27.5% 市4.5% 地元18%
　　　　　　事務費 国50% 県25%　 市5%   地元20%
 　　　　　　→伊勢市負担額　3,556,953円

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５．
経営体育成基盤整
備事業負担金

３，５５７

 ４． 県営かんがい排水事業負担金
○宮川２工区
　事業内容  用水路Ｌ＝657.5ｍ 、電柱補償一式
  事業期間  平成17年度～平成21年度
  事 業 費  257,250千円(工事費245,000 事務費12,250)
  負担区分  国 50% 県 25% 市町村 15%　宮川用水10%
　　　　　　　　→受益面積割　伊勢市11.7％
　　　　　　　　→伊勢市負担額　4,514,679円
○宮川４工区
　事業内容  用水路Ｌ＝743.5ｍ
  事業期間  平成18年度～平成24年度
  事 業 費  103,950千円(工事費99,000 事務費4,950)
  負担区分  国 50% 県 25% 市 15% 宮川用水10%
　　　　　　　　→伊勢市負担額　15,592,000円
○宮川４工区その２
  事業内容  用水路Ｌ＝160.5ｍ、測量設計一式
  事業期間  平成19年度～平成25年度
  事 業 費  74,550千円(工事費71,000 事務費3,550)
  負担区分  国50% 県25% 市15%　宮川用水10%
　　　　　　　　→受益面積割　伊勢市99.938%
　　　　　　　　→伊勢市負担額　11,175,067円

県営かんがい排水
事業負担金

３１，２８２
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決算書
       頁

２０７

２０７

２０７

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）７．湛水防除事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

97 47,624

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２０７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 64,156 排水機場の定期的なポンプ、エンジンのオーバーホー
ル、除塵機等設備の整備補修等を実施することにより、施
設の機能保持と耐用年数の確保を図り、流域への湛水によ
る被害の未然防止を図ることを目的とし、土地改良施設維
持管理適正化事業に加入することで、事業費の９０％
（国：３０％、県：３０％、市：３０％）の交付金を受け
るものである。
また交付金９０％のうち、市負担の３０％と、２.５％
の事務費を５年間で均等に三重県土地改良事業団体連合会
へ拠出している。
（概要）
【維持課】　　　　　　　２６，９０９，７８０円
　　施行施設　村松町　　　村松排水機場
　　　　　　　村松町　　　亀池排水機場
　　　　　　　有滝町　　　社護神排水機場
【産業建設課（二見）】　２７，０７６，４２５円
　　施行施設　二見町荘 　 荘排水機場
【産業建設課（小俣）】　１０，１７０，０００円
　　施行施設　小俣町元町　汁谷川排水機場
負担区分　国 ３０％   県 ３０％   市 ４０％
                 　  　　（うち３０％は拠出金）

排水機等補修事業 ６４，１５６

98,009 一般財源

50,288

維 持 課

101,017 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ９． 土地の農業上の利用と他の利用との調整に留意しつつ、
地域住民等をはじめとする多様な主体の参加の下、地域の
将来像及び農村振興施策の基本方針等を内容とする個性あ
る地域づくりを実現するための農村振興基本計画を作成し
た。

むらづくり交付金
事業

１，５１７

 ８． 国・県の補助事業として採択基準に合致しない老朽化に
よる水路の損傷及び生活排水の流入により排水能力が低く
なった排水路の整備を行うことにより、排水機能回復と環
境整備を図った。
  柏町地内　農業用排水路（その１）工事ほか１件

農業用排水路整備
事業

８，０９１

 ７． 道路幅員等において国・県の補助事業として採択基準に
合致しない農道整備について、舗装工事を施行し、農道の
機能を保持するとともに、交通安全の確保に努めた。
  村松町地内ほか　農道舗装（その１）工事ほか２件

農道整備事業 ６，５１７
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（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費　（目）８．土地改良受託整備事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

8,298

    （単位  千円）

決算書
       頁

２０７

（款）６．農林水産業費　（項）１．農業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

16,250 10,681

    （単位  千円）

決算書
       頁

２０７
 １． 農家数及び農地の減少、生産意欲の減退等の諸問題に対

応するため、農業生産基盤整備、農村環境基盤整備、農村
交流基盤整備等を行い、優良農地の適正な管理、営農環境
の保全及び生活環境の改善に努め、地域の活性化を図っ
た。
事業内容　〇平成18年度からの繰越分
　　　　　　・農業集落道整備　　   Ｌ＝468.1ｍ
　　　　　　・集落水辺環境施設　　  1箇所
負担区分　国50%　県15%　市35%
全体事業　事業費　　1,796,000千円
　　　　　　事業概要
　　　　　　・農業用排水施設整備　 Ｌ＝4,771.3ｍ
　　　　　　・農道整備　　　　　　 Ｌ＝2,693.2ｍ
　　　　　　・農業集落道整備　　   Ｌ＝7,549.2ｍ
　　　　　　・農業集落排水施設整備 Ｌ＝6,809.4ｍ
　　　　　　・集落防災安全施設整備 12箇所
　　　　　　・集落水辺環境施設　　  3箇所
　　　　　　・集落緑化整備　　　　  2箇所
　　　　　　・用地整備　　　　　　  1箇所
　　　　　　・遊歩道整備　　　　　  1箇所
　　　　　　・景観保全　　　　　　  1箇所
事業期間　平成12年度～平成19年度

農村総合整備統合
補助事業

２６，９３１

0

農 林 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

27,103 決 算 額 の 財 源 内 訳

26,931 一般財源

　（目）９．農村総合整備統合補助事業費

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 8,298 土地改良区が実施する排水路工事等の土地改良事業を市
が受託施行し、農業生産基盤の整備を図った。
  施行場所  円座町地内、小俣町地内

農業用施設整備事
業

８，２９８

8,298 一般財源

農 林 課

9,000 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）６．農林水産業費　（項）２．林業費　（目）２．林業振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,003 18,380 13

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２０９

２０９

２０９

4 ２０９

２０９

２０９

２０９
 ７． 保安林及び林内歩道を適正に保全・管理するため、下刈

り及び松くい虫被害木の伐倒駆除を実施し、予防と機能維
持を図った。
・枯松伐倒駆除 356.6ｍ3 ほか

海辺の公有林管理
経費

８，６４０

 ６． 今一色地区から荘地区までの海岸線の保安林機能の回復
及び整備のため、用地を買収した。
　　事業内容　用地購入　6筆　Ａ＝1,346㎡

海辺の公有林化支
援事業

６，７４０

 ５． 音無山を環境林として適正に管理するため、20年間の環
境林整備計画を作成し、それに基づき下刈り、受光伐等を
行うものであり、平成14年度からいせしま森林組合に委託
しているもので、本年度は4.35ha実施した。
　　事業内容　下刈り　　　2.41ha
　　　　　　　歩道草刈り　1.83ha
              除伐　　　　0.11ha
    負担区分　県80％　市20％

森林環境創造事業 ８１２

 ４． 近年、拡大している有害動物による農作物及び人的被害
の軽減を図るため、その捕獲対策を猟友会に委託し実施し
た。

獣害防止事業 ２９１

 ３． 海岸防風林等の松林において、松くい虫防除事業を施行
し、松林のもつ公益的機能の低下防止及び景観の保全を
図った。
  地上散布　　　 　村松町ほか 　 19.3ｈａ
　樹幹注入　　　 　村松町ほか　  150本
　伐倒・くん蒸　　 村松町ほか　  23.1ｍ３

森林病害虫防除事
業

３，１７７

 ２． 音無山北斜面の遊歩道及び法面の擁壁に亀裂が生じてお
り、このまま放置すると法面が崩落する恐れがある。法面
の直下には国道42号が通っており多大な危害が及ぶととも
に、音無山利用上支障をきたすことから、これらを未然に
防ぐため擁壁補強事業の実施に着手した。
○平成19年度分
　測量、地質調査、設計、工費積算
○平成20年度への繰越分
　擁壁補強（ロックボルト工）Ｎ＝51箇所、法面緑化工

音無山擁壁補強事
業

１３，３８０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市民の憩いの場である三郷山生活環境保全林において、
適正な間伐による、保全林機能の向上を図った。
　　　　　　間伐　　　　2.5ｈａ

環境保全林整備事
業

９８２

38,458 一般財源

17,062

農 林 課

58,179 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）６．農林水産業費　（項）３．水産業費　（目）２．水産振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

13,425

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１１

２１１

２１１

２１１

２１１

２１１

２１１
 ７． 二見町地先の潜堤に設置してある標識灯を更新して機能

回復させ、海上交通の安全を図った。二見地区潜堤標識
灯設置事業補助金

４７２

 ６． ①船揚施設設置（16,470千円)
豊北漁港内に在籍する概ね５トン以上の漁船を対象とし
た船揚げ施設を設置し、漁船保全の適正化、操業の安全・
効率化を図った。
②監視船建造（3,667千円）
毎年、伊勢市沿岸の干潟域で水産物の密漁事件が発生し
ているため、喫水線の浅い高速船を購入して密漁監視に努
め、被害の抑制を図った。
③給水施設(井戸)設置（128千円）
既存施設の老朽化により活魚の蓄用に支障をきたしてい
たため、新たに給水施設を設置し、活魚の保全を図った。

合併漁協自立基盤
確立事業費補助金

２０，２６５

 ５． 市立今一色小学校5，6年生（３０名）に伊勢市の漁業に
関する講習、施設見学、漁業体験を実施し、将来つくべき
職業のひとつとして考えてもらうよう、漁業への興味高揚
を図った。

水産教室実施事業 １０４

 ４． 宮川本支流にアユ・ウナギ・アマゴ種苗を放流して、資
源の増大と生産の向上を図った。稚鮎等放流事業補

助金
６００

 ３． 伊勢湾に小型底曳網漁業等で漁獲されるクルマエビ・ト
ラフグ・クロダイ種苗を放流して、資源の増大と生産の安
定を図った。

種苗（クルマエビ
等）育成事業補助
金

２００

 ２． 主力水産物であるアサリ資源の減少により、生産高がこ
こ数年激減しているため、伊勢市各地先に種苗を放流して
資源の増大、漁家経営の安定を図った。

アサリ養殖振興事
業補助金

５，１０３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ノリ網敷設による効率的な種苗放流や漁場管理手法につ
いて検討するため、支柱柵によるノリ網敷設箇所にアサリ
種苗(20mm程度)を放流して、生息、育成状況を調査した。
※調査は平成20年度継続実施

アサリ稚貝育成調
査事業

２，９９０

29,734 一般財源

16,309

水 産 課

30,837 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）６．農林水産業費　（項）３．水産業費　（目）４．漁港建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

83,460 133,768 68,500 1,928

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１１

２１１

２１３

２１３
 ４． 〇豊北漁港海岸陸こう整備工事

角落し式となっている陸こう門をアルミ製の扉式に改良
し、高潮や津波の防護に短時間で対応できるように、整備
工事（8基）を進めた。（一部平成18年度繰越工事）

豊北漁港津波危機
管理対策緊急事業

６７，００８

 ３． 〇豊北漁港海岸整備工事
老朽化した堤防を整備し、波浪時の高潮等から背後地を
防護するため、海岸整備工事（L=290m）を進めた。
（一部平成18年度繰越工事）

豊北漁港海岸整備
事業

１４９，８８６

 ２． 〇豊北漁港浚渫工事
航路に土砂が堆積し、漁船の航行に支障をきたしている
ため、土砂を浚渫し（A=4,470㎡）漁船の安全航行を図っ
た。

豊北漁港整備事業 ４１，７１６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 〇村松漁港物揚場整備工事
老朽化した、物揚場（L=84.2m）の改修工事を行い浮桟
橋を設置した。

村松漁港整備事業 ３５，００４

293,614 一般財源

5,958

水 産 課

316,563 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）７．商工費　（項）１．商工費　（目）１．商工総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１３

（款）７．商工費　（項）１．商工費　（目）２．商工業振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

100,000 165,600 2,193

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１５

２１５

3 ２１５

２１５
 ４． 伊勢商工会議所内に設置された中小企業相談所が実施す

る中小企業への経営改善指導事業等に対し補助金を交付す
ることで中小企業の振興を図った。

中小企業相談所事
業補助金

９，５００

 ２． 伊勢商工会議所または平成19年以降に小俣町商工会の斡
旋により三重県信用保証協会の保証を得て小規模事業資金
の融資を受けた者に対し、その返済状況に応じて融資に係
る保証料の補助を行い、商工業者の設備資金及び運転資金
の円滑化を図った。
　補助件数　１９４件

小規模事業資金融
資保証料補給補助
金

６，１４２

商 工 労 政 課

事 業 名 決 算 額

 １．
商工制度資金利子
補給事業補助金

３３２

 ３．

342,243 一般財源

74,450

施 策 の 成 果

平成18年末までに小俣町商工会の斡旋により小規模事業
資金の融資を受けた者に対し、その返済状況に応じた利子
の補給補助を行い、小俣町商工会管内の商工業者の設備資
金及び運転資金の円滑化を図った。
 補助件数　２７件

小俣町商工会が商工業者の経営技術の改善普及を図るた
め実施する、経営改善普及事業に要する経費に対し補助金
を交付することにより、商工業の発展を図った。

経営改善普及事業
補助金

７，２００

357,881 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 多額の累積赤字を抱えている市場に対し、資金を貸し付
けることにより経営の安定を図り、消費者への生鮮食料品
の安定供給と地元生産者の安定的な販路の確立を図った。

伊勢志摩総合地方
卸売市場貸付金

１８，０００

117,376

商 工 労 政 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

117,495 決 算 額 の 財 源 内 訳

117,376 一般財源
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決算書
       頁

２１５

２１５

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１５

２１５

（款）７．商工費　（項）１．商工費　（目）３．工芸指導所費
    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

294

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１５

２１５
 ２． 伊勢春慶の生産及び観光資源として見学や体験ができる

拠点として、伊勢春慶の会が、河崎地区で「伊勢春慶デザ
イン工房」を整備することに対して補助金を交付した。

伊勢春慶振興推進
経費

２，０００

 １． 県営サンアリーナで「地場産業展」を開催し、市民に対
して地場産業品の情報発信を行うとともに、企業間交流の
促進を図った。

ものづくり支援推
進経費

５１０

18,696

産 業 支 援 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

19,885 決 算 額 の 財 源 内 訳

18,990 一般財源

 ６． 商店街の集客力及び機能回復を促進し、中心市街地の活
性化の一助とするため、いせＴＭＯ（事務局：商工会議
所）に補助金を交付した。
(1)空店舗等対策事業
　①活用モデル事業　　　　　　　　２件
　②テナント確保支援事業　　新規　２件
　③チャレンジショップ事業　新規　４件
　④空地活用モデル事業　　　　　　１件
(2)各種調査事業
　　空店舗調査、商店街通行量調査
(3)商業まちづくり補助金事業　　 ４団体

ＴＭＯ構想推進事
業補助金

５，６３４

 ５． 中心市街地を活性化させるためには、賑わいの場、もて
なしの場、快適で楽しい暮らしの場としての再生が求めら
れ、地域住民や商店街等の相互の理解と協力が重要である
ことから、平成１７年１月から市としてまちづくりに取り
組むブランチとしての活動拠点及び「いせＴＭＯ」の活動
拠点を中心市街地に移設し、地域住民、商業者、行政、商
工会議所等との連携を強化させ、協働のまちづくりを進め
ている。その中の取り組みの一つに厚生地区まちづくりの
会への活動支援などを行い、中心市街地の活性化に取り組
んでいる。
また、中心市街地ＰＲ事業として、中心市街地で開催さ
れる各種イベント等を集合チラシ（新聞折込）にて情報発
信した。
  事業着手年度　平成１６年度～

ＴＭＯ構想推進協
働事業

２，０３０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 起業支援、ものづくり支援、産業集積を図り、地域経済
の活性化を図る拠点となる産業支援センターを朝熊町地内
に建設した。

産業支援センター
建設事業

３０１，８００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 中小製造業者等が行う新製品、新技術の研究開発に対
し、「新産業創出支援事業補助金」を交付した。
また、（株）百五経済研究所へ起業支援員の設置を委託
し、産業支援センターでの起業支援の準備を行った。

産業調査研究推進
経費

９，３６６

産 業 支 援 課
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（款）８．観光費　（項）１．観光費　（目）１．観光総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

11,445

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２１７

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２１７

２１７

観光協会負担金 ２１７

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１７
 １． 資料館である賓日館の運営及び維持管理を、「ＮＰＯ法

人 二見浦・賓日館の会」を指定管理者とすることによ
り、地域の雇用を創出するとともに、随時イベント等を開
催し、文化水準及びまちづくり意識の向上を図っている。
施設見学はもとより、各種自主催事を実施し、より多くの
集客に繋げている。
　○委託料　　５，７００千円（指定管理料）
　○入館者数　Ｈ１９年度　２８，７１０人

賓日館管理運営事
業

１１，０３０

二見総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． （社）伊勢市観光協会の財政基盤の確立と観光協会自体
が弾力性をもって観光の推進に努めた。５，９００

 ２． 外宮前・近鉄宇治山田駅構内・二見浦観光案内所で、観
光客の案内を行った。（（社）伊勢市観光協会に委託）
・外宮前案内所　　　　　５１，９６７件
　　　　　　　　　　　　（うち外国人 １，２９９件）
・宇治山田駅構内案内所　２８，８１０件
　　　　　　　　　　　　（うち外国人　　 ５６１件）
・二見浦観光案内所　　　　２，２９０件
　　　　　　　　　　　　（うち外国人　　　 １８件）

案内所運営委託事
業

８，８４８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 平成１８年度から、地元１５団体による伊勢おもてなし
会を設立し外宮参道、伊勢市駅前広場を中心にかがり火、
神宮参道ライトアップ、ふるまい等で初詣客におもてなし
をした。
また、初参りの参拝客の観光案内を含めた接遇を宇治浦
田駐車場で実施し、大晦日には内宮、外宮で年越餅各５,
０００個の贈呈を行った。

初参り旅客接遇事
業負担金

５００

観 光 事 業 課

 １． 「市民力の結集」を活用した新しい観光振興を図るた
め、市民団体等と行政が一体となり、本市の観光に関する
現状と課題を話し合い、各組織が互いに役割を認識しなが
ら連携できる体制づくりを図った。
・事業調査業務委託料　　　　　　　７，６７６千円

伊勢活性化プロ
ジェクト事業

７，６７６

154,174

観 光 企 画 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

166,922 決 算 額 の 財 源 内 訳

165,619 一般財源

58 （款）8 観光費



決算書
       頁

２１７

（款）８．観光費　（項）１．観光費　（目）２．旅客誘致費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

10,100

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１９

2 ２１９

3 ２１９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２１９

２１９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 日本さくらの名所百選の宮川堤において（社）伊勢市観
光協会との共催、宮川保勝会の協力により、夜桜のライト
アップとぼんぼりで花見客を出迎えた。
　　（４月１日～１０日）
５月１７日～１８日に日本観光交流・伊勢会議及び観光
祈願祭を開催した。

春の行事負担金 ２，０００

 １． ７月２８日～８月１日に開催された第１０回外宮さんゆ
かたで千人お参りにおいて、外宮にぎわい会議を中心に神
路通りに、竹と和紙で作成した灯籠約８００個、外宮参道
に約１，０００個を並べ、明かりをテーマとした行事を開
催した。
また、１０月の２６日～２８日の３日間、おはらい町界
隈で「伊勢ヨイ夜(ヤ)ナ」を開催した。

明かり行事事業 １，８００

観 光 事 業 課

 ３． 伊勢志摩地域の官民が一体となって、伊勢志摩の魅力を
広域的かつ一体的にPRした。
・（社）伊勢志摩観光コンベンション機構負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，０００千円
・伊勢志摩キャンペーン負担金　　　　　７，０００千円

伊勢志摩広域観光
活性化事業

１８，５７１

 ２． 三重県との協働事業として、伊勢の観光資源を活用した
観光商品を開発し、伊勢への誘客を図った。
・三重県観光販売システムズへの委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，０００千円

「はじまりのまち
伊勢」誘客戦略推
進事業

３，０００

 １． 多用な観光客のニーズに対応できるように、観光協会
ホームページの内容を充実させ、パンフレットも作成し
た。また遠隔地へ出向き、地元のメディアを利用し新たな
観光客の開拓に取り組んだ。
・（社）伊勢市伊勢観光協会への負担金　３，４４２千円
　　　（ホームページ維持費・パンフレット増刷費）

観光情報発信事業 ９，９５０

75,687

観 光 企 画 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

88,181 決 算 額 の 財 源 内 訳

85,787 一般財源

 ２． 二見浦海水浴場の施設維持管理及び開設に伴う管理委託
等を行った。
　〇委託料　　　１，３２１千円（管理運営委託）
　　　　　　　　（（社）伊勢市観光協会へ委託）
　　　　　　　　　　７２４千円（防護フェンス設置等）
　　需用費　　　　　３４０千円（消耗品購入及び修繕）
　　役務費　　　　　　２３千円（電話料金）
　○開設期間　　平成１９年７月７日～８月３１日
　〇来場者数　　Ｈ１９年度　約２２，３００名

海水浴場管理運営
事業

２，４０８
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決算書
       頁

２１９

２１９

２１９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２１９

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 河川愛護の啓発と地域住民のふれあい、協働によるまち
づくりを目的として、市民で構成する運営委員会が主催
し、「御薗ラブリバーふれあい祭り」を開催した。
　実施日　　：平成１９年１０月２０日（土）
　　　　　　　午前１１時４５分～午後６時３０分
　実施場所　：宮川ラブリバー公園
　観客動員数：約１２，０００人
　参加団体　：１５団体
　参加人数　：４００人

伊勢のまつり開催
事業

５，０００

御薗総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 地域づくり、協働によるまちづくりを目的として、市民
で構成する実行委員会が主催し、「第１１回おばたまつ
り」を開催した。
実施日　　：平成１９年８月１８日（土）
　　　　　　午後１時から午後９時３０分
実施場所　：宮川親水公園
観客動員数：約１２，０００人
参加団体　：７団体
参加者数　：３９８人

伊勢のまつり開催
事業

６，０００

小俣総合支所 地域振興課

 ５． おまつり広場を中心に、伊勢音頭パレードや夜の飾り車
などが開催された。また、神宮神嘗祭に併せ、初穂曳（陸
曳・川曳）を実施し、徳島県、山形県、沖縄県など日本の
三大民踊、三大パレード、三大盆踊りが来勢を得て盛り上
げた。
・実施日　　平成19年10月13日（土）～17日（水）
・観客動員数　約292,500人
・参加団体　　205団体
・参加人数　　13,730人

伊勢のまつり開催
事業

９，０００

 ４． 第６２回式年遷宮・お木曳行事記念として開催され、第
５５回記念スターマインが放揚された。
また、今年度から審査員体制を全面的に見直し、競技花
火大会としての質の向上を図ったほか、２人用有料観覧席
を導入し誘客を図った。
　　観客数２０万人

花火大会開催負担
金

１０，０００

 ３． 伊勢楽市
伊勢志摩地域の地場産品の展示販売を行い、伊勢市駅、
外宮周辺の賑わいをつくった。
　　（４月１４日・１５日、１１月１０日・１１日）
また、津市高虎楽座に伊勢楽市ブースを出店し、楽市の
周知と伊勢の観光ＰＲを行った。（１１月３日）

楽市行事開催負担
金

６００
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（款）８．観光費　（項）１．観光費　（目）３．伝統文化推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２１９

２１９

２１９
 ３． １０月１４日に県営サンアリーナにおいて神嘗晦日祭が

行われ、神嘗エンヤ市や阿波踊りや花笠踊り、沖縄エイ
サー、岸和田だんじり、越中おわら風の盆、じゃこっぺ踊
りなど日本の三大民踊、三大パレードと言われる団体が来
勢し、約１２，０００人の集客に繋がった。
１５日には市駅前から外宮にかけて、初穂曳に加え全国
の踊りなどが披露された。

伊勢のまつりブラ
ンド化推進事業

５，０００

 ２． 「里帰り伊勢音頭全国大会」、「初穂曳」への開催負担
金。
伊勢市の伝統芸能である伊勢音頭の普及育成とお木曳・
お白石持行事の技術と文化を継承するために実施してい
る。

伝統芸能継承事業
負担金

１，４００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 平成２５年の第６２回神宮式年遷宮の斎行に向け、第二
年次の伊勢市の無形民俗文化財「お木曳行事」実施に向け
安全対策、もてなし等を実施した。

民俗伝統行事推進
事業負担金

３８，０００

44,400 一般財源

44,400

観 光 事 業 課

44,400 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）１．道路橋梁総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

30,022

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２２１

（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）２．道路維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

43

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２２３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 14,936 道路路面の舗装が荒廃し､通行に支障がある箇所の舗装
整備を行った。
また、危険箇所、老朽箇所を補修し、道路の安全確保と
生活環境の改善を図った。
 (概要)
　【維持課】　　　　　　　  　６，４６３，８００円
　　・舗装工事　１件
　　　　Ｌ＝　　５２０．０ｍ
　　　　Ａ＝３，７５３．０㎡
　【産業建設課（二見）】　　　２，９８４，７９６円
　　・舗装補修工事　８件
　　　　Ａ＝　　 ６２７.６㎡
　【産業建設課（小俣）】　　　　　２８９，８００円
　　・舗装補修工事　１件
　　　　Ｌ＝　 　 ５４．５ｍ
　　　　Ａ＝　  １６８．０㎡
　【産業建設課（御薗）】　　　５，１９７，５９９円
　　・舗装補修工事　６件
　　　　Ｌ＝　　４９２．７ｍ
　　　　Ａ＝１，３５４．０㎡

道路舗装事業 １４，９３６

132,813 一般財源

132,770

維 持 課

137,470 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 道路事業等に伴う市道の認定、改良等に基づき、道路台
帳の修正業務を行った。
また、道路台帳図の整合性を図る為、平成18年度から引
続き道路台帳図のデジタル化を行った。
（概要）
　・道路台帳デジタル化　　　 一式
　・道路台帳修正
　　　新規認定　　　　１０.１ｋｍ
　　　廃止　　　　　　　０.３ｋｍ
　　　改良　　　　　１２.７９ｋｍ
　　　マンホール　 　　  ６２箇所

道路台帳整備経費 ３４，３９３

205,588

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

237,489 決 算 額 の 財 源 内 訳

235,610 一般財源
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（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）３．道路新設改良費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,300 238,000 94,139

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２２３

    （単位  千円）

決算書
       頁

２２３

基 盤 整 備 課

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 6,451 三重県が施行した道路改良事業に対し、負担を行った。
(鳥羽松阪線、館町通線、横輪南勢線）

163,051 市民生活に密接した道路の拡幅等を行うことにより、道
路機能の改善、生活環境基盤の整備を進めた。
（概要）
　　①現年分
　　　道路改良工事　　　　３路線　Ｌ＝３１６．８㎡
　　　特殊地下壕閉塞工事　１件　　５箇所
　　　測量、設計　　　　  ３件　　Ｌ＝１，５６０m
　　　用地測量　　　　　　１件　　一式
　　　用地買収　　　　　　４０筆　Ａ＝８６６．８３㎡
　　　樹木伐採　　　　　　１件　　Ａ＝１，９００㎡
　　　支障物件補償　　　　１件
　　　工作物、建物等補償　６名　　工作物、立木等
　　②平成１８年度からの繰越
　　　道路改良工事　　　　２路線　Ｌ＝１８１m
　　　道路舗装工事　　　　１路線　Ａ＝１，７１２㎡
　　　測量、設計　　　　　１件　　Ｌ＝１２０m
　　③平成２０年度への繰越
　　　道路舗装工事　　　　１路線　Ａ＝５６２㎡
　　　工作物等補償　　　　３名　　工作物、立木等

道路改良事業 １６３，０５１

610,346 一般財源

276,907

県営事業地元負担
金

６，４５１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

652,023 決 算 額 の 財 源 内 訳
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    （単位  千円）

決算書
       頁

２２３

（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）４．橋梁維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

12,167

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２２５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 震災時におけるライフラインとなる重要な既設橋梁につ
いて、耐震対策工事を行った。
 (概要)
　【産業建設課（二見）】
　　・日の出橋　１橋
　　（平成１８年度から一部繰越）

橋梁耐震対策事業 １２，１６７

13,160 一般財源

993

維 持 課

13,497 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 440,844 市民生活に密接した道路側溝等の整備行うことにより、
道路機能の改善、生活環境基盤の整備を図った。
また、危険箇所等の補修を行い、道路の安全確保と生活
環境の改善を図った。
 (概要)
　【維持課】　　 　  　３３２，１０２，６００円
　　・測量設計等　１６件
　　・一般改良  　２３件
　　　　Ｌ＝７，０８６．０ｍ
　【産業建設課（二見）】 ５６，４１６，２０６円
　　・測量設計　 　 ７件
　　・一般改良　　１０件
　　　　Ｌ＝１，１７２．０ｍ
　　・その他改良　１１件
　【産業建設課（小俣）】 　３，５４３，２５０円
　　・測量　　　　　１件
　　・一般改良　　　２件
　　　　Ｌ＝　　　６３．５ｍ
　【産業建設課（御薗）】 ４８，７８１，９５０円
　　・測量設計　　　４件
　　・一般改良　　　５件
　　　　Ｌ＝１，０４１．５ｍ

道路側溝等改良事
業

４４０，８４４

維 持 課
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（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）５．交通安全施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２２５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 14,083 交通安全施設を新たに設置し､交通事故防止､交通安全環境
の確保を図った。
 (概要)
  【維持課】　　　　　  　　８，８７８，３４９円
　　・道路反射鏡   　　　　　   ５２基
　　・道路照明設備　　　　　　　　３基
  　・区画線工      　　　　５０．０ｍ
　　・ガードレール 　　　　　 ３．８ｍ
　　・外側線　　　  　　　１８０．０ｍ
　　・カラー舗装　　　　　２４４．０㎡
　【産業建設課（二見）】　　１，５１４，１００円
　　・道路反射鏡   　　　　　　１０ 基
　　・ポールコーン　　　　　　　  ４基
  　・区画線工  　　　　　２２１．０ｍ
　【産業建設課（小俣）】　　２，９２７，４００円
　　・道路反射鏡　　　　　　　　　７基
　　・カラー舗装　　　　　　４５．０㎡
　　・区画線工　　　　　　６７３．５ｍ
　【産業建設課（御薗）】　　　　７６３，３５０円
　　・道路反射鏡　　　　　　　　　５基
　　・カラー舗装　　　　　　２４．３㎡
　　・区画線工　　　　　　１９１．５ｍ

交通安全施設整備
事業

１４，０８３

36,793 一般財源

36,793

維 持 課

36,847 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）９．土木費　（項）２．道路橋梁費　（目）６．道路整備事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

181,915 58,300 47,552

    （単位  千円）

決算書
       頁

２２５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 187,373 大湊町民の災害時の避難路は、現在、県道大湊宮町停車
場線にかかる湊橋だけとなっており、住宅団地等の開発が
進む中で新しい道路の建設が急務となっている。
また、医療･福祉施設などの高齢者の増加に対応した施
設、日常生活の利便性を賄う商業施設が不足しており、地
区外への依存が日常から求められている。
そのため、大湊地区の防災機能の向上及び住民の生活機
能の拡充を図り、バイパス整備を進めた。第１工区につい
ては、平成１４年度に完了し、引き続き第２工区を平成１
５年度から平成２０年度完了を目指し、進めているもので
ある。
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　①現年分
　　　下部工工事施工委託
　　　橋梁上部工事に伴う材料価格調査業務委託
　　②平成１８年度からの繰越
　　　橋脚工事、堤脚水路浚渫工事
　　　防火水槽等設置工事
　◇地方特定道路整備事業
　　①現年分
　　　橋取付道路工事施工委託
（全体事業）（交付金・起債事業費）
　○地方道路整備臨時交付金事業
　〔第一工区〕
　　事 業 費　  ２４８,０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝２２０ｍ
　　事業期間　　平成１１年度～平成１４年度
　〔第二工区〕
　　事 業 費  　５９８，０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝１７０ｍ
　　事業期間　　平成１５年度～平成２０年度
　○地方特定道路整備事業
　　事 業 費  　１３２,０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝５７０ｍ
　　事業期間　　平成１１年度～平成２０年度

大湊川線整備事業 １８７，３７３

349,612 一般財源

61,845

基 盤 整 備 課

392,941 決 算 額 の 財 源 内 訳
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決算書
       頁

2 ２２７

２２７柏東大淀線整備事
業（防衛）

５６，３９４

 ２． 本路線は小俣市街地と明野小学校、総合体育館、大仏山
公園等がある明野地区を結ぶ重要な路線であり、また通学
路にもなっているが、歩道・車道共に幅員が狭く危険な状
態となっている。そのため、拡幅整備を行うことにより、
安全な通学路として、また車両の安全な通行機能の向上を
図るものである｡
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　①現年分
　　　道路改良工事　　　　Ｌ＝４７０ｍ
　　　道路舗装工事　　　　Ａ＝３，１８９㎡
　　　用水管設置工事　　　管水路工９８ｍ
　　　支障物件移転補償　　１件
　　　（平成２０年度へ一部繰越）
　　②平成１８年度からの繰越
　　　用水管試掘調査業務委託　３箇所
　　　道路改良工事　　　　Ｌ＝３５３．１ｍ
　　　道路舗装工事　　　　Ａ＝１，４１９㎡
（全体事業）（交付金事業費）
　　事 業 費　  ４４３，０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝１，１６５ｍ
　　事業期間　　平成１６年度～平成２１年度

小俣２０号線整備
事業（交付金）

８１，３７１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． 本路線は東大淀町から国道23号へ通じる生活道路であ
り、また、隣接する柏町から災害時非難場所である東大淀
小学校へ通じる最短ルートでもあるが、道路幅員が狭く道
路機能が著しく低い状態である。また、本路線上空を陸上
自衛隊明野駐屯地の航空機が低空で進入離脱を繰り返して
おり、航空事故等緊急時の救助活動、避難活動に支障をき
たす恐れがある。そのため、平成１８年度から防衛省補助
事業として整備を行っているものである。
（概要）
　◇防衛施設周辺民生安定施設整備事業（補助）
　　　道路改良工事　　　　Ｌ＝２０８ｍ
　　　橋梁設計業務　　　　Ｌ＝２０．８ｍ
　　　建 物 調 査 　　　　１件
　　　用 地 買 収　 ９筆　Ａ＝１,１６３．４５㎡
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費 　 ２３４，５７９千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝７０３ｍ
　　事業期間　　平成１８年度～平成２３年度
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決算書
       頁

２２７

２２７
 ５． 本道路とＪＲ参宮線とが交差する掛橋踏切は、小俣町本

町地区と小俣小学校、小俣中学校を結ぶ通学路となってい
るが幅員が狭く近年の交通量の増加に伴い、朝夕の通勤・
通学・帰宅の混雑時には、児童が車両の間をすり抜けるな
ど大変危険な状態となっている。
そのため、歩道の確保、車両の対面通行が可能となり、
歩行者、車両の安全が図れるよう、踏切の拡幅及び取付部
の整備を行った｡
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　①平成１８年度から繰越
　　　用地買収　　　６筆　Ａ＝２７８．０５㎡
（全体事業）（交付金事業費）
　　事 業 費 　 １２１，５０２千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝９４.２ｍ
　　事業期間　　平成１７年度～平成１８年度
　　　　　　　　　　　　（平成１９年度へ一部繰越）

本町周辺道路整備
事業（交付金）

１０，６０８

 ４． 本路線は小俣町元町地区と磯町字コウ田地区を連絡する
道路であり、地域住民の主要生活道路であるが、交通量の
増大と道路整備の遅れにより道路機能が著しく低下してい
る状態にある。また、本路線の上空を陸上自衛隊明野駐屯
地からの航空機が低空で進入離陸を繰り返しており、航空
事故等緊急時の救助活動、非難活動に支障をきたす恐れが
ある。そのため、平成１４年度から防衛省補助事業として
整備を行っているものである。
（概要）
　◇防衛施設周辺民生安定施設整備事業（補助）
　　①平成１８年度からの繰越
　　　道路改良工事　　　　Ｌ＝４１ｍ
　　　境界確定に伴う掘削及び擁壁復旧工事　Ｌ＝１０ｍ
　　　水道給水設備工事　　一式
　　　用地境界杭設置業務委託　５０本
　　　用地買収　　　２筆　Ａ＝１５２．４９㎡
　　　建物等補償　２名
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費 　 １０６，７６５千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝３７０ｍ
　　事業期間　　平成１４年度～平成２０年度

磯小俣３号線外整
備事業（防衛）

１３，３８４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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（款）９．土木費　（項）３．河川費　（目）２．勢田川対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

10,723

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２２９

    （単位  千円）

決算書
       頁

２２９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 平成５年１０月から、宮川７.４km地点（辻久留２丁目
宮川堤ゲートボール場地先）で取水し、勢田川５.１ｋｍ
地点（小田橋下流）に、１.０㌧/秒以下の導水を行ってい
る。
（平成１９年度の稼動日数２４３日）

勢田川浄化経費 １３，７８８

5,346

維 持 課

勢田川清掃事業 ６２２
 １． 「勢田川を天の川に」のキャッチフレーズで、地元沿岸

２３自治会と協力し、市民・学校・企業・行政等に呼びか
け勢田川、朝川及び桧尻川のボランティア清掃を実施し
た。
　平成１９年度実績
　　実施日　　：平成1９年７月１日（日）
　　参加者　　：約２,８００人
　　主な拾集物：空き缶 １,６８５個
　　　　　　　  空きビン  ３５４個
　　　　　　　  自転車　  ３台等
    その他　　：平成８年度から実施

16,812 決 算 額 の 財 源 内 訳

16,069 一般財源
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（款）９．土木費　（項）３．河川費　（目）４．河川改修事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

89,306 48,000 53,481

    （単位  千円）

決算書
       頁

２２９

２２９
 ２． 98,932 土地形状の変化や排水流出量の増加に伴う河川の断面不

足により、豪雨時の浸水被害が近年多発している。浸水被
害の防止が急務となっているため、河川改修を進めた。
（概要）
　◇防衛施設周辺障害防止事業（補助）
　　　①平成１９・２０年度継続費
　　　　 築堤護岸工事
　　　　（平成２０年度へ一部繰越）
　　　②平成１８年度からの繰越
　　 　　用地買収、建物補償ほか
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費　７４０，０００千円
　　事業概要　改修延長　　Ｌ＝７６０.０ｍ
　　　　　　　幅員　　　　Ｗ＝１４.５ｍ
　　　　　　　流量　　　　Ｑ＝５２ｍ3/秒
　　事業期間　平成１６年度～平成２３年度

準用河川大堀川支
川改修事業（防
衛）

９８，９３２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 河積不足で流下能力が極めて低く、周辺では毎年のよう
に浸水被害を受けており、治水対策が急がれている状況で
あるため、河川改修を進めた。
（概要）
　◇総合流域防災事業（補助）
　　　①現年分
　　　　 護岸工事、橋梁工事、支障物件移転補償
　　　　（平成２０年度へ一部繰越）
　　　②平成１８年度からの繰越
　　　　 護岸工事、橋梁撤去工事、支障物件移転補償、
　　　　 営業補償、建物補償ほか
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費　２,３６４,０００千円
　　事業概要　桧尻川　　　改修延長　Ｌ＝３８０.０ｍ
　　　　　　　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝１０．４５ｍ
　　　　　　　　　　　　　流量　　　Ｑ＝３７ｍ3/秒
　　　　　　　桧尻川支川　改修延長　Ｌ＝２４３.５ｍ
　　　　　　　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝７．８５ｍ
　　　　　　　　　　　　　流量　　　Ｑ＝１９ｍ3/秒
　　事業期間　平成１０年度～平成３０年度

準用河川桧尻川改
修事業

１０９，８２８

208,760 一般財源

17,973

基 盤 整 備 課

267,930 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）９．土木費　（項）３．河川費　（目）６．排水路整備費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

46,200 98,340

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３３

（款）９．土木費　（項）３．河川費　（目）７．河川改良費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

15,200 838

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３３

（款）９．土木費　（項）４．港湾海岸費　（目）１．港湾海岸費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,381 4,086 9,600

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２３３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 三重県が施行した海岸環境整備事業、港湾改修事業に対
し、負担を行った。
　海岸維持：宇治山田港（大湊・二見）、北浜地区、
　　　　　　松下地区、神前地区
　港湾改修：宇治山田港（神社地区、大湊地区）

県営事業地元負担
金

１１，０１８

17,538 一般財源

2,471

監 理 課

18,087 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 護岸の侵食が著しい河川の改良を行い、機能の改善を進
めた。
（概要）
　　①平成１８年度からの繰越
　　　 一般改良工事　１河川　Ｌ＝５３．８ｍ

河川改良事業 １６，０３８

16,038 一般財源

基 盤 整 備 課

16,629 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 170,972 豪雨時の急激な増水による浸水を防止するとともに、生
活環境の向上を図るため、排水路の整備、排水機場の整備
等を進めた。
（概要）
　　①現年分
　　　 排水路改良整備　６排水路　Ｌ＝５７７．４１ｍ
　　　 排水機場建築整備　１機場
　　　 ポンプ場整備　１ポンプ場
　　　 その他小規模工事　　 ４件
　　　（平成２０年度へ繰越）
　　②平成１８年度からの繰越
　　　 排水路改良整備　３排水路　Ｌ＝３３２．６０ｍ
　　　 その他小規模工事　　５件

排水施設整備事業 １７０，９７２

26,432

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

183,144 決 算 額 の 財 源 内 訳

170,972 一般財源
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（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）１．都市計画総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

641 1

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２３５

（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）２．まちづくり推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

614,869 1,099,600 119,308

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２３５

決 算 額

 １．

事 業 名 決 算 額

都 市 計 画 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 伊勢市駅周辺の施設活用の調査と、「まちづくり交付
金」を活用し、まちづくり活動推進事業として地域のまち
づくり活動の支援や花と緑のまちづくり事業の推進を行っ
た。
（概要）
　◇伊勢市駅周辺調査
　◇まちづくり活動支援
　◇花と緑のまちづくり

伊勢市駅周辺整備
事業

２６，１９２

施 策 の 成 果

 １． 伊勢市神社海の駅について、指定管理者制度による管理
運営を行った。
　指定期間：平成１８年８月１日～平成２１年３月３１日
　委託金額：４，７４０，０００円
　１９年度委託金額：１,８８６,０００円

宇治山田港交流拠
点及び勢田川歴史
観光交流軸整備事
業

１，８８８

1,907,137 一般財源

73,360

監 理 課

施 策 の 成 果

交通システムの見直し整備の一環として、伊勢湾海上ア
クセスの充実を図ることにより、三重県南部地域と中部国
際空港を結ぶ海の玄関口としての機能を果たすと共に、伊
勢志摩地域を訪れる来訪者の利便性及び周遊性を高め、経
済効果と地域活性化を図るための調査・測量・工事等を
行った。

伊勢湾海上アクセ
ス推進事業

５９１，８１５

交 通 政 策 課

事 業 名

2,066,207 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 伊勢市の基本的な都市づくりの方針、長期的な視点から
都市の将来像を示し、市の都市空間づくりの総合的な指針
として都市マスタープラン全体構想（案）を検討した。
（概要）
　　◇伊勢市都市マスタープラン全体構想作成業務

都市計画基本方針
策定経費

１，２６０

1,775,869 一般財源

1,775,227

都 市 計 画 課

1,779,609 決 算 額 の 財 源 内 訳
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決算書
       頁

２３５

２３５

２３５

２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３５

2 ２３５

観光振興を核として交流人口を拡大する地域づくりを推
進するため、地域の特性を活かした自律的な観光交流空間
づくりを進めた。
    事業着手年度　平成１５年度
（概要）
　◇第30回全国町並みゼミ伊勢大会負担金
　◇伊勢二見地域観光交流推進協議会負担金

決 算 額 施 策 の 成 果

２，２００観光交流空間づく
り推進事業

街なみ環境整備事
業

５５，３７０

事 業 名

 ５． 平成１７年６月に全面施行した景観法に基づき、景観計
画（案）の検討及び、運用に向けた三重大学との共同研究
を行った。
（概要）
　◇伊勢市景観計画作成業務
　◇伊勢市景観アンケート調査
　◇共同研究（三重大学）

風景まちづくり推
進事業

５，９９９

 ４．

 ３． 1,000 小俣町の市街地活性化を図るため、平成18年度より「ま
ちづくり交付金」を活用し、地域のまちづくり活動の支援
を進めた。
（概要）
　　◇本町再発見活動事業

小俣町本町地区周
辺整備事業

１，０００

二見浦旅館街の住環境整備及びまちなみ保全を図るた
め、「街なみ環境整備事業」を活用し、道路美装化、公園
整備工事を進めた。
また、街なみ環境整備事業の一環として、二見町景観形
成地区内で家屋の新築、増改築を行う建築物並びに工作物
に対し、補助基準を満たす申請物件に対し工事費の２／３
（上限１，０００千円）の補助を行った。

事 業 名

基 盤 整 備 課

 ２．

市街地の活性化と鉄道の利用促進を図るため、平成18年
度より「まちづくり交付金」を活用し、宮川駅周辺の道路
環境の整備と駅への円滑なアプローチの確保を進めた。
（概要）
　　◇下卯起宮川駅野依橋線
（全体事業）
　　道路　　　　　２路線
　　橋梁点検　　　７箇所ほか
　　施行年度　　　平成１８年度～平成２２年度
　　総事業費　　　１，０４５，０００千円

小俣町本町地区周
辺整備事業

３１２，３６８
 ２． 312,368

決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 910,304 「全国の都市の再生を効率的に推進することにより、地
域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図
る」ことを目的に平成16年度に創設された『まちづくり交
付金』制度を活用し、『伊勢市中心市街地商業等活性化基
本計画』に基づき、伊勢市駅周辺地域の道路、公園の整備
を段階的に行い中心市街地の活性化、再生を図る。
（概要）
　　◇測量業務、設計業務等
　　◇公園整備工事、道路改良工事
（全体事業）
　　道路７路線
　　公園９公園
　　施行年度　　平成１８年度～平成２２年度
　　総事業費　　４，３４３，０００千円

伊勢市駅周辺整備
事業

９１０，３０４
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（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）３．都市施設管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

225 1,339

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２３７

2 ２３９

（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）４．街路事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

12,600 3,252

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３９

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 宇治浦田街路広場内の駐車場の再整備を行い、有料化す
ることにより長時間駐車・放置車両等の対策について検討
を行った。
　調査委託

街路施設改良事業 ３，２５２

基 盤 整 備 課

 １． 　三重県が施行した街路整備事業に対し、負担を行った。
　（秋葉山高向線、新国道）県営事業地元負担

金
１５，６６７

3,067

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

20,308 決 算 額 の 財 源 内 訳

18,919 一般財源

 ２． 公園遊具等の設置及び更新を必要に応じて行っている。
平成１９年度においては、２公園にて遊具を設置、１公園
にて遊具を移設、１公園にて手摺を設置、１公園にて投光
機を設置し、公園機能の充実及び安全性の向上を図った。
　遊具設置　　２公園
　遊具移設　　１公園
　手摺設置　　１公園
　投光機設置　１公園

遊具等設置事業 １，４８２

 １． 1,502 平成２年当時まつり博等市の一大イベントを控え、公共
用地にパンジーなどを植え、観光客・市民にとって美しい
花のまちづくりを推進した。イベント終了後も一過性の事
業とはせず毎年推進している。平成１９年度においては、
花壇への植付けを行い、また既存花壇の整備を進めること
により市民による花の植付けを促すなど、花のまちづくり
への参加をさらに推進した。
　（概要）
　　　花壇への植付け
　　　　　滝倉川線、楓橋、桜橋、倭町、
　　　　　秋葉山、宮川駅前、船江山川等　各花壇

花のまちづくり推
進事業

１，５０２

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

102,348 一般財源

100,784

105,243 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）５．公園費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

7,477 4,900 7,320

    （単位  千円）

決算書
       頁

２３９

2 ２３９

２３９
 ３． 津波等災害発生時における緊急避難場所の確保を図ると

ともに、すべての利用者にやさしい快適な遊び・憩いの場
を提供するために既存公園の改良整備を進めた。
（概要）
　一色公園整備工事
　朝熊山麓公園グラウンドゴルフ場芝生保全工事
　吹上公園修繕工事

公園改良事業 ７，３１９

 ２． フットボールヴィレッジ構想の推進を図るため、まつり
博跡地の市有地と県有地の交換に係る業務を行った。
（概要）
　測量業務委託

フットボールヴィ
レッジ整備事業

５，０９４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 12,969 植山町の非常時における緊急避難場所の確保を図るとと
もに、地区住民の快適なレクリエーション・コミュニティ
活動の場所を提供するために公園整備を進めた。
（概要）
　防衛施設周辺民生安定施設整備事業(補助）
　　平成１９年度（単年度）
　　　　　測量業務委託、設計業務委託
　　平成１９・２０年度（継続）
　　　　　公園整備工事　Ａ＝１,６２７.９３㎡
（全体事業）（補助事業費）
　　事業費　　３２，４０１千円
　　事業概要　Ａ＝１,６２７.９３㎡
　　事業期間　平成１９年度～平成２０年度

うえやま公園整備
事業（防衛）

１２，９６９

25,382 一般財源

5,685

基 盤 整 備 課

27,045 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）９．土木費　（項）５．都市計画費　（目）６．都市下水路費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

38,500 23,700 34,917

    （単位  千円）

決算書
       頁

２４１

（款）９．土木費　（項）６．住宅費　（目）１．住宅管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

26,778 210 1,600 118,472

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 民間の土地所有者等による賃貸住宅の経営を誘導するこ
とにより、公営住宅を補完し高齢者の安全で安定した居住
を確保するため、平成１４年３月２９日付で三重県知事よ
り認定を受けた高齢者向け優良賃貸住宅供給計画に基づ
き、民間事業者により建設された高齢者向け優良住宅に対
し、昨年度に引き続き住宅の家賃減額補助を行った。
（施設概要）
　　名　称　仲林マンション正邦苑竹ヶ鼻
　　所在地　伊勢市竹ヶ鼻町字沖田１９８番地
　　概　要　鉄筋コンクリート造　５階建　２４戸
　　　　　　１ＤＫ ４３.２２㎡ 　　　　 ２０戸
　　　　　　２ＤＫ ５４.４２㎡ 　　　　　 ４戸
　　　　　　エレベーター、緊急通報装置の設置、内装の
　　　　　　バリアフリー化

高齢者向け優良賃
貸住宅家賃対策事
業

８，８９９

209,748 一般財源

62,688

建 築 住 宅 課

213,076 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 本地域は、古市町のテニスコート付近から黒瀬町の勢田
川までの流域をもち、既設排水路及び排水機場の能力不足
から、豪雨の度に浸水被害に見舞われている。このため、
平成５年度に都市下水路事業として、工事に着手した。平
成１１年度に黒瀬ポンプ場の一部供用を開始し、平成１２
年度にはポンプ設備の増設をすると共に、１号幹線及び２
号幹線下水路の築造工事を行ってきた。平成１５年度は、
整備区域を拡大するため、事業の変更認可を行い、平成１
６年度から平成１９年度の４ヵ年で１号幹線下水路の築造
工事を行った。
(事業概要)
　　倉田山都市下水路１号幹線下水路築造工事
　　　　幹線下水路築造　　Ｌ＝４０ｍ

倉田山都市下水路
整備事業

９７，１１７

97,117 一般財源

上下水道総務課

97,127 決 算 額 の 財 源 内 訳
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決算書
       頁

2 ２４３

２４３
 ３． 平成１７年度に策定した「地域住宅計画」に基づき、市

営住宅の機能改善のため、下記の工事等を実施した。
（概要）
　高齢者仕様改善工事
　　　　　　　　　西豊浜団地　　　　　　　１棟１２戸
　空家解体工事
　　　　　　　　　川端中須団地ほか２団地　６棟１１戸
　老朽化市営住宅入居者移転促進事業（移転補償）
　　　　　　　　　川端中須団地ほか３団地　　　１１戸

住宅等整備事業 ２２，９４４

 ２． 市営住宅の機能保持と入居者の安全性確保のため、下記
の工事を実施した。
（概要）
　屋上防水改修工事
　　対象施設　市営住宅粟野団地　５棟２２戸
　　工事概要　屋上ウレタン防水　９４５㎡
　駐車場整備（舗装）工事
　　対象施設　市営住宅高倉団地　　　１３区画
　　　　　　　市営住宅西豊浜団地　１０８区画
　　工事概要　入居者用駐車場の舗装、区画線・車止め・
　　　　　　　フェンス設置など

住宅等改修事業 ３３，５７８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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（款）10．消防費　（項）１．消防費　（目）１．常備消防費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

321,508

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４５

（款）10．消防費　（項）１．消防費　（目）２．非常備消防費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

10,914

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４５

2 ２４７

（款）10．消防費　（項）１．消防費　（目）３．消防施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,400 58,100 2,866

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４７

２４７
 ２． 市内の水道管布設工事に併せ消火栓の不足地域に１２基

を設置し、消防水利の普及を図った。
　  新設　　１１基　　５，２２９千円
　  繰越分  　１基　　　　３９５千円

消火栓新設負担金 ５，６２４

 １． 市内の老朽した双口消火栓１基を火災時の使用に対する
安全対策のためＷスピンドル式に更新した。
　御薗町高向地内　１基

消火栓改良負担金 ６３０

28,204

消 防 本 部

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

94,364 決 算 額 の 財 源 内 訳

91,570 一般財源

 ２． ３カ年更新計画（１年目）により、消防車両４６台に積
載してある防火ヘルメット、防火衣を順次更新した。
　防火ヘルメット・防火衣６０組
　ポンプ車６台・積載車７台・軽積載車３台分更新

各種資機材購入経
費

１，３３０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 消防団員の被服統一、士気高揚を図るため２カ年計画
（２年目）により、被服を一新し貸与した。
　作業服（夏用）　２１４着

非常備貸与被服購
入経費

１，８３４

82,340 一般財源

71,426

消 防 本 部

84,272 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 　救急・救助・警防活動に必要な資機材の充実を図った。
　軽量空気ボンベ　　　　　１，０３５千円（２０本）
　軽量消防用ホース　　　　　　９８３千円（４０本）
　防火外套　　　　　　　　　　６９３千円（５組）
　有毒ガス測定器　　　　　　　５９５千円（３基）
　ＡＥＤトレーニングシステム　３７６千円（４組）他

各種資機材購入経
費

４，７０６

1,317,871

消 防 本 部

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,648,794 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,639,379 一般財源

78 （款）10 消防費



決算書
       頁

２４７

4 ２４７

２４７

２４７

（款）10．消防費　（項）１．消防費　（目）５．災害対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,694 4,532 145

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４９

2 ２４９
 ２． ○地域防災の中心的役割を担う自主防災隊のリーダーを対

象に研修会等を行い、自主防災隊の活性化を促進した。
○モデル地区において、地域住民主体のタウンウォッチン
グを行い、避難経路等の意識共有を行うとともに、それら
の情報を記載した地区の防災マップを作成した。
○モデル地区において、災害時に地域住民が主体となって
避難所を開設するためのマニュアルづくりを行った。

地域防災力向上支
援事業

４，２０７

 １． 住民への災害情報伝達手段として整備した防災行政無線
の管理運用に努めた。
　同報系　親局４、中継局３、子局１８５
　移動系　基地局４、移動局１４３

防災行政無線管理
運用経費

１９，９１２

53,235

危 機 管 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

68,429 決 算 額 の 財 源 内 訳

60,606 一般財源

 ６． 消防署二見出張所庁舎建設のため、建築設計業務を委託
た。また、その設計書に基づき監理を委託し、二見町茶屋
地内に新築した。
　建築設計業務委託　　　１，７６４千円
　建築工事　　　　　　４５，９７２千円
　監理業務委託　　　　　　　７２５千円
　　　　　　　　鉄骨造２階建　234.21㎡

二見出張所新設事
業

５５，１５５

 ５． 平成２０年度消防署御薗分署庁舎建設のため、御薗町長
屋地内の建設用地地質調査並びに建築設計業務委託を施行
した。
　地質調査業務委託　　　１，９４６千円
　建築設計業務委託　　　２，８８３千円
　　　　　　　　鉄骨造２階建　587.84㎡

分署庁舎新設事業 ５，０２０

 ４． 消防水利の位置を明確にするとともに、その周辺への障
害物排除及び活動区域を確保するため、消防水利溶着塗装
及び標識の設置を施し対策を講じた。また、不良水利１箇
所の整備を行った。
　溶着塗装　　　　８０９千円　２７０箇所
　標識設置　　　　３３４千円　９箇所
　水利蓋枠嵩上げ　１００千円

消防水利施設整備
経費

１，２４２

 ３． まちづくり交付金交付事業を活用し、地域生活基盤施設
整備地域防災設備として、宮後２丁目地内宮後公園内に耐
震性防火水槽を新設した。
また、県道伊勢南島線拡幅工事に伴い既設の防火水槽が
障害となり移転要求があった。これにより三重県の補償を
受け同地内に耐震性防火水槽を新設した。
　宮後２丁目地内　４０ｔ　１基
　津村町地内　　　４０ｔ　１基

防火水槽新設事業 １１，１７２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

79 （款）10 消防費



決算書
       頁

3 ２４９

２４９

２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２４９

２４９

施 策 の 成 果

 １． 御薗町地域は災害時の緊急連絡手段としてＣＡＴＶを利
用した情報システムを運用しているため、転入、転居者等
のＣＡＴＶへの加入、機器の設置を促進し、地域の防災情
報連絡手段の整備を図り、加入金及び機器の設置費を負担
金として支払い、また、加入者情報の台帳を電算システム
で管理している。
　負担金支出世帯　　６５世帯

ＣＡＴＶ緊急防災
システム管理運営
経費

９４４

小俣総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額

 １．
防災行政無線管理
運用経費

７８２

御薗総合支所 地域振興課

 ２． 伊勢市自主防災補助金等交付要綱に基づき、自主防災隊
及び自治区の行う防災事業・活動に対し補助を行った。
　　自主防災隊訓練助成金　２，０７０千円　６９件
　　防災補助金　　　　　　１，３５４千円　１５件

自主防災隊補助事
業

３，４２４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 円座町及び徳川山の各地区で新規結成された自主防災隊
に対し、地域防災の強化を図るため防災資機材を交付し
た。
　　円座町　　　　円座町自主防災隊
　　浦口４丁目　　徳川山自主防災隊

自主防災隊資機材
購入事業

１，９７４

消 防 本 部

施 策 の 成 果

町内各自治会が地区遠隔装置を使用する際に発生する電
話使用料のうち、基本料金に対して補助を行った。
　　２，３５０円×１２月×２７回線（２６自治区）
　　　＝７６１，４００円

事 業 名 決 算 額

 ５． 木造住宅耐震診断の結果、「倒壊の危険性が高い」と診
断された木造住宅を対象として、耐震補強工事等に要した
費用に対する一部補助を行った。
　（耐震補強工事）５件、（除却工事）４件

一般木造住宅耐震
補強事業補助金

４，２５０

 ４． 阪神・淡路大震災では昭和56年の建築基準法の新耐震基
準施行前に建築された木造住宅が多数倒壊したことを教訓
に、東海・東南海・南海地震による木造住宅の倒壊からの
被害を最小限にするため、木造住宅の無料耐震診断を実施
した。
　診断件数　118件

一般木造住宅耐震
診断事業

５，３８９

 ３． ○伊勢市地域防災計画に定める備蓄計画に基づき、非常用
食料や真空パック寝具等を購入し、物資及び資機材の整備
推進を図った。
○可搬式浄水器を購入し、災害時において孤立が予想され
る大湊地区に配備した。

備蓄物資整備事業 ６，１０２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

80 （款）10 消防費



（款）11．教育費　（項）１．教育総務費　（目）２．事務局費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

19,958 390 6,616

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５１

２５１

3 ２５１
 ３． ・学習支援員や教育支援ボランティアを配置し、特別支援

学級や普通学級に在籍する児童生徒の生活面や学習面の支
援を行った。また、個に応じた学習指導や活動支援を行
い、確かな学力の定着や、さまざまな教育活動の充実を
図った。
・地域人材等を学校安全ボランティアとして登録し、通学
路等の警備を行い、幼児児童生徒の安全確保を図った。
　　　①学習支援員  　　　　　　　　 ５２人
　　　②教育支援ボランティア　　　 １０２人（登録）
　　　③学校安全ボランティア　　　 ７２５人
・生徒が悩み等を話せる身近な相談相手として、心の支援
員(心の教室相談員)を配置した。
　　　小学校６校　　　５人
         　　　　　 （1人は２校と中学校１校を兼務）
　　　中学校１１校　１１人
          　　　　　（1人は小学校２校を兼務）

学校教育支援事業 ８０，６７４

 ２． 三重交通㈱にスクールバス運行業務を委託し、横輪・矢
持地区の児童生徒、また嘱託員のスクールバス運転手を雇
用し、高麗広地区の児童生徒の通学上の安全を確保した｡

スクールバス運行
事業

８，０１９

 １． 子どもたちが音楽や美術・科学等に触れる機会を支援し
た。
○科学創作展
　・内容　　：児童生徒の科学的な作品や創意工夫した創
　　　　　　　作的な作品を展示し、一般に公開した。
　・委託先　：伊勢市科学創作教育振興会
　・開催日　：平成１９年９月１５日(土)～１６日(日)
　・開催場所：伊勢市生涯学習センター
　・委託料　：１９５千円
○教育美術展
　・内容　　：児童生徒の絵画、書写作品を展示し、一般
　　　　　　　に公開した。
　・委託先　：伊勢市教育美術展運営委員会
　・開催日　：平成１９年１２月１日(土)～２日(日)
　・開催場所：伊勢市生涯学習センター
　・委託料　：２９５千円
○音楽演劇発表会
　・内容　　：各公立中学校のクラブ員を中心とした生徒
　　　　　　　が日頃の音楽演劇活動をそれぞれ発表し
　　　　　　　た｡
　・委託先　：伊勢市中学校連合音楽演劇発表会
　・開催日　：平成１９年１１月１６日(金)
　・開催場所：観光文化会館
　・委託料　：１，５０５千円

学校行事開催事業 １，９９５

526,325

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

561,324 決 算 額 の 財 源 内 訳

553,289 一般財源

81 （款）11 教育費



決算書
       頁

4 ２５１

5 ２５１

（款）11．教育費　（項）１．教育総務費　（目）３．教育研究所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

23

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５３
 １． 小・中学生の教育、不登校及びいじめ問題等に関する相

談を行うことにより、不登校児童生徒の早期学校復帰、い
じめの解消を図ることができた。
　・子どもの教育全般に関し、親や学校の悩みに応えるた
　め、平日午前８時半から午後５時１５分まで教育相談員
　２名により電話又は面談による相談を行い、児童生徒お
　よび保護者の悩みを軽減、解消することに努めた。
　・水曜日・木曜日の午後にカウンセラー２名が常駐し、
　面接相談におけるカウンセリングを実施し、児童生徒や
　保護者等の支援を行い、悩みを軽減解消することに努め
　た。
　・学校、保護者、関係機関との連携をはかることによ
　り、相談に関しての迅速な対応ができた。
　・教育研究所の相談事業を広く周知するために、広報へ
　の掲載並びに電話相談カードやパンフレットを配布し、
　啓発したことにより、児童、保護者が相談しやすくなっ
　た。
　教育相談員相談延べ件数　　１０３件
　臨床心理士相談延べ件数　　　６７件（２８人）

教育相談事業 ５，５３３

134,131

教 育 研 究 所

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

139,635 決 算 額 の 財 源 内 訳

134,154 一般財源

私立学校等振興助
成事業

８９，４５７

 ４． 国家社会に貢献する有用な人材を育成するため、学校教
育法による大学・高等専門学校・高等学校に在学する学
生・生徒で、経済的理由により修学困難な者に対し、奨学
金を支給した。
県外大学：３７人　県内大学：２１人　公立高校：５１人
私立高校：２０人　高専：２人

奨学金育英事業補
助金

１１，４１１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５． ○私立幼稚園就園奨励費補助金（国の補助事業）
　　国の基準に基づき、私立幼稚園に在園する市内在住園
　児の保護者に対して世帯の所得状況に応じて入園料及び
　保育料の補助を行った。
　　・補助金支給者数：　１，００２人
　　・補助金支給額　：７４，８５６千円
○私立幼稚園保育料補助金
　　市内の私立幼稚園に在園する市内在住の４歳～５歳児
　の保護者に対し、保育料の補助を行った。
　　・補助金支給者数：　　　８４７人
　　・補助金支給額　：　４，２３５千円
○幼児教育育成補助金
　　市内私立幼稚園の幼稚園経営の健全化を図るため、
　幼稚園の運営費に対して補助を行った。
　　・補助金支給額　：１０，３６６千円

82 （款）11 教育費



決算書
       頁

２５３

２５３
 ３． スクールアドバイザー（嘱託職員２名、臨床心理士２

名、その他必要に応じて、緊急学級支援員等）により、学
校が行う生徒指導において、指導助言や情報提供を行うこ
とで、各学校が抱えている、いじめ等の問題への早期発
見・早期対応を図ることができ、未然防止につなげること
ができた。
　相談延べ件数　　８１７件

スクールアドバイ
ザー設置事業

１０，２６６

 ２． 不登校児童・生徒のための「教育支援センター」では、
通級する児童・生徒一人ひとりの自立に向けて、教育支援
センター指導員２名、研修員１名、非常勤講師１名が、個
に応じた生活や学習の指導及び支援を行った。また、個別
カウンセリング、集団活動など継続的な適応指導及び自然
体験や宿泊体験・社会体験などを通して自立性や意欲を高
め、集団への適応力を育成して、学校復帰につながる等、
大きな成果をあげることができた。
  教育支援センターへの通級生徒数　　　 　 ３２名
　教育支援センターへの相談延べ件数　　１６５５件
　(内訳 電話１１５５件　来所２５４件　訪問２４６件）

不登校対策ハート
ケア事業

９１８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

83 （款）11 教育費



決算書
       頁

２５３
 ４． 教育に関する今日的、将来的な課題について、教育研究

所と学校現場が協力しながら、子どもたちの育成に資する
研究を進め、伊勢市内小中学校の教育力向上に寄与した。
○研究運営
１.課題研究プロジェクト
研究所と研究協力校による課題研究プロジェクトを中心
に実践的な交流の場を設定し研究を進め、教職員の授業力
を高めることができた。
研究協力校：東大淀小学校、厚生小学校、豊浜中学校、
厚生中学校
２.校内研修支援プロジェクト
　研究協力校：厚生小学校、北浜中学校
３.自由研究
教育現場における子どもの指導にかかわる今日的な問題
の中から、自由に課題を設定し、３グループで教職員が研
究を進め、その成果を授業公開等により、教職員の資質向
上に役立てた。
研究協力グループ：小学校国語科（作文）グループ、中
学校英語科グループ、食教育グループ
４.幼稚園教育研究
幼稚園教育における今日的、将来的な課題について、教
育研究所と幼稚園現場が協力しながら、幼児の育成に資す
る研究を進め、人との関りを通して豊かな心を育む幼児を
育成することができた。
　研究協力園：城田幼稚園
５.食教育研究
食に関する指導の研究を進め、その成果を授業公開する
ことにより、食教育の充実に役立てた。
　研究協力校：明倫小学校
６.情報教育研究
情報教育研究会に研究を委託した。教育用ライブラリを
立ち上げる準備段階として、研究授業や研修講座などの教
育情報をデジタル化し、資料として編集し、各学校で活用
できるようにした。
７.資料作成研究
資料作成委員会に研究を委託した。小学校３、４年生用
社会科副読本「わたしたちの伊勢市」について、市町村合
併を含めた社会情勢を考慮し、授業に活用できるようにし
た。また、「子ども版 伊勢の成り立ち」編集委員会にお
いて資料の収集を行った。
○研修運営
教職員研修講座（教科・不登校問題・情報教育・食教
育・ライフスキル等について）、夏期研修講座（特別支援
教育、健康教育について）、冬期研修講座（いじめ問題に
ついて）、特別講座、心の問題専門講座、不登校問題事例
研究会、乳幼児教育専門講座を教職員対象に開催し、教員
の資質・指導力向上につなげることができた。また、保護
者啓発講座として、不登校問題について保護者を対象とし
た講座を持ち、問題解決のための一助となった。

教育研究研修推進
経費

２，５７９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

84 （款）11 教育費



（款）11．教育費　（項）１．教育総務費　（目）４．人権教育費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

618

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５３

２５３

２５３

２５３

２５３

２５３
 ６． 子ども達が人権学習や生活の場で学んだことをもとに体

験等を発表し合い、お互いの思いや願いを受け止めあいな
がら人権問題に対する認識を深め、人権学習の充実を図る
ことを目的として実施した｡

子ども人権フォー
ラム２１開催事業

３７９

 ５． それぞれの中学校区で人権教育の指導の改善・充実につ
いて実践研究に取り組むとともに、幼稚園・小学校・中学
校がそれぞれ授業交流に努めた。平成１９年度は、宮川・
北浜・豊浜・城田・小俣・御薗中学校区を研究指定校に指
定し実施した｡

人権教育研究推進
経費

４８０

 ４． 小学校区を単位として、人権・同和教育推進のための協
議会を組織し、自主的な啓発活動を進めた。
　　結成団体数　１７団体

小学校区別人権・
同和教育推進連絡
協議会事業

１，０９８

 ３． 市内の４自治会を指定し、推進委員を委嘱して、６回の
合同研修を開催した。その後、推進委員がリーダーとなっ
て、各地域住民の同和問題への正しい理解を広めるため、
啓発活動を行った。本年度は、藤里町、粟野町、二見町江
区、御薗町新高自治会の各自治会で実施した。

同和問題地域啓発
推進事業

３９３

 ２． 人権・同和教育に関わる事業の充実を図るため、人権・
同和教育の研究や研修会の開催などを伊勢市人権・同和教
育研究会に事業委託した。

人権教育研究委託
経費

１，０００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ○ 伊勢市人権講演会
　　結　純子さん（女優）を講師として招き、平成１９年
　１２月９日にいせトピアでひとり芝居を開催（２２８人
　の参加）し、人権に対する正しい理解と認識を広めさせ
　ることができた｡
○ 第２回伊勢市人権教育をすすめる市民の集い
　　廣中邦光さん（浄土宗西居院住職）を講師として招
　き、平成１９年７月３１日にいせトピアで開催（４００
　人の参加）し、同和問題の正しい理解と認識を広めるさ
　せることができた。
○ 管理職（校長）人権教育研修会
　　市内小・中学校での人権教育の取り組みをよりいっそ
　う深めるため、管理職（校長）を対象に平成１９年８月
　２０日に講演会、意見交換等の研修会を開催した。

講演会研修開催事
業

９２８

57,894 一般財源

57,276

生涯学習・スポーツ課

58,969 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）11．教育費　（項）１．教育総務費　（目）５．教育集会所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５５

２５５

（款）11．教育費　（項）２．小学校費　（目）１．小学校管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

73,053 14,890

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２５７

２５７
 ２． 83,452 伊勢市内の学校施設及び学習環境の一層の充実を図っ

た。
　プール改修工事(今一色小)　　　　　１２，２０９千円
  屋内運動場床改修工事(北浜小ほか)　２８，６８７千円
  インターホン設置工事(今一色小ほか)　１，２７６千円
　洋式トイレ設置工事(豊東小ほか)　　　４，０６１千円
　便所等改修工事(御薗小)　　　　　　　２，１５１千円
　少人数教室改修工事(有緝小)　　　　　２，４１５千円
　プール塗装等工事(中島小)　　　　　　５，４５６千円
　フェンス･門扉設置工事(豊西小ほか) ２１，０８０千円
　排水設備工事（御薗小）　　　　　　　６，１１７千円
他

小学校整備事業 ８３，４５２

 １． 学校管理、事務処理など学校運営上必要とし、老朽化、
不足している庁用備品の整備を進め、学校環境の充実を
図った。

小学校備品購入経
費

６，７３０

393,944

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

506,009 決 算 額 の 財 源 内 訳

481,887 一般財源

 ２． 人権問題に関する理解と認識を深めるため、子ども人権
スクール、成人学習講座などを開き、市民に学習の場と機
会を提供した。

教育集会所人権教
育事業

７００

 １． 人権教育指導員を教育集会所等に配置し、地域に密着し
た社会人権教育の推進を図った。人権教育指導員設

置経費
５，６３５

17,923

生涯学習・スポーツ課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

一般財源17,923

決 算 額 の 財 源 内 訳19,710
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（款）11．教育費　（項）２．小学校費　（目）２．小学校教育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,390 2,050

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５７

２５７

２５７

4 ２５７

２５７

6 ２５７

7 ２５７
 ７． 倉田山中学校区を単位として、その学校が抱える課題に

ついて、未然防止、早期発見、早期対応につながる効果的
な取組を行うために、学級集団づくりのあり方、子どもの
状況の把握のあり方等について調査研究を行った。

問題を抱える子ど
も等の自立支援事
業

６００

 ６． 各小学校が新たな時代の要請に対応できる教育実践を進
めるため、学校や地域の実態に即した創意に満ちた特色と
魅力のある教育活動を展開した。
　　実施校数　１７校

特色ある教育活動
支援事業

２，４５０

 ５． 小学校修学旅行の児童支払い分の２０％（上限あり）を
補助し、児童の見聞を広める教育活動の支援と保護者負担
の軽減を図った。

修学旅行経費助成
事業

４，７３７

 ４． 遠距離通学を行っている児童の安全と保護者負担の軽減
を図るため、通学定期代金の助成を行った。
　対象校：中島小学校、佐八小学校、東大淀小学校、
　　　　　二見小学校

遠距離児童通学費
扶助事業

１，８３６

 ３． 経済的理由により、就学困難な児童に学用品費・修学旅
行費・学校給食費等を給与し、必要な援助を行った。
支給対象者　　要保護　　　　１８人
　　　　　　　準要保護　　５５５人
合　　計　　　　　　　　　５７３人

要保護及び準要保
護児童生徒援助事
業

３４，３３１

 ２． 学校図書館がその機能を十二分に発揮できるよう、学校
図書館の充実を図った。
・整備校　２４校（伊勢市立小学校全校）

学校図書館充実経
費

５，２２２

 １． ○教育現場で必要とする教材及び著しく老朽化した教材を
整備した。
・整備校　２４校（伊勢市立小学校全校）
・整備額　９，５７２，７３５円
○理科教育設備整備
科学技術教育の基盤となる小学校における理科教育のた
めの設備(理科教育振興法に基づく）を国の補助を受け整
備した。
・整備校 １３校（有緝、中島、大湊、宮山、浜郷、四
郷、豊浜東、豊浜西、北浜、城田、今一色、小俣、御薗
小）
・整備額　１，０３８，９９５円
○特別支援教育設備整備
新設された特別支援学級において、障がいに適応した教
育を実施するために必要な教材を整備した。
・整備校　２校（修道、中島小）
・整備額　１４９，９４０円

小学校教材整備経
費

１０，７６２

60,593

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

66,438 決 算 額 の 財 源 内 訳

64,033 一般財源
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決算書
       頁

２５７

（款）11．教育費　（項）２．小学校費　（目）３．小学校建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

94,077 49,400 1,799

    （単位  千円）

決算書
       頁

２５９

（款）11．教育費　（項）３．中学校費　（目）１．中学校管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

265,749 10,762

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２５９

２５９
 ２． 268,162 伊勢市内の学校施設及び学習環境の一層の充実を図っ

た。
インターホン設置工事（二見中） 　　１，２０８千円
運動場用地買戻（小俣中）　　　 １３３，４５６千円
運動場拡張工事（小俣中）　　　　 ５９，６６９千円
クラブハウス建築工事（小俣中）　　 ６，７８１千円
運動場改修工事（北浜中）　　 　　２９，１８８千円
フェンス設置工事（厚生中）　　 　２１，４７７千円
洋式トイレ設置工事（港中ほか）　　 ３，５４５千円
フェンス設置工事（二見中ほか）   　４，５６４千円
多目的ﾄｲﾚ設置ほか工事（御薗中）　　７，６８０千円他

中学校整備事業 ２６８，１６２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 学校管理、事務処理など学校運営上必要とし、老朽化、
不足している庁用備品の整備を進め、学校環境の充実を
図った。

中学校備品購入経
費

３，４８３

486,107 一般財源

209,596

教 育 総 務 課

506,458 決 算 額 の 財 源 内 訳

 １． 安全な学習環境を整備するため耐震補強工事を実施し
た。
　　浜郷小学校(校舎・屋内運動場)
　　城田小学校(校舎)
　　東大淀小学校(校舎)
　　神社小学校(校舎)
　　修道小学校(校舎)
　　豊浜西小学校(校舎・屋内運動場)

小学校耐震補強事
業

１４８，２５６

一般財源

2,980

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ８． 厚生小学校を拠点校として、小学校における英語活動の
指導方法、ALTや地域人材の効果的な活用の仕方等につい
ての研究を行った。

小学校英語活動等
国際理解活動推進
事業

１，１００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

237,462 決 算 額 の 財 源 内 訳

148,256
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（款）11．教育費　（項）３．中学校費　（目）２．中学校教育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

712 2,150

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６１

２６１

２６１

4 ２６１

5 ２６１

6 ２６１

7 ２６１
 ７． 中学校２年生を対象として、学校、家庭、地域社会が一

丸となって地域ぐるみで職場体験活動を組織し「地域の子
どもは地域で育てる」という気運を高めた。市内全中学校
で３日間の職場体験学習を実施した。

自分発見！中学
生・地域ふれあい
事業

１，６００

 ６． 英語を母国語とする青年を招致し、中学校の英語科教員
とともに英語指導にあたり生徒の語学力の向上に努めた。
小学校での英語活動や幼稚園、地域住民との交流を通して
伊勢市の国際理解教育促進に努めた。
　　JETプログラムALT:４人　民間派遣ALT：４人

ＡＬＴ活動事業 ３１，９７１

 ５． 各中学校が新たな時代の要請に対応できる教育実践を進
めるため、学校や地域の実態に即した創意に満ちた特色と
魅力のある教育活動を展開した。
　　実施校数　１１校

特色ある教育活動
支援事業

１，８５０

 ４． 中学校修学旅行の生徒支払い分の２０％（上限あり）を
補助し、生徒の見聞を広める教育活動の支援と保護者負担
の軽減を図った。

修学旅行経費助成
事業

１１，６１９

 ３． 経済的理由により、就学困難な生徒に学用品費、修学旅
行費、学校給食費を給与し、必要な援助を行った。
支給対象者　要保護　　　　７人
　　　　　　準要保護　３２８人
合　　計　　　　　　　３３５人

要保護及び準要保
護児童生徒援助事
業

２３，７９６

 ２． 学校図書館がその機能を十二分に発揮できるよう、学校図
書館の充実を図った。
・整備校　１２校（伊勢市立中学校全校）

学校図書館充実経
費

４，００６

 １． ○教育現場で必要とする教材及び著しく老朽化した教材を
整備した。
・整備校　１２校（伊勢市立中学校全校）
・整備額　７，７７１，６８１円
○理科教育設備整備 科学技術教育の基盤となる中学校に
おける理科教育のための設備(理科教育振興法に基づく）
を国の補助を受け整備した。
・整備校 ７校（倉田山、厚生、豊浜、五十鈴、二見、小
俣、御薗中）
・整備額　６１６，１２８円
○特別支援教育設備整備
新設された特別支援学級において、障がいに適応した教
育を実施するために必要な教材を整備した。
・整備校　２校（五十鈴、小俣中）
・整備額　１１３，３３７円

中学校教材整備経
費

８，５０１

84,146

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

88,470 決 算 額 の 財 源 内 訳

87,008 一般財源
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決算書
       頁

8 ２６１

２６１

（款）11．教育費　（項）３．中学校費　（目）３．中学校建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

18,937 20,100 237

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６１

２６１

（款）11．教育費　（項）４．幼稚園費　（目）１．幼稚園費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

556 21,081

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２６３
 １． 幼稚園管理、事務処理など幼稚園運営上必要とし、老朽

化、不足している庁用備品の整備を進め、幼稚園環境の充
実を図った。

幼稚園備品購入経
費

９０２

165,110

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

190,620 決 算 額 の 財 源 内 訳

186,747 一般財源

 ２． 生徒の増加に伴い、教室不足となることから、増改築の
必要が生じたが、特別教室棟は木造のため建築基準法によ
り増改築時に解体を行う必要がある。よって平成19年から
平成20年度の２カ年で特別教室棟を含めた増改築工事を計
画した。平成19年度については設計及び仮設校舎の設置を
行った。

城田中学校特別教
室棟改築事業

９，５６４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 安全な学習環境を整備するため耐震補強工事を実施し
た。
　豊浜中学校(校舎)
　倉田山中学校(屋内運動場)
　五十鈴中学校(屋内運動場)

中学校耐震補強事
業

４０，５５１

50,115 一般財源

10,841

教 育 総 務 課

112,821 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ９． 倉田山中学校区を単位として、その学校が抱える課題に
ついて、未然防止、早期発見、早期対応につながる効果的
な取組を行うために、学級集団づくりのあり方、子どもの
状況の把握のあり方等について調査研究を行った。

問題を抱える子ど
も等の自立支援事
業

３００

 ８． 港中学校で、いじめの実態把握やいじめの問題に対する
理解、未然防止について調査研究を進め、生徒の実態把
握、学級経営や授業の改善をとおして、一人ひとりの生徒
が安心できる環境づくりに取り組んだ。

「いじめゼロ」子
どもいきいき学校
生活支援事業

６００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）１．社会教育総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６３

２６３

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）２．公民館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

765

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６５
 １．   公民館施設を市民が安心し、快適に利用できるよう維持

管理に努めた。
　また、避難所として指定されている公民館の内、耐震診
断未実施の施設について耐震診断を行った。
　・二見公民館(二見町茶屋地内)
　・高向公民館(御薗町高向地内)
　・新高公民館(御薗町高向地内)

公民館管理運営経
費

２１，６６７

29,428

生涯学習・スポーツ課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

31,032 決 算 額 の 財 源 内 訳

30,193 一般財源

 ２． 修道、有緝、明倫、厚生、中島、早修、神久、一色婦人
会が開催する婦人学級活動に対する支援を行った。
　　開講数　　　　　　４６９回
　　延参加者数　　５，４４７名

婦人学級開設事業 １，０５６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． １．社会教育の充実
①社会教育委員兼公民館運営審議会委員
　市の社会教育の推進を図り、社会教育に関する諸事業に
対して協議した。
②伊勢市・飯田市婦人会交流事業
　両市の友好親善を深めるとともに、婦人会活動の充実と
明るいまちづくり活動を全市的に推進するための相互研修
として交流会を実施した。
③家庭教育相談室「スマイルいせ」設置事業
　家庭教育相談員（２名）を配置し、子育てに関する悩み
や相談に応じた。
　また、保育所、幼稚園を巡回しての家庭教育学級をはじ
め、子育て中の親子が集い交流する事業を通じて、家庭教
育の推進に努めた。
　【相談件数】　　１２２件（電話２５件、面接９７件）
　【家庭教育学級】　１０幼稚園、７保育所で実施
　【親子ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ】　２３回開催
                             （延１,９４２名の参加）
２．各種社会教育関係団体の活動支援
　地域での社会教育活動を支援するため、親子会など地域
で活動する団体に補助金を交付し活動の支援を行った。
・二見町子ども会育成会連絡協議会
・御薗小学校ＰＴＡ
・御薗中学校ＰＴＡ
・御薗町親子会連絡協議会

社会教育推進事業 ６，２４０

92,776 一般財源

92,776

生涯学習・スポーツ課

93,290 決 算 額 の 財 源 内 訳
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決算書
       頁

２６５

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）３．文化振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,760 752 4,828

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６５

２６５

２６５

２６５
 ４． 第54回美術展覧会を平成19年10月30日～11月4日までの6

日間にわたり開催。作品の多様化を促すため、部門の統廃
合を進め、全5部門で開催した。また、出品数の増加によ
るレベルアップを図るため、2点出品制に対応し、部門別
に規定されていた細かな規格を緩和した。
　　出品点数 ３８４点 観覧者数 約２,００７人

美術展覧会開催事
業

１，０４６

 ３． 第51回芸能祭は､平成19年10月21日・28日・11月4日・11
日・23日・12月8日（2会場）の延べ6日間で、総合部門、
邦楽・吟詠剣詩舞、バレエ・モダンダンス、日舞・民踊、
合唱、フォークダンス、能楽の8部門を開催し、71団体約
１,６８０人が出演、約２,９１０人が鑑賞した。

市民芸能祭開催事
業

１，６２０

 ２． 積極的にプロの高度な文化芸術や学術に触れることがで
きるよう、11月に日本将棋連盟 杉本棋士七段らを招き、
親と子の将棋教室を開催（参加者数76人）し、また、３月
に秋山豊寛講演会を開催（観客数270人）し、文化芸術の
継承及び充実、学術向上を図った。

文化講演会開催事
業

６４４

 １． 伊勢市総合文化誌『伊勢ぶんか』を発行し、１,０００
部を県内図書館や市内関係機関に無料配付、２,０００部
を市内書店等で頒布して、総合的な文化振興を図った。
（規格）Ａ４版　９６頁　カラー一部モノクロ
（内容）特集『ぶんかの活力源』、内観外遊座談会、「伊
　　　　勢の音をつくる」、「知っていますか？」、特別
　　　　寄稿、「学校の風景｣、「カルカルエッセイ」､
　　　　「鵜の目鷹の目｣、文化団体情報一覧、ビッグプ
　　　　ライズニュースなど

市民芸術文化誌出
版事業

３，８７６

一般財源

40,804

文 化 振 興 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２．   地域において指定管理している御薗町内の市立公民館の
修繕等に係る経費の一部（２／３）を補助した。
　また、市内自治会が住民の交流の場として設置する地区
公民館の建設にかかる費用の一部を補助した。
　上地町公民館(鉄骨造１階建)
　佐八町公民館(鉄骨造一部木造２階建)

公民館補助金 ８，５２６

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

52,976 決 算 額 の 財 源 内 訳

50,144
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決算書
       頁

5 ２６７

6 ２６７

7 ２６７

２６７

２６７

10 ２６７

11 ２６７
 11． 第１９回特別展として、郷土資料館において「考古資料

にみる伊勢の巨大縄文集落 佐八藤波遺跡と西村忠之コレ
クション」（平成１９年１２月８日～平成２０年２月２４
日）を開催し、８４７人の観覧があった。

特別展等開催事業 ４１６

 10． 平成１８年７月２８日に国名勝に指定された「二見浦」
について、適切な保存管理を行うため、その基準となる保
存管理計画を策定するものである。平成１９年度は、関係
分野の専門家及び土地所有者等による名勝二見浦保存管理
計画策定委員会を組織し、委員会を４回開催した。

二見浦保存管理計
画策定経費

６２０

 ９． 文書記録を補完するための記録事業である。国・県の補
助を得て平成１９・２０年度の２ヶ年で実施する。
【平成１９年度事業内容】
一色能、通り能の映像撮影。平成２０年度にはＤＶＤを成
果品とする。

一色の翁舞記録作
成（映像記録）経
費

２，００５

 ８． 一色の翁舞は、平成7年に国の記録作成等を講ずべき無
形の民俗文化財に選択されているが、調査事業が未実施
で、関係者の高齢化もあり、継承の形態が口伝によるとこ
ろが大きいことから、将来的伝承の一助として調査報告書
を作成するものである。国・県の補助を得て平成１８・１
９年度の２ヶ年で実施する。
【平成１９年度事業内容】
前年度の補完調査、資料撮影、調査報告書（９００部）の
作成。
【平成１８年度事業内容及び決算額】
・記録撮影業務委託　　　　　710千円
・調査及び委員会開催経費　1,373千円

一色の翁舞記録作
成（文書記録）経
費

３，５１６

 ７． 伊勢市内で伝承されている指定無形民俗文化財等の連綿
とした保存継承を支援するため、補助金の交付を行った。
【交付先】
・馬瀬狂言保存会他22団体

指定無形民俗文化
財等保存継承事業
補助金

１，９４６

 ６． 四郷地区各町が所蔵する古文書等の歴史資料のうち、主
に楠部町有資料１万６千点、中村町有資料６.５千点につ
いて、国・県の補助を受け、平成１５年度から平成１９年
度までの５箇年、全体事業費１５，００３千円（国５
０％、県１０％以内）で調査を実施する。
平成１９年度は事業の最終成果として調査報告書を作成
した。

史料保存調査経費 ３，００１

 ５． 市内に所在する指定文化財等の適正な保存管理を図り、
文化財保護の充実に資することを目的とするものである。
【平成19年度事業内容及び決算額】
○県指定有形文化財・経蔵　部分修理事業
・補助事業者　宗教法人　寂照寺
・決算額　　　３，４６０千円
○市指定有形文化財・木造地蔵菩薩坐像　修理事業
・補助事業者　宗教法人　眞福寺
・決算額　　　５７６千円
○市指定天然記念物・境楠周辺環境整備事業
・補助事業者　楠奉賛会
・決算額　　　１，１７９千円

文化財保存整備事
業補助金

５，２１５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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決算書
       頁

12 ２６７

13 ２６７

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）４．青少年対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６７

２６７
 ２． 山のまち飯田市と海に面した伊勢市の小中学生が児童・

生徒会活動や学校内外の生活、住んでいる地域社会につい
て交流し、友情と連携の輪を強め、次代のリーダーとして
の親睦を深めることを目的に実施した。
【夏季】平成１９年８月２～３日、飯田市の小学生28人と
伊勢市の小学生113人が、神宮会館・二見シーパラダイス
において、児童会活動発表、貝工作や海獣とのふれあい体
験、郷土芸能体験等を行うことにより交流を深めた。
【冬季】平成２０年１月２７～２８日、伊勢市の中学生36
人と飯田市の中学生28人が、スキーや水引細工などの郷土
芸能体験等を行うことにより交流を深めた。

飯田市交流会実施
事業

２，１３１

 １． １．全国的に展開される青少年健全育成活動に合わせ、横
断幕や懸垂幕を掲示し、啓発を行った。
２．青少年が安心して暮らせる安全なまちをつくるため、
また、さまざまな自然体験や生活体験で有意義に過ごせる
受け皿を整えるために、青少年育成市民会議への事業委
託、地域指導者の育成など、地域主導型による青少年健全
育成活動を実施した。
○伊勢市青少年育成市民会議本部　　　　260,000円
○伊勢市青少年育成市民会議伊勢支部　1,065,000円
○伊勢市青少年育成市民会議二見支部　　225,000円
○伊勢市青少年育成市民会議小俣支部　　130,000円
○伊勢市青少年育成市民会議御薗支部　　225,000円

青少年健全育成推
進事業

１，９０５

12,392

生涯学習・スポーツ課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

12,677 決 算 額 の 財 源 内 訳

12,392 一般財源

山田奉行所記念館
特別展開催事業

６００

 12． 第５回企画展として「咢堂・尾崎行雄写真展～旧記念館
の写真に見る咢堂～」（平成１９年６月１日～９月３０
日)を尾崎咢堂記念館において開催し、４３３人の観覧が
あった。
また、第６回企画展として「書に込めた・人間咢堂の想
い～発見しよう 書の中に託されたものを～」（平成１９
年１１月１日～平成２０年２月２９日)を同館において開
催し、８２７人の観覧があった。
なお、来館者の調査・研究の一助のため、展示用の軸
（和歌：尾崎咢堂、書：浜田国松・犬養木堂）等を購入し
た。

尾崎咢堂顕彰事業 １２３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 13． 山田奉行所記念館の設置目的を達成するため、山田奉行
所に関連する特別展示を開催し、常設展示を補完した。
・夏季特別展　　　：「山田羽書と奉行所」
・冬季特別展示事業：「大的式」
・冬季特別展　　　：「いまに足跡を伝える奉行たち」
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決算書
       頁

２６７

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）５．図書館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

278

    （単位  千円）

決算書
       頁

２６９

2 ２６９

3 ２６９

4 ２６９

5 ２６９
 ５． すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所におい

て、自主的に読書活動を行うことができるような環境の整
備と、施策の総合的かつ計画的な推進を図るために、読書
活動推進計画を策定した。

子ども読書活動推
進計画策定経費

１８４

 ４． 12,037 電算システム導入による蔵書管理を行い、貸出返却事務
の簡略化とスピードアップ及びインターネットによる蔵書
情報の提供を行い、利用者サービスの充実を図った。
　伊勢図書館　１０，７９０千円
　小俣図書館　　１，２４７千円

電算業務経費 １２，０３７

 ３． 子育て支援の一環として、家庭内で絵本を通した親子の
交流のきっかけとなるよう、対象乳幼児に絵本の２冊入っ
たブックスタートパックを配付した。
　配付数　１，０８２人

ブックスタート支
援事業

１，８８８

 ２． 26,007 閲覧用図書、雑誌、新聞、官報、視聴覚資料を購入し、
図書資料をより一層充実させ、図書利用の促進を図った。
　購入図書資料
　　伊勢図書館　８，０８９冊
　　小俣図書館　５，４８５冊
　購入視聴覚資料
　　伊勢図書館　　　　２０点
　　小俣図書館　　　　７７点
　伊勢図書館　１４，８６７千円
　小俣図書館　１１，１４０千円

図書整備経費 ２６，００７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 2,239 分類記号等書籍項目の統一とデータ作成を委託すること
により、事務の効率化・簡素化を図った。
　伊勢図書館１，３９６千円
　小俣図書館　　８４３千円

図書マーク化等業
務経費

２，２３９

177,199 一般財源

176,921

生涯学習・スポーツ課

179,385 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ３． 大人になったことを自覚し､自ら生き抜こうとする青年
を祝い、励ますため、成人の日にちなみ、平成２０年１月
１３日、三重県営サンアリーナにおいて、「新成人のつど
い」を開催した。
実行委員２９名で企画運営を行い、式典後に講演会を行
うなど新たな試みに挑戦した。市からの記念品予算はカッ
トになったが、”記念になる品物をつくって配る”という
案のもとプログラムを兼ねた記念冊子を作成した。
  成人者数　　男７４７人　女７４７人　計１，４９４人
　出席者数　　男５５０人　女６４７人　計１，１９７人

成人式開催事業 １，６０５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）６．生涯学習費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

149

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７１

２７１

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）７．生涯学習センター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,444

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７１
 １． １．伊勢市生涯学習センター(いせトピア)

平成１８年４月より、民間の能力を活用し施設の効果
的、効率的な管理運営を行うため、指定管理者制度を導入
している。
　指定管理者は、施設の維持管理ほか、各種講座やイベン
トを開催するなど、市民の生涯学習へのきっかけづくりに
取り組んでいる。
　指定管理者：特定非営利活動法人　 まなびの広場
　指定期間　：自　平成１８年４月　１日
　　　　　　　至　平成２１年３月３１日(３年間)
２．二見生涯学習センター
　生涯学習センターを市民が快適に利用できるよう、修繕
等維持管理を行った。

生涯学習センター
施設維持管理経費

８０，３９０

78,946

生涯学習・スポーツ課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

81,368 決 算 額 の 財 源 内 訳

80,390 一般財源

 ２．   放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所を確保
するため、教育委員会と福祉部局のそれぞれが実施してい
る事業の連携を図るため、「伊勢市放課後子どもプラン運
営委員会」を設立し、今後の子どもたちの安全で安心して
過ごせる居場所づくりについて話しあった。
・伊勢市放課後子どもプラン運営委員会委員　１３名

放課後子どもプラ
ン推進事業

２２４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． １．生涯学習講座の実施
　　生涯学習のきっかけづくりの場として、公民館等を利
　用し住民の生涯学習への参加・啓発を目的とし、年間講
　座として各種教室を実施した。
（小俣地域）
　　全１５講座　　受講者数２３４名
（二見地域）
　　全１６講座　　受講者数３７０名
（御薗地域）
　　全　７講座　　受講者数　８８名
２．団体への助成
　　小俣、二見、御薗地域において、サークル活動や文化
　祭等生涯学習事業に取り組む３文化協会の活動を補助
　し、地域における文化活動を支援した。

生涯学習推進事業 １３，１４４

15,329 一般財源

15,180

生涯学習・スポーツ課

16,228 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）８．学習等供用施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

4,677

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７３

（款）11．教育費　（項）５．社会教育費　（目）９．観光文化会館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,299

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７３

（款）11．教育費　（項）６．保健体育費　（目）２．学校保健費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

15,169

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７３

2 ２７３
 ２． 県費負担教職員に定期健康診断を実施し、健康の保持増

進を図った。教職員健康管理事
業

２，６６０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 学校保健法に基づく健康診断として、児童生徒及び園児
に対し、校医による内科、歯科検診を実施するとともに、
専門医、学校薬剤師による各種検診、検査を実施し、児童
生徒の健康管理に努めた。

児童生徒保健管理
事業

７８，１６３

81,909 一般財源

66,740

学 校 教 育 課

85,364 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 民間の能力を活用し施設の効果的、効率的な管理運営を
行うため、伊勢市観光文化会館に指定管理者制度を導入し
ている。
 指定管理者：特定非営利活動法人　まなびの広場
 指定期間　：平成18年４月１日～平成21年３月31日
　　　　　　 （３年間）

観光文化会館施設
維持管理経費

３５，５２１

36,892 一般財源

35,593

文 化 振 興 課

37,066 決 算 額 の 財 源 内 訳

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．   地元の指定管理となっている学習等供用施設を市民が快
適に利用できるよう、修繕等維持管理を行った。
　・小川町民会館シロアリ駆除（西豊浜町地内）
　・田尻町民会館シロアリ駆除（田尻町地内）
　・船江会館雨漏り修繕（船江地内）

学習等供用施設維
持管理経費

９，３７１

9,371 一般財源

4,694

生涯学習・スポーツ課

10,250 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）11．教育費　（項）６．保健体育費　（目）３．学校給食費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

10,585 299,900 10,461

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ２７５

2 ２７５

２７５

２７５

（款）11．教育費　（項）６．保健体育費　（目）４．体育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

6,452

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７７

２７７
 ２． 体育祭を筆頭に、ソフトボール、バレーボール、マラソ

ン、ウォーキング、ハイキング、カローリング等様々なス
ポーツ大会や教室を開催し、地域住民の健康の維持・増進
と生涯スポーツの普及を図った。
体育祭においては、いせスポーツ・レクリエーション
フェスティバル２００７においては４６７０名が、また、
小俣町民体育祭においては、４１６６名の参加があった。

生涯スポーツ行事
開催事業

８，１４９

 １． 地域におけるスポーツ振興のため、委嘱された体育指導
委員が、生涯スポーツの普及を図った。
　　委員数：６４名

体育指導事業 ３，８７９

59,838

生涯学習・スポーツ課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

73,860 決 算 額 の 財 源 内 訳

66,290 一般財源

 ４． 市内中学校完全給食実施に向け、中学校給食共同調理場
建設を進めた。
　（概要）
　鉄骨造平屋建
　当初予算額（１９年・２０年）１，３９２，０９９千円
　事業期間　　平成１９年度～平成２０年度

中学校給食施設建
設事業

３３７，８２３

 ３． 調理士の健康及び安全衛生上の問題を改善するため、空
調設備を設置した。
　　四郷小学校

学校給食衛生管理
強化経費

２，５５５

 ２． 学校給食備品のうち老朽化しているものについて、耐用
年数及び機能を調査したうえで計画的に購入し設備の充実
に努めた。
・諸機器を購入（明野小他６校)
・老朽化したボイラーを撤去し給湯器を設置（二見小）
・衛生面から食器消毒保管機の増設（城田小）
・牛乳保冷庫の購入（浜郷小・小俣中）

給食施設整備経費 ３，０１３

 １． 「安全でおいしい学校給食」が円滑に実施できるよう、
調理室等の衛生面に重点をおき、給食備品を修理、購入し
て設備の充実に努めた。給食関係者の検便、給食室の環境
衛生検査等を実施することにより、食中毒の防止に努め
た。

学校給食管理経費 １０５，９０８

468,302

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,242,488 決 算 額 の 財 源 内 訳

789,248 一般財源
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決算書
       頁

２７７

4 ２７７

5 ２７７

２７７

２７７

２７７

9 ２７７
 ９． 集客交流事業として、全国規模の大会を誘致し開催し

た。伊勢市への経済波及効果と伊勢市総合計画で掲げた
「交流で創るまちづくり｣を達成することができた。
お伊勢さん健康マラソン大会（２５０６人）、都道府県
対抗全日本中学生ソフトテニス大会（８８９人）、全日本
ジュニア体重別相撲選手権大会（１５０人）、選抜社会人
野球大会（５００人）、神宮奉納全日本ソフトテニス大会
（３３０人）の５大会を開催した。

集客誘致大会開催
事業負担金

１２，８５０

 ８． 子どもたちの運動離れ、体力低下に歯止めをかけるた
め、スポーツ少年団、体育協会にジュニア育成のための、
スポーツ大会や教室の開催を委託した。

ジュニア育成事業 ８７８

 ７． 県内予選を勝ち抜いて、伊勢市を代表して、全国大会に
参加する選手の旅費を一部負担した。全国大会等参加激

励事業
９，３９５

 ６． 市内中学校の体育大会を開催した。また、全国大会、東
海大会等に参加する選手と引率者の旅費を支給した。中学校体育活動推

進事業
１５，００１

 ５． 市内小学校の陸上記録会を開催した。また、全国大会に
参加する選手と引率者の旅費を支給した。小学校体育活動推

進事業
１，６３３

 ４． 海洋性スポーツを通して、子供たちに水に触れる機会の
提供と、心身の健康保持を図った。
また、Ｂ＆Ｇ財団並びに近隣海洋センターとの情報交
換、情報共有を図った。

Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター事業

７０３

 ３． 生涯スポーツ社会の実現に向けて、地域のスポーツ施設
を拠点として、子どもから高齢者まで全ての地域住民が各
自のニーズに沿って気軽にスポーツに参加できる地域住民
主体の総合型地域スポーツクラブの育成を図った。
なお、平成１９年度においては、いすずウキウキクラ
ブ、厚生総合型地域スポーツクラブ、北浜はつらつスポー
ツクラブ、きだっこクラブ、おばたスポレククラブＡＳＲ
ＥＣ、みそのスポレククラブの５団体があり総数約２６０
０人が会員となっている。

総合型地域スポー
ツクラブ育成事業

５，６６０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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（款）11．教育費　（項）６．保健体育費　（目）５．体育施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

166,000 22,777

    （単位  千円）

決算書
       頁

２７７

２７９

3 ２７９
 ３． 小俣総合体育館（平成２年度建設ＳＲＣ造・２階建）の

経年劣化や台風等による変形損傷が原因となり漏水が発生
することから屋根及び外壁の改修を行った。
内部においては、コートラインの補修、６人制バレー
ボール支柱基礎の新設を行った。
また、安全対策としてアリーナ及び武道場の耐震補強、
武道場内の柱へのクッション材設置を行った。

体育施設整備事業 １７２，８７３

 ２． 伊勢市民の快適なスポーツライフのため、各種スポーツ
施設を年間を通して適正な状態に保つよう維持管理した。
各種スポーツ施設としては、五十鈴公園野球広場・多目
的広場・球技広場、宮川スポーツグラウンド、市民武道
館、北浜スポーツグラウンド、宮川堤公園ゲートボール
場、あさま市民プール、二見体育館、二見グラウンド、二
見テニスコート、二見スポーツ公園、ミーティングセン
ター、小俣総合体育館、大仏山公園スポーツセンター、小
俣児童体育館。

一般体育施設管理
運営経費

４８，００１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 高校野球夏季大会、神宮奉納社会人野球大会などの各種
野球大会、及び神宮奉納全日本ソフトテニス大会、都道府
県対抗全国中学生ソフトテニス大会などの各種テニス大会
の円滑な運営と、一般利用者が快適にプレーできるよう、
専門業者へ委託等しながら年間を通じて管理した。
（倉田山公園野球場、市営庭球場）

集客体育施設管理
運営経費

２２，９３９

254,173 一般財源

65,396

生涯学習・スポーツ課

286,788 決 算 額 の 財 源 内 訳
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（款）12．災害復旧費　（項）２．公共土木施設災害復旧費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,127 500

    （単位  千円）

決算書
       頁

２８１

（款）12．災害復旧費　（項）２．公共土木施設災害復旧費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

8,260 4,000 2,829

    （単位  千円）

決算書
       頁

２８１
 １． 平成１８年６月１５日から１６日の豪雨、平成１９年７

月１４日から１５日の台風４号、平成１９年９月１日から
２日の豪雨及び平成１９年９月１１日から１５日の豪雨に
より被災した箇所の復旧を行ない、施設の機能回復を図っ
た。
（概要）
　河川災害復旧工事
　【補助分】
　　①現年分　　　　　　　　　３件　Ｌ＝　４４．０m
　　②平成１８年度からの繰越　１件　Ｌ＝　７７．０m
　　③平成２０年度への繰越　　１件　Ｌ＝　　９．６m
　【単独分】
　　①現年分　　　　　　　　　３件　Ｌ＝　１４．０m
　　②平成１８年度からの繰越  １件  Ｌ＝１３２．０m
　　③平成２０年度への繰越　　１件　Ｌ＝　１８．０m

河川災害復旧事業 １７，２１０

2,121

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

33,209 決 算 額 の 財 源 内 訳

17,210 一般財源

　（目）２．河川災害復旧費

 １． 平成１９年７月１４日から１５日の台風４号により被災
した箇所の復旧を行ない、施設の機能回復を図った。
（概要）
　道路災害復旧工事
　【補助分】１箇所　Ｌ＝１１.０ｍ

道路橋梁災害復旧
事業

２，０２５

398

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

　（目）１．道路橋梁災害復旧費

2,236 決 算 額 の 財 源 内 訳

2,025 一般財源
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（款）13．公債費　（項）１．公債費　（目）１．元金

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

53,134

    （単位  千円）

決算書
       頁

２８５
 １． 通常償還に加え、公的資金補償金免除繰上償還の承認を

得た起債の繰上償還を行った。
このことにより、次年度以降の償還にかかる利子の削減
を行った。
　　利子軽減額　　　　　4,362,182円

　　償還額合計　　　4,206,959,986円
　　　通常償還額　　4,161,869,744円
　　　繰上償還額　　 　45,090,242円

市債償還元金 ４，２０６，９６０

4,153,826

財 政 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

4,206,960 決 算 額 の 財 源 内 訳

4,206,960 一般財源
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 【国民健康保険特別会計】

（款）２．保険給付費　（項）１．療養諸費　（目）１．一般被保険者療養給付費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,751,615 244,832

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

（款）２．保険給付費　（項）１．療養諸費　（目）２．退職被保険者等療養給付費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2,498,879

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

（款）２．保険給付費　（項）１．療養諸費　（目）３．一般被保険者療養費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

16,670 2,330

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

4,491,131 決 算 額 の 財 源 内 訳

4,448,725 一般財源

2,452,278

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 一般被保険者の療養給付費
（１）診療延件数（薬剤、訪問看護を含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０７，０６２件
（２）年度平均被保険者数　　　　　　　２６，１９６人

一般被保険者療養
給付費

４，４４８，７２５

3,328,231 決 算 額 の 財 源 内 訳

3,270,077 一般財源

771,198

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 退職被保険者等の療養給付費
（１）診療延件数（薬剤、訪問看護を含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３９，７３４件
（２）年度平均被保険者数　　　　　　　１１，７４２人

退職被保険者等療
養給付費

３，２７０，０７７

43,769 決 算 額 の 財 源 内 訳

42,339 一般財源

23,339

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 一般被保険者の療養費支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　５，６８６件一般被保険者療養

費
４２，３３９
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（款）２．保険給付費　（項）１．療養諸費　（目）４．退職被保険者等療養費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

25,504

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

（款）２．保険給付費　（項）２．高額療養費　（目）１．一般被保険者高額療養費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

178,708 24,979 49,515

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

（款）２．保険給付費　（項）２．高額療養費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

171,896

    （単位  千円）

決算書
       頁

３０７

34,066 決 算 額 の 財 源 内 訳

33,375 一般財源

7,871

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 退職被保険者等の療養費支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　３，７６９件退職被保険者等療

養費
３３，３７５

470,565 決 算 額 の 財 源 内 訳

453,880 一般財源

200,678

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 一般被保険者の高額療養費支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　６，５０１件一般被保険者高額

療養費
４５３，８８０

　（目）２．退職被保険者等高額療養費

237,403 決 算 額 の 財 源 内 訳

224,946 一般財源

53,050

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 退職被保険者等の高額療養費支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　３，８６９件退職被保険者等高

額療養費
２２４，９４６
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（款）２．保険給付費　（項）４．出産育児諸費　（目）１．出産育児一時金

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

出産育児一時金 ３０９

（款）２．保険給付費　（項）５．葬祭諸費　（目）１．葬祭費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

葬祭費 ３０９

59,500 決 算 額 の 財 源 内 訳

55,300 一般財源

55,300

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 出産育児一時金の支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　　　１５８件５５，３００

49,250 決 算 額 の 財 源 内 訳

46,850 一般財源

46,850

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 葬祭費の支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　　　　　９３７件４６，８５０
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 【老人保健医療特別会計】

（款）２．医療諸費　（項）１．医療諸費　（目）１．医療給付費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,050,107 777,068 5,257,385

    （単位  千円）

決算書
       頁

３２５

（款）２．医療諸費　（項）１．医療諸費　（目）２．医療費支給費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

61,021 15,546 105,179

    （単位  千円）

決算書
       頁

３２５

10,192,947 決 算 額 の 財 源 内 訳

10,030,321 一般財源

945,761

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 医療費給付額
（１）給付件数　　　　　　　　　　４２１，９３７件
（２）月平均受給者数　　　　　　　　１６，０３４人

市負担額（医療給
付費）

１０，０３０，３２１

205,773 決 算 額 の 財 源 内 訳

２００，６６７

200,667 一般財源

18,921

医 療 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 医療費支給額
（１）支給件数　　　　　　　　　　　６２，２７４件市負担額（医療費

支給費）
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 【介護保険特別会計】

○保険事業勘定

（款）２．保険給付費　（項）１．介護サービス等諸費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,819,407 1,158,385 2,493,139

    （単位  千円）

決算書
       頁

３４１

３４１

３４１

３４１

３４１

３４１

３４１

３４３

３４３
 ９． 要支援被保険者が購入した特定福祉用具に対する保険給

付費
　　支給件数　　　１０６件

介護予防福祉用具
購入費負担金

１，８９０

 ８． 要支援被保険者が受けた地域密着型サービス等に対する
保険給付費
　　支給件数　　　４件

地域密着型介護予
防サービス給付費

２９９

 ７． 要支援被保険者が受けた居宅サービス等に対する保険給
付費
　　支給件数　　　６，４１３件

介護予防サービス
給付費負担金

１６８，９７９

 ６． 要介護被保険者が介護支援専門員に依頼したサービス計
画作成に対する保険給付費
　　支給件数　　　３０，０８８件

居宅介護サービス
計画給付費負担金

３４８，０２６

 ５． 　要介護被保険者が行った住宅改修に対する保険給付費
　　支給件数　　　３７９件居宅介護住宅改修

費負担金
３９，０２１

 ４． 要介護被保険者が購入した特定福祉用具に対する保険給
付費
　　支給件数　　　５１１件

居宅介護福祉用具
購入費負担金

１３，０３１

 ３． 要介護被保険者が受けた施設サービス等に対する保険給
付費
　　支給件数　　　１２，６９８件

施設介護サービス
給付費負担金

２，８７８，６４９

 ２． 要介護被保険者が受けた地域密着型サービス等に対する
保険給付費
　　支給件数　　　２，６７９件

地域密着型介護
サービス給付費負
担金

５６１，９３９

 １． 要介護被保険者が受けた居宅サービス等に対する保険給
付費
　　支給件数　　　６８，９５４件

居宅介護サービス
給付費負担金

３，３７９，８４３

2,392,798

介 護 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

　（目）１．介護サービス等給付費

8,081,775 決 算 額 の 財 源 内 訳

7,863,729 一般財源
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決算書
       頁

３４３

３４３

３４３

３４３

３４３

３４３

（款）４．地域支援事業費　（項）１．地域支援事業費　（目）１．介護予防事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,054 527 1,832

    （単位  千円）

決算書
       頁

３４３

３４３
 ２． 基本健康診査の生活機能チェックの結果、特定高齢者

（要支援・要介護になるおそれのある高齢者）となり介護
予防事業への参加が望ましいと認められる市民を対象に栄
養改善教室を実施した。低栄養状態を改善するための食べ
方や食事作りなどの個別相談を行った。
　延べ２２回、３１人の相談指導を行った。

栄養改善事業 ６６

 １． 基本健康診査の生活機能チェックの結果、特定高齢者
（要支援・要介護になるおそれのある高齢者）となり介護
予防事業への参加が望ましいと認められる市民を対象に転
倒骨折予防教室を開催した。筋力トレーニングや体操等を
行い、転びにくい体づくりに取り組んだ。
延べ５７回、１４２人の参加を得て要介護状態になるこ
とを予防した。

運動器機能向上事
業

５０４

298

健 康 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

4,216 決 算 額 の 財 源 内 訳

3,711 一般財源

 15． 低所得の要支援被保険者が居宅サービス（短期入所に限
る）または施設サービスを利用したときの居住費及び食費
等に係る費用の一部に対する保険給付費
　　支給件数　　　１０件

特定入所者介護予
防サービス費負担
金

５０

 14． 低所得の要介護被保険者が居宅サービス（短期入所に限
る）または施設サービスを利用したときの居住費及び食費
等に係る費用の一部に対する保険給付費
　　支給件数　　　１０，１７３件

特定入所者介護
サービス費負担金

３２２，４５７

 13． 要支援被保険者が同一月に支払った自己負担額が基準額
を超えた場合に支給する保険給付費
　　支給件数　　　４３件

高額介護予防サー
ビス費負担金

１１１

 12． 要介護被保険者が同一月に支払った自己負担額が基準額
を超えた場合に支給する保険給付費
　　支給件数　　　１１，２１８件

高額介護サービス
費負担金

１１３，９２８

介護予防サービス
計画費負担金

２１，２０９

 10． 　要支援被保険者が行った住宅改修に対する保険給付費
　　支給件数　　　１３１件介護予防住宅改修

費負担金
１４，２９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 11． 21,209 要支援被保険者が介護支援専門員に依頼したサービス計
画作成に対する保険給付費
　　支給件数　　　５，１１６件
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決算書
       頁

３４３

３４３

３４３

３４３

３４３

（款）４．地域支援事業費　（項）１．地域支援事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

39,087 19,543

    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ３４５
 １． 介護保険において要介護４・５に認定された高齢者等

（施設入所者を除く）に対し、介護に必要な紙おむつ・尿
取りパッド、紙パンツ、清拭剤、ドライシャンプーの購入
費用の一部をクーポン券により補助した。
　　　　クーポン券配布者数　　３７０人

介護用品支給事業 １５，２５１

27,617

介 護 保 険 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

90,689 決 算 額 の 財 源 内 訳

86,247 一般財源

　（目）２．包括的支援事業・任意事業費

 ７． 地域における介護予防に関する自主的な活動が実施され
るよう認知症予防や転倒骨折予防を目的とした自発的な活
動の育成・支援を行った。
延べ２５６回、３，９０７人が活動を行い、その内の延
べ４０回、８５０人に支援を行い、活動が継続された。

地域介護予防活動
支援事業

８０

 ６． ６５歳以上の高齢者を対象に、中央保健センター及び地
域において介護予防講座、すこやか教室（老人クラブ）、
通所型介護予防事業、訪問指導などを実施し、延べ３２９
回、３,８９７人に要介護状態になることを予防するため
の様々な知識の普及啓発を行い、介護予防の推進に努め
た。

介護予防普及啓発
事業

１，７６７

 ５． 基本健康診査の生活機能チェックの結果、特定高齢者
（要支援・要介護になるおそれのある高齢者）となり介護
予防事業への参加が望ましいと認められるが、通所が困難
な市民を対象に訪問指導を実施した。保健師や歯科衛生士
などが延べ１４回、２４人に相談指導を行った。

訪問型介護予防事
業

６６

 ４． 基本健康診査の生活機能チェックの結果、特定高齢者
（要支援・要介護になるおそれのある高齢者）となり介護
予防事業への参加が望ましいと認められる市民を対象に脳
活性化教室を実施した。脳機能検査により脳の働き具合を
把握し脳を刺激する生活改善リハビリや音楽療法などを行
い認知症予防に努めた。
延べ３８回、８７人の参加があり、参加者の脳機能の改
善・維持がみられるなど、要介護状態になることを予防し
た。

認知症予防事業 １，０２７

 ３． 基本健康診査の生活機能チェックの結果、特定高齢者
（要支援・要介護になるおそれのある高齢者）となり介護
予防事業への参加が望ましいと認められる市民を対象に口
腔訓練教室を実施した。口の健康を保つための相談や嚥下
機能が向上する訓練などを集団指導や個別の相談で行っ
た。
延べ３２回、５５人の相談指導を行い、口腔機能の向上
を図った。

口腔機能向上事業 ２０１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果
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    （単位  千円）

決算書
       頁

1 ３４５

３４５

３４５

4 ３４５

○介護サービス事業勘定

（款）１．事業費　（項）１．介護予防サービス事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

21,381

    （単位  千円）

決算書
       頁

３５１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 介護認定審査会において、要支援１または要支援２と認
定された要支援者に対して、適切な介護予防ケアマネジメ
ントを行い、要支援状態の改善や重症化予防を行った。

介護予防サービス
計画作成事業

１５，４９５

35,634 一般財源

14,253

長 寿 課

　（目）１．介護予防サービス事業費

36,593 決 算 額 の 財 源 内 訳

 ４． おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみ
の世帯で、栄養改善が必要で買い物と調理が困難な者に対
し、栄養のバランスがとれた食事を定期的に提供するとと
もに安否確認を行い、要介護状態への進行の予防・生活支
援を行い、高齢者への福祉の増進を図った。

食の自立支援事業 ５，８３３

 ３． 包括的・継続的なケアマネジメントが行えるよう、関係
機関との関係づくりに努めるとともに、地域の介護支援専
門員への助言・支援及び資質向上研修への協力を行った。

包括的・継続的ケ
アマネジメント支
援事業

１１，５０９

 ２． 高齢者の生活を福祉、介護など総合的に支えるため、高
齢者本人及び家族からの相談に対して、さまざまな制度や
社会資源の紹介や支援を行った。また、高齢者虐待、成年
後見制度等の啓発を行った。

総合相談事業・権
利擁護事業

８，８１７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 要支援・要介護状態になる恐れがある高齢者（特定高齢
者）に対して、保健師が家庭訪問等を通じて、介護予防事
業の参加勧奨を行い、必要な対象者にケアプラン作成を
行った。

介護予防ケアマネ
ジメント事業

２７４

長 寿 課

110 介護保険特別会計



 【土地取得特別会計】

（款）１．用地取得事業費　（項）２．事業費　（目）１．事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

３８５
 １． 公共事業による移転者の代替地等を先行取得することに

より、事業の促進を図るため、土地開発基金を活用し、公
有地の取得及び処分等を行った。
　○本年度取得した公有地
　　（宅地　 79.55㎡）
　○本年度処分した公有地
　　（宅地　868.85㎡、畑　4413.00㎡）

公共用地・代替地
取得事業

５，７９３

5,793

財 政 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

5,795 決 算 額 の 財 源 内 訳

5,793 一般財源
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